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　トランは晴れやかな気持ちだった。

　過去を捨てるというと、いまの社会ではあまりにも後ろ向きに捉とらえられがちだが、ときにはそういうことも必要になってくる、とトランは考えていた。

　季節は春。学年がスタートする新学期である。

　聖オルフェの学び舎やには、朗ほがらかな風が吹ふいていた。

　暗い過去を払ふつ拭しよくするには、この場所以上に相応ふさわしい場所はなかった。

　こうして教きよう壇だんに立ってみると、自分が数年前までこの学園に通い、落ちこぼれの成績でいたことなど忘れ去っていいのではないか？

　トラン・スピンタート。黒板に自分の名前を書き、生徒たちの方を振ふり向く。

「……初めまして、諸君」

　トランはいま黒いローブに身を包み、口元だけが露ろ出しゆつした半仮面で顔を隠かくしていた。

　正直、この格好はかなり威い圧あつ的だと思っている。

　実は昨晩、この誇ほこるべき授業初日をどのような装よそおいで迎むかえるかを真しん剣けんに悩なやんだ。

　爽さわやかで、みんなから尊敬される理想の教師像を目指そうとも思った。

　喧けん嘩かする不良。

　それを止める俺。

　改心し、数年後先生のおかげで立ち直れたと言って土産みやげを持ってくる元不良。

「俺、今度結けつ婚こんするんです……嫁よめの腹には俺のガキも……男だったら、先生の名前もらってもいいスか……？」

　こ、これはいいじゃないか！　このルートはありだな！

　だが、それにはトランの学生時代の経験がストップをかけた。

　生徒というのは一種、残ざん酷こくな生き物である。少し前までその巣そう窟くつで──特にヒエラルキーの最下層で、彼らから冷れい遇ぐうされ続けた身としては、彼らの中に宿る性善説を信じることができなかった。

　そしてトランの出した結論は、自分の素す顔がおを隠し、恐きよう怖ふを以もつて生徒を支配すること。

　印象というのは、初めに決まってしまうものだ。トランも学生のとき、最初の授業で躓つまずいてしまったときから、「あいつはダメな奴やつ」というレッテルを貼はられ、結局最後までそれを拭ぬぐい去ることができなかった。

　いかんいかん。昔のことは忘れようと思ったのに。

　トランは学生を見つめ、彼らに自分を虐しいたげた友人たちの姿を重ねるのをやめられないまま、ゆっくりと言葉を続けた。

「……トラン・スピンタートだ。諸君らの中には、私の外見と教える科目の不ふ穏おんさから、私のことを恐おそろしい人間だと思っている者もいるかもしれない。しかしそれは間ま違ちがいだ。私は知ち恵えと知識を持つ人間を優遇する……」

　完かん璧ぺきだった。練習どおりだ。自分で否定することによって、相手はその疑いを濃こくするあの天あまの邪じや鬼くな性質を利用した理想的な挨あい拶さつだった。

「私の受け持つ科目に対する才能は、誰だれにでもあるというわけではない。学長からは教えるに相応しい者を選別し、少数精せい鋭えいで指導にあたれというお達しだ」

「すみません、少しいいですか、先生」

　すっと手を挙げた少女を、トランは困こん惑わくして見つめた。

　いや、いま俺が喋しやべってるだろ。教師の挨拶を妨さまたげるとかどんな不良だよ。

　少女は艶つややかな赤あか髪がみを腰こしまで伸のばし、凜りんとした目鼻立ちからはどこか勝気な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「何かね？　あー……」

　トランは余よ裕ゆうある大人として、威厳たっぷりに返した。名めい簿ぼに目をやり、反はん抗こう的な生徒第一号としてその名前を刻もうとして、

「……ピーシア・ライ＝ムラート……ライ＝ムラート!?」

　思わず咳せき込む。

　ライ＝ムラート。その名前を見て、トランは二度驚おどろいた。

　一つ目は、その姓せいがとんでもない魔ま法ほうの名家のものであったから。

　もう一つは、ライ＝ムラート姓の人間と接するのはこれが初めてではなかったから。

「先生」

　少女は端たん整せいな顔にどこか悪意のある表情を浮うかべながら、口を開いた。

「そうです。ピーシア・ライ＝ムラート。ラ・イ・ム・ラ・ア・ト！　先生は姉をご存知ですよね？」

「存じません」

　仮面の中は妙みように蒸むれた。汗あせが噴ふき出し、体温の上じよう昇しようを感じる。

「それはおかしいわ。同じ教室で過ごしたクラスメートを忘れるなんて。ま、あなたの記き憶おく力のなさを追及しようとは思いません。姉が言うには、学園の成績もぶっちぎりの最下位だったということですし。私が言いたいのはですね？　先生には教師としての資格がないのではないか、ということなんです」

「き、君の言うことはわからんな。きちんとセルスニーズ語を喋しやべっているかね？　あるいは訛なまりが強いのかもしれんぞ……」

「ライ＝ムラート家の子女に向かって、よくそんなことが言えますね！　いいです、わかりました！　はっきり言いましょう！　姉の話によると、あなたはまだこの学園を卒業していませんね！　つまりは二ダブの留年生じゃないですか！　魔法使いの資格も持っていない人から教わることなんて、誇り高き聖オルフェ魔法学園の生徒には何もありません！」

　こ、これが噂うわさに聞く教師いじめという奴か！

　初日から立たされた窮きゆう地ちに、トランは大いに面めん食くらった。思わず、くじけそうになる。

「……誤解があるようだな。大きな誤解が」

「事実でしょう！」

「確かに、私はこの学園を卒業していない。留年もした。しかし、二ダブではない！　一年だけだ！　それに除じよ籍せき扱あつかいになった後、きちんと魔法使い検定に合格しているので、魔法使い資格八級だって持っている！」

　教室にざわめきが広がった。

「魔検かよ」「しかも資格八級って」

　魔法使い資格は、高等教育を終えた魔法使いに自動的に与あたえられるものだ。卒業したときに、八級が付ふ与よされる。しかし様々な理由で学校に通えない者たちのために、魔法使い検定──通つう称しよう魔検という制度が設けられており、それに合格すれば学校を卒業した他ほかの魔法使いと同じように扱ってもらえる。

「どちらにせよ、落ちこぼれですよね」

　それがクラスの総意とばかりに、ライ＝ムラートは言い放った。ふふん、と居い丈たけ高だかに鼻を鳴らす様子は、彼女の姉とそっくりだ。

　トランは自分が着ようと思っていた恐怖の衣ころもを無残にはぎとられ、ただのピエロになり下がっていることに気付いて強い遺い憾かんの念を覚えた。というよりもむしろ、最初にあんなキャラを演じてしまったがゆえに、生徒たちにはより痛々しい印象が植え付けられたに違いない。

　彼らの視線には尊敬の色は微み塵じんも含ふくまれておらず、そこにあるのは疑念と侮ぶ蔑べつだけ。

「……私が諸君に教えるのは、死の学問である」

　しかしトランは突つっ張った！　ポジティブシンキングという奴だ。底についたら、後はもう上がるだけなのだから。

「死し霊りよう術じゆつ！」

　ハイカラに言うと、ネクロマンシー。

「さよう、死霊術はこの国であまり評価される魔法ではない。魔法は大地のマナを使って引き起こされるが、ここは死霊術に適したマナの発生する環かん境きようではないからだ。諸君らの中には短たん絡らく的にも、いまの話を聞いて『え、この国で使いにくい魔法なら、学ぶ必要なくね？』とでも考えた愚おろか者もいるだろうが、そうではない。私がこの学園でするのは──」

　トランは仮面の奥から、教室をぐるりと見み渡わたす。

「──救済である」

「救済？」

　ざわついたクラス全体に向け、トランは答える。

「そうだ。この国は、この土地のマナでは使いづらいという理由だけで、死霊術を軽視してきた。結果、潜せん在ざい的な死霊術師たちが、教育機関で死霊術を学べず、まっとうな評価をされずに社会に出て行くはめになった。そう、私がそうだったようにな」

　トランが聖オルフェで教きよう鞭べんを執とろうと決心したのは、ここから自分のような存在を、二度と出すべきではないと思ったからだ。不当なレッテルを貼られた、落ちこぼれを。そのために、悪夢のような青春時代を過ごしたこの学園へと、自分は帰ってきたのだ。

「死霊術が軽視されていたのは、何も使いづらいという観点だけからの評価ではないのではありませんか？」

　手を挙げてそう反論してくるのはライ＝ムラート。しつけえなあ、こいつ……。

「生ある存在が死の淵ふちを覗のぞき込むというのは、世の理ことわりに反しています。現に、死霊術は長く禁止されていた魔法学問でもありますよね？」

「しかしいまは禁止されていない。それに世の理に反しているというが、『反している』という価値観を持っているのは世界ではなく、君だろう、ライ＝ムラート。物事の善悪を測っているのは結局、個人の価値観に過ぎない。わかったら少し黙だまっていたまえ」

　思うような返答が得られなかったのか、表情を歪ゆがめる少女。普ふ通つうにしていれば美少女で通るはずなのに、まったく台無しである。ちなみに、これは彼女の姉にも当てはまった。

　トランはライ＝ムラートが嚙かみつく材料を見つける前に、本題に入ることにした。これ以上、悪評が立つきっかけを作ってはならない。

「最初に、私は教える者を選別すると言った。いまから、そのためのテストを行う。このテストに合格できた者は私のゼミに入り、死霊術を学ぶことを許可しよう」

　ゼミとは、教師が少数の生徒を集め、専門的な魔法の修練を行う場だ。

　その授業は、基き礎そ的な魔法知識を学ぶ一いつ般ぱん課程の授業が終わったあとの放課後に行われる。より実じつ践せん的な魔法を学ぶことができるため、有名な教師のゼミには入門希望者が殺さつ到とうし、そのゼミの内容を一通り終えたというだけでも就職に有利に働いたりする。

「これだけは約束するが、死霊術はすばらしい学問だ。私はこの魔法こそ、至高の魔法学問だと思っている。他の攻こう勢せい魔法のように人を傷つけるものではなく、命をなくした者に、霊れいとして新しい命を与える魔法なのだ。仮に諸君らが死霊術の才能を持っているなら、迷わず入門すべきだ。私についてくれば、これまでの魔法では考えられなかった世界を見せてやろう……」

「資格八級なのにですか？」

　クラスから冷やかしの質問が飛び、トランはくじけそうになった。

　人がせっかく雰囲気作ってるのに、馬ば鹿かにしやがって！　これも全部あの女のせいだ！　ピーシア・ライ＝ムラート！

　仮面の奥から彼女を睨にらみつけると、少女はツンとしたままそっぽを向いた。可愛かわいくねえ。

　トランは何とか平静を装い、開け放ったままの扉とびらに向かって大声を出した。

「入りたまえ！　バスケス！」

　その声に応こたえるように、背をピンと伸ばした男が教室へと入ってくる。

「オウ！　ワタシ、待ちくたびれましたネー！　日が暮れるかと思いましたヨ！　セルスニーズの月も今宵こよい限リ。見よ、東方は赤く燃えてイル！」

　男はぺらぺらとわけのわからない言葉を口走りながら、トランの横に立った。

「私のティーチングＴ・アシスタントＡだ。もっとも、一時的な契けい約やくだがな」

「割り切った関係ですなア、お前サン！」

「誤解を招くような表現を使わないように。ここは神聖な学び舎やであるからして……」

「セルスニーズはとても良い国ネ！　ワタシ、好きになりまシタ！　ココは東方、日いづる国！　ワタシの国、日没ぼつするとこにある西の彼方かなた！　皆みなサン、しくよロ、しくよロ！」

　片言のセルスニーズ語で言ってから、バスケスは豪ごう快かいに笑った。

　しかし周囲の反応はない。シンと静まり返った教室に、男の笑い声だけがこだました。

「オウ……」

　あまりのシカトっぷりに、突とつ然ぜんバスケスは天を仰あおいで額に手をやる。

「シャイボーイ＆ガール……挨拶できナイ人間は、ワタシの国では銃じゆう殺さつＤＥＡＴＨヨ……」

「物ぶつ騒そうなことを言うな！　君は母国の恥はじを晒さらしにきたのか！」

「他国の文化にケチを付けないでくだサーイ！　ワビサビ、ハラキリ、テンプ～ラ！」

「あの、先生」

　見かねた生徒が、おずおずと手を挙げる。

「ハイ、何でショウ。迷える子羊ヨ！」

「先生は私！　君はＴ・Ａ！」

「……さっきから、一人で何を喋っているんですか？」

　トランは、胡う乱ろん気な様子のその生徒をじっと見つめた。

「……残念ながら、君に死霊術の才能はないらしい」

「……は？」

「言っただろう。死霊術の才能は誰だれにでもあるわけではないと。ここには死霊が立っている。私が魔力を使って極限まで実体化しているから、それでも感じられないというのなら君に才能がまるでないということだ」

「……な!?」

　と、教室がざわめき出す。

　なぜか隣となりのバスケスまで驚きよう愕がくの表情だ。

「ワタシ……ワタシ……そう言えば、死んでまシターーー!!」

　身体からだにほとんど肉のついていない骸がい骨こつ男が、顎あごをカクカクと揺ゆらして叫さけんだ。

「静かにしたまえ。テストとはこういうことだ。ここにいる死霊の姿を認にん識しきできる者、その者を合格として、今後私の下で死霊術を学ぶ許可を与える。君は落第だな」

　トランが先の生徒を指して言うと、彼は見る見る内に顔を朱しゆに染めた。

「ふ、ふざけんなよ！　落ちこぼれの八級風ふ情ぜいが、俺を落第だと！　学年次席の、このオウル・ジェラードに向かって……！」

「そんなことは知らんな。死霊術は他の魔ま法ほう学問とは根本から異なっている。もっとも、その違ちがいを学ぶ資格は君にないわけだが」

「教師だと思って下手に出てれば、調子に乗りやがって！」

　皆の前で恥をかかされ激情に駆かられた彼は、杖つえを取り出して火球を撃うち出した。

「落ちこぼれは医務室で寝ねてな！　火炎魔法プロム！」

「反デ火・炎プ魔ロ法ム」

　轟ごう音おんが鳴り響ひびき、魔ま法ほう陣じんから飛び出した火球がはじけ飛んだ。

　あ、危ねえ！　いきなり何すんだこいつ！　不良か!?　すんでのところで魔法の直ちよく撃げきを避さけられたトランは、自分の心臓が早はや鐘がねを打ち始めるのを感じた。

　ちなみに、ジェラードという生徒の魔法に反応したのはトランではない。

「オウ！　良質の魔力ネ！　我が主あるじ、やはりあなたの死霊術はすばラシイ！」

　バスケスは、きらり白い歯を光らせる。火炎魔法プロムの対たい抗こう呪じゆ文もんを唱えたのは彼だ。

　存在だけでは現実に関かん与よできない死霊に、己おのれの身体に流れるマナを通して、物質的な力を与えるのが死霊術である。

　自分の魔法を打ち消されて、ぽかんと口を半開きにするジェラード。死霊を見ることができなければ、何が起こったのかわからないだろう。

「わ、若いとはいえ、血気盛さかんなのはいかんな……いけないですな」

　動どう悸きを抑おさえながら、トランは彼に心もち優やさしめに語りかけた。というよりも、機き嫌げんを伺うかがうような低姿勢で。

　こ、こええ！　最近の若者が切れやすいってマジだったのか！　いやでも、こいつ俺と三つか四つくらいしか変わらないだろ！

　荒あれた教育の現場を目まの当たりにして、トランはやはりくじけそうになった。

「あんた何したんだ……？　なんで俺の魔法が……？」

　ジェラードはまだ腑ふに落ちないようだった。

「言っただろう。ここに死霊がいる。彼が君の魔法を防いだ」

　やっと心臓の鼓こ動どうが落ち着いてきたトランは、右手の薬指にはまる指輪を示して見せた。

「これはここにいる死霊が生前、もっとも大事にしていたものだ。彼には婚こん約やく者がいてな」

「オウ……アリス、なぜ浮うわ気きしたんダ……」

　急にいじけ始めるバスケスを無視して、トランは続ける。

「死霊術は、そういった類たぐいのものを霊れい媒ばいにして死霊を呼ぶ。私が使用している霊媒は一つだけではないぞ。ほら、この腕うで輪わ……」

　今度は左手の腕輪を示す。

「……この腕輪から呼んだ霊は、君の後ろにいる」

　引きつった顔で、後ろを振ふり向くジェラード。

　同時に、周りから「ヒッ」という細い悲鳴が飛んだ。

　もちろん、これは噓うそだ。今日連れてきた霊はバスケスだけなので、これはいわゆる教育的指導という奴やつだ。まあついでに、いま悲鳴を上げた者も不合格だな。

「君が大人しくしていれば、彼は何もしないとも。座りたまえ」

　憎にく々にくしげな顔のまま、言う通りにするジェラード。

　シンと静まりかえった教室には、最初トランが望んでいた空気が充じゆう満まんしつつあった。

　すなわち畏い怖ふ。大成功だな！

「我が主、その指輪、右手の薬指につけるのはやめてくれまセンカ？」

　うるさいなあ、いいとこなのに！　サイズ的にここしかなかったの！　左手はまずいし。

　バスケスを無視し、トランは教室に低い声を響かせた。

「ここにいる死し霊りようを認識できる者、手を挙げろ！」

　すると、教室の一番後ろに座る一人の手が、思い切りよく挙がる。

「ハイ！　ハイハイ！　私には見えます、スピンタート先生！」

「──ほう？　君の名は？」

　視線の先にいるのは、真っ黒な髪かみを短く切りそろえた活発そうな印象の少女。

　トランはほくそ笑えんだ。どうやら、このクラスには栄光ある死霊術の徒がいたようだな！

「フェリシス・シャルマンといいます！　先生の前衛的なファッションはたいへん素す晴ばらしいと思います！」

「世辞はいらん」

　ていうか、傷口に塩を塗ぬり込むな。すでに若じやつ干かん、後こう悔かいしてんだから。教師デビュー失敗だろ、この格好……。

　トランは気を取り直し、フェリシス・シャルマンと名乗った少女に問いかけた。

「では、シャルマン。バスケスの特とく徴ちようを教えてもらえるかね？」

「はい！　それはもう、山のように大きな身体をしていて、その身にべっとりと血がついた衣ころもを着ています！　そして顔つきは残ざん虐ぎやく無比！　まさに死者の中の死者──ロード・オブ・ジ・アンデッドというべき姿です！」

　トランはずり落ちそうになった仮面を、思わず手で支えるはめになった。横では、バスケスがＨＡＨＡＨＡと爆ばく笑しようしている。

　このガキ、見えてねえじゃねえか！　あれか、ひやかしか！　こっちを煽あおってんのか！

「……私を愚ぐ弄ろうすると、君に死霊を取り憑つかせるぞ、シャルマン！　私はやると言ったら必ずやる男だ。ラプランドでは、私に恨うらまれることは死よりも恐おそれられた。わかったら、もう黙だまっていたまえ！」

　トランは威い厳げんある態度で、そう脅おどしつけた。ちょっとだけ盛ったけど。

　シャルマンは何やらバツの悪そうな顔で目を泳がせると、それきり口を開かなくなる。

「死霊の姿を認識する者はいないのか？」

　今度は、誰の手も挙がらない。

　多少落らく胆たんしたものの、これはある意味予想通りだった。

　彼らの中には、最初にライ＝ムラートがわかりやすい態度で示したように、死霊術に対する強い偏へん見けんがある。そして、学園で過ごす生徒というのは集団的行動を好む生き物だ。自分が周囲に異常だと思われるのは避けたいに違いない。

「まあ、いい。私のゼミは放課後、東ひがし棟とうの第十三魔導教室にて行われる。受講希望者はそこに集合すること。これまでは閉へい鎖さ的だったこの国にも、国際化の風潮が出始めている。諸君らはいまできる魔法を学ぶだけで自分の可能性を制限せず、様々な土地のマナの使い方を学んだ方がいい。私はその助力となれるだろう」

　トランはそう言って、授業を締しめくくった。

　ふと目をやると、ピーシア・ライ＝ムラートがこちらを睨にらみつけているのがわかった。

　彼女がやたらと絡からんでくるのに、トランは少し違い和わ感かんがあった。確かに自分は落ちこぼれだったし、クラスのヒエラルキーの最上位にいた彼女の姉などと比べるとミジンコ程度の価値しかなかっただろう。

　しかし、虫にだって命はあるのである。一寸の虫にも五分の魂たましいということわざを彼女は知らないのだろうか？　やめよう、かなしくなってきた。

　どうせ、もう彼女とこれから関かかわることはほとんどないのだ。

　トランは教師と言ってもゼミを担当するだけ。一いつ般ぱん課程を教えるわけではないので、授業で生徒全員を受け持つことはない。ライ＝ムラートが死霊術の受講を望めば話は変わってくるが、そんなことは万が一にもありえないだろう。

　トランは彼女の不満そうな顔を頭から締め出し、今後のことを考えた。

　まずは、死霊術を学ぼうとする生徒を見つけ出さなければならない。そしてその生徒たちに死霊術が評価に値あたいする学問だということを理解させ、彼らの声を通して、この国の魔法学問における評価項こう目もくに、「死霊術」を付け加えるのだ。そうすれば自おのずと、これまでの評価基準で劣れつ等とう生せいのレッテルを貼はられていた生徒たちを、救済できる可能性がでてくる。

　あと何回か他ほかのクラスでいまと同じテストをすれば、きっと死霊を認識できる生徒も出てくるだろう。トランはやる気だった。




　　　　　２




「何あいつ、気色わる……」

　妙みような仮面をつけた不気味な男が去った後、教室には言いようのない不安が渦うず巻まいていた。

「おい、まだ死霊が居座ってるなんてことねえよな……？」

「何言ってんだよ、お前。まさか、あいつの言葉を信じたのか？　ブラフに決まってんだろ！　俺たちを脅おどかそうとしただけだ！」

　ジェラードがそう言い、周りがざわついた。

「どういうことだよ？」

「あいつが死霊術師だっていう証しよう拠こはねえだろ。奴の言ってた死霊を見た奴はいるか？」

　その問いかけに、答える者はいない。

「ほら見ろ、いねえだろ！　元々ないものをあるって言い張るだけなら、そこらへんの詐さ欺ぎ師しにだってできるぜ。まあ、悪意はねえのかもしれねえよ。あいつには存在しない人間が見えてるのかもな。分ぶん裂れつ症しようとか、精神がおかしい奴によく見られる症状だ」

「噓だって言うの？　あの人、ジェラードの魔法を打ち消したけど……」

「俺だって本気で撃っちゃいないさ。当たり前だろ？　八級程度でも対応できるくらいに加減してるっての。それを死霊が打ち消したとか言ってるだけだって」

　ジェラードや彼の取り巻きのやりとりを、ピーシアは遠巻きに見ていた。

　いつもなら、いまジェラードがしているような授業のおさらいやまとめをするのはピーシアの役目だ。わかりづらかったところを要約し、みんなの理解を促うながす。

　世間的には子ども扱あつかいされているけれども、学園のクラスはほとんど社会の縮図であり、教師の評価にしても生徒たちによってかたち作られる。あそこの教え方がまずかった、あの程度の魔法の授業に時間をかけすぎだ……。逆に優ゆう秀しゆうだと一度認められた教師は、ちょっと教え方がわかりにくくても、色々と深読みされて全肯こう定ていされたりする。

　強い発言権は、優秀な成績の生徒の特権だ。学年次席のジェラードの言葉に、周りがすでに影えい響きようされつつあるように。いつもなら学年首席のピーシアの言葉が、ときに教師の言葉よりも重宝されるように。

　今日のあの不気味な男の授業は特に内容のないものだったため、ピーシアに代わって周囲の目を集めるジェラードとしては、悪あし様に言うしかないというところだろう。

　本当ならピーシアも、率そつ先せんしてあの気に入らない仮面の男の悪口を言ってやりたいのはやまやまだった。が、いまの彼女には問題があった。




　それは──〝ばっちり見えていた〟──ということ。




　あの落ちこぼれ教師、トラン・スピンタートの横にいた骸がい骨こつ男が。

　そしてどうやら自分の他には、クラスの誰だれもあの男の姿を認にん識しきすることができていないらしい。

　ピーシアは頭を抱かかえた。

　ええ……どういうこと？　あれってほんとに死霊なの？　で、みんなには見えてないの？　なのに、なんで私には見えるのよ……？

　人とは違ちがう人間になろうと必死に努力し、魔ま法ほうの優秀な成績で『平へい凡ぼん』という言葉から飛び出たピーシアだったが、もちろんこんな異質さは願い下げだった。

「ピース！」

　そのときフェリシスが背後から声をかけてきて、ピーシアはびくりと身体からだを震ふるわせた。

「すばらしい授業でしたねえ。スピンタート先生の素敵ファッションを見ましたか？　ピースはあの人がいけすかない様子でしたが、私はビビッときたのです！」

「……あ、あんたには死霊が見えてないんでしょ？　才能なんてないわよ」

「いいえ、ピース」

　ちっちっ、とフェリシスは指を振る。

「私とスピンタート先生には大きな共通点があるのです。何かわかりますか？」

「……魔法の成績が、学年でぶっちぎりの最下位だってこと？」

　ピーシアがそう指し摘てきすると、フェリシスはなぜか得意顔になる。

「そのとおりなのです！」

「何を威張ってるのよ」

「聞いて下さい！　つまりは私にも、この国では評価されない非凡な才能が眠ねむっているということですよ！　今日ではっきりしました！」

「あんたのはただの努力不足でしょ」

　フェリシスと話すうちに、ピーシアは次し第だいにいつもの冷静さを取り戻もどした。

　そうだわ、さっきのは何かの間違いだっていう可能性もあるじゃない？　最近の私はちょっとした家の事情で、不安定なところがあったし……。そう、死霊なんて見えていない。私はみんなと同じように、まともなのよ……。

「──フェリシス？」

　ピーシアはにっこり笑って、ショートカットの少女の名前を呼んだ。

「なんです？」

「心配しなくても、今日から私がみっちり勉強を見てあげるから大だい丈じよう夫ぶよ。約束したわよね？　時間があるときは、一いつ緒しよに魔法の勉強をするって。四年次からは進級試験があるの。成績が悪い生徒は落第して留年するんだから──ね？」

　このフェリシスとピーシアは、一年次からずっと同じクラスに在ざい籍せきしていて、最初の席が隣となり同どう士しだったことから始まった、言わば腐くされ縁えんのような関係にあった。

「その話なんですがね、ピース？」

　フェリシスは、まだ自信満々な様子のまま続ける。

「私は自分の中に眠っている才能を、もっと自然に、かつ大事に育てたいのです。スピンタート先生の授業を受けて、それこそいまの私に必要なことだと悟さとりました！　つまりは、他の魔法の勉強などしてしまっては、真なる才能を無む駄だにしてしまうのではないか──と、こう恐れているわけなのですよ。ですから、コーチの件はなかったことに……」

「──は？」

　ピーシアが睨みつけると、フェリシスは急に勢いを失って口ごもる。

「い、いえ、『──は？』ではなくですね……その、つまり、私は勉強など見てもらわなくとも結構ですと……ピースは厳しいし……そもそも私は頼たのんでないですし……」

　情けない声を出すフェリシスを見ても、ピーシアは追つい撃げきの手を緩ゆるめなかった。これまでも散々、彼女は甘やかすとただただ易やすきに流れて行く性格だと知っているからだ。

「今年から、私が──この学年首席のピーシア・ライ＝ムラートが、あんたの魔法の勉強を見てあげるって言ってるのよ！　それなのに、あんたときたらいっつもあの手この手で逃にげようとして！　友人だから忠告するけど、いまのままじゃあんたは絶対落第よ！」

「……うわ、機き嫌げんわる……どうやら、さっきのスピンタート先生との一件が相当尾おを引いているようですね……ちっ、こいつはとばっちりというやつです」

「あの落ちこぼれは関係ない！　いや、ちょうどいいわ……あんた、あんなクズになりたいの!?　聞いたわよね？　落第生で学園を退学になって、お情けの魔検にしか受からないような出来そこない──あんたも、そうなるわよ！」

「それがいまや先生ですからね。どうやって抜ぬけ道を見つけたんでしょうか？　誰かの弱みを握にぎったとか？　そういうこと、聞いたら教えてもらえますかね……」

　フェリシス・シャルマン。クズとしての素養は十分だった。

「フェリシス！　あんた魔法が上手になって、みんなを見返してやりたいとは思わない？　落ちこぼれだ落ちこぼれだって言われて、悔くやしくないの？」

「むふふーん。もう慣れました」

「だから、胸を張るんじゃないわよ！」

「落ち着いて下さい、ピース」

　なぜかフェリシスは、自分が正しいと信じて疑っていないとばかりの表情を浮うかべ、

「私には平凡な魔法が唱えられない理由があるんですよ。知ってるでしょ？」

　ふふん、と鼻を鳴らす。

「……あんたに取り憑ついた悪あく霊りようのせいだっけ？　まだその設定、生きてるわけ？」

「いや、設定とかじゃなく……あ、うぅ……!!」

　突とつ然ぜん、フェリシスはいかにもわざとらしく苦しみだし、制服をかきむしって袖そでをまくった。するとそこには、呪じゆ詛そのような文字の羅ら列れつが描えがかれた包帯にぐるぐる巻きにされた細い右みぎ腕うでがある。

「み、右腕が疼うずく……!!　き、危険ですピース！　早く逃げて下さい！」

　フェリシスの言い訳がこれだった。曰いわく、自分には悪霊が取り憑いていると。そして、その悪霊が自分の身体に走るマナの道を乱し、上う手まく魔法を唱えることができないと。

　先ほどあの仮面の教師に「死霊を取り憑かせる」と言われて気まずそうに引き下がったのは、死霊を恐おそれたのではなく、自分の設定（要は噓うそ）の化けの皮が剝はがされると思ったからに違いない。

　確かこの設定の前は、自分の前世の姿だった怪かい物ぶつの業ごうによって、神から試練が課せられ、その結果魔法が唱えられないというやつだった。いや、これはもう一つ前だっただろうか？

　とにかく、フェリシスは多少──というか、相当──痛々しいところがあり、もはや彼女のアイデンティティの一部と化している学年ぶっちぎり最下位の成績にしても、この成績主義が蔓まん延えんする学園において、いじめられるどころか「あいつには関かかわらない方がいい……」と周りから無関心を決め込まれるような状態だった。

　スクールカーストの最底辺にいるような少女。ほとんどの魔法が上手く使えず、それにもかかわらず自分に甘く、言い訳ばかりで鍛たん錬れんをしようとしないヘタレ……。

　その姿は、ピーシアが姉から聞き及およんでいたあの落ちこぼれの教師そのものだった。
















　ピーシアは、憐れん憫びんの眼まな差ざしでフェリシスを眺ながめた。

「……なんです、その優やさしげな目は？」

「でも、あんたはあの男とは違うわ！　フェリシスにはこの私がついてるもの。これはとっても幸運なことよ？　ね、そんな馬ば鹿かなことやってないで一緒に勉強しましょ？」

「……それはお節せつ介かいというやつです……ありがた迷めい惑わくって知ってますか……」

「何か言った？」

「いえ、あの、何も……」

「一流とまではいかなくても、必ず一人前の魔法使いにしてあげる！　今日の放課後は、まずは火炎魔法プロムの基本からやるわ。勝手に帰っちゃダメよ。言ったからね？」

　すると、フェリシスはまた右腕をワナワナと震ふるわせ──

「に、逃げろと言ったのに……」

　唸うなるように、ぼそりと呟つぶやいた。

「へ？」

「か、かくなる上は私がこの場を去ります！　ああ、追わないで下さいピース！　これもあなたの安全を思う私の心優しさ故ゆえなのです！　くっ、全すべてはこの身に宿る悪霊のせい！　私サイドに非は全くない！」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　フェリシス！　あんた、あのクズ男みたいになりたいの!?　もう一度真しん摯しに自分と向き合いなさい！」

「ええい、うるさいうるさい！　私はいま、何も聞いていない！　勉強など知らない！」

　そう叫さけびながら、クズは逃とう走そうする。

　しかしその先に背の高い男がいて、ピーシアはハッと息を吞のんだ。

「あ、危ない！　馬鹿フェリシス、ちゃんと前を見ないと──」

　ぶつかる！　と叫ぼうとした瞬しゆん間かん、しかしフェリシスがその男の身体をすうっと通り抜け、何事もなかったかのように教室から走り去って行くのを見て……また驚おどろく。

「──危ない？」

　ピーシアの言葉に反応するように、その男はこちらを振り返った。それから、そばまで急ににじり寄ってきて、即そく座ざに片かた膝ひざをつく。

　ピーシアは、思わず大声を上げそうになった。それはあの落ちこぼれに、バスケスと呼ばれていた骸骨男だった！

　や、やっぱり、私には死霊が見える！　見えてしまう！

「……ワタシのことを心配して下さったのデスネ？　オウ、なんと心優しい乙女おとめダ……ワタシの止まった心臓を鷲わし摑づかみ……これが俗ぞくに言う一目ぼれというやつデスカ……」

　冷や汗あせが額に滲にじむのを感じながら、ピーシアは彼が認にん識しきできていないことにして、意識して彼と視線を合わせないよう気をつけることにした。

　しかしその死霊は、ピーシアの前にさっと手を差し出す。

　突然のことに驚き、思わず瞬まばたきしてしまった。

「……いま、反応しましたネ？　……ネ？」

　ぶわっと汗が噴ふき出す。

「おい、ピース、お前も話に加われよ！　死霊なんて噓っぱちさ！　そうだろ？」

　ジェラードたちは、まだ先ほどの授業のことを話し合っているようだった。彼は不敵な笑えみを浮かべて、こちらに問いを投げかけてくる。

「そ、そうね。そんなものがいるわけ、ないわよね……」

「ホウ……？」

　バスケスがかがみこみ、制服のスカートの中を覗のぞき込もうとしてきたので、ピーシアは必死になって裾すそを押さえ込んだ。

「どうしたんだよ、ピース？」

「……おい、バスケス。何をしている。次の授業が始まるだろう」

　ジェラードの言葉に被かぶさるように、低い声が響ひびいた。

　教室の扉とびらから、あの仮面の男がこちらを見ている。どうやら、死霊を迎むかえに戻ってきたらしい。

「勝手なことをするな。成じよう仏ぶつさせてやらんぞ」

「オウ！　ワタシ、未練ができマシタ！　このお嬢じようサンとせめて一晩を共にするまで、あの世に逝ゆきたくありませーン！」

　ひ、一晩って……。

　ピーシア・ライ＝ムラート。聖オルフェ魔ま法ほう学園の四年生にして、花の十六歳。

　もう男女の営みを理解する年ねん齢れいである。

　この死霊の言わんとする意味がわかって、思わず頰ほおが熱くなる。

「愚おろかしいことを言うな。お前小しよう児に性愛者か？　そんな何の起き伏ふくもない身体からだに欲情するなどと……」

「そんなことありませ～ン」

　バスケスの手が、ピーシアの胸むな元もとに伸のびた。細長い指が、わきわきと動かされる。

　なっ……!?

「オウ……!?」

　死霊は驚きよう愕がくの表情を浮かべ、

「な、何もありませーン！　ほのかに膨ふくらんでいると思ったのニ！」

「馬鹿者めが。お前の方が具現化できておらんのだ。私が死霊を、気安く現世の物質に触さわれるような状態にすると思ったか？　まあ、触れたとしてもそこには固いまな板のような感かん触しよくしかなかっただろうが」

　頭が真っ白になったピーシアは、何の反応も取ることができないまま、そこに立ちつくしていた。彼女のキャパを超こえる出来事があまりにも連続して起き過ぎた。

　不ふ埒らちな死霊のせいで、自分の純潔が散ったと思ったこと。

　それが未み遂すいで済んだこと。

　蛮ばん行こうから救ってくれたと思った仮面の男が、余計な一言でピーシアに止とどめを刺さしたこと。

　結局ピーシアが自分を取り戻もどしたのは、ＨＡＨＡＨＡと笑う死霊を連れた仮面の男が、黒いローブの裾を引きずりながら、教室から消えてからだった。

「やっぱ狂くるってるぜ、あいつ……」

　ジェラードがぽつりと呟いた。周りが一いつ斉せいに頷うなずく。

　だが周囲にいる他ほかの生徒のことなど、いまのピーシアの意識にはまるで存在しなかった。

「せ、せ……」

「せ？」

「成長してるわよ！　誰だれがまな板ですって！　失礼な奴やつね！　死ね死ね死ね！　み、見てなさいよ！　絶対に首にしてやるんだから！」

　胸元を押さえながら突然発はつ狂きようしたピーシアに、クラスメートは訝いぶかしげな視線を送った。
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　ピーシアが、スピンタートという男を教師として認めたくないのには理由があった。

　それは彼が落ちこぼれだからとか、そういう次元の話ではない。ピーシア自身の生活に直結する、重要な理由があるのだ。

　放課後、あの馬鹿フェリシスに逃にげられたあと、どのゼミにも顔を出さずにピーシアは帰路についた。

　セルスニーズ群島の最も大きな島であるウェザーランド島には、セルスニーズ国家連合の旧都、オルフェがある。その旧都の中央区の一角に、魔法の名家ライ＝ムラートの豪ごう邸ていがあった。オルフェが魔法都市評議制を取り入れていた時期ほどの勢いはなくなったものの、まだまだライ＝ムラート家と言えば、社交界から一目置かれる存在である。

「ただいまあ」

　その令嬢が帰ってきたというのに、召めし使つかいやメイドの出迎えがない。もっと言えば、ピーシアがここまで帰ってきたのは徒歩だ。少し前まで、送そう迎げいの馬車があったというのに。

　使用人たちを積極的に雇やとい入れるのだが、彼らは長続きせずに辞やめてしまう。結果としてライ＝ムラートの屋や敷しきは、何とか外面だけは魔法で修復し、立派な屋敷然としている一方で、その内装は見るも無残な廃はい墟きよめいた建築物と化してしまっている。これは何も、人手不足ばかりが原因ではないのだが……。

　まだそこまでの影えい響きようは出ていないものの、こんな屋敷には人も呼べないため、そのうち社交界での地位も下がってしまうだろう。

　ライ＝ムラート家がこんな調子になってしまったのは、今年の冬あたりからだった。

　問題の中心にいるのは、パーレイア・ライ＝ムラート──ピーシアの実じつ姉しである。

　それまでの姉は、妹としての身びいきを差し引いても完かん璧ぺきだった。

　聖オルフェの神童と呼ばれた姉は、学園入学当時の十二歳から六年連続で、六学年を含ふくめた全校生徒の中で首席。一学年の首席に過ぎないピーシアとはわけが違ちがう。

　そんな姉は、セルスニーズの官かん僚りようになるだろうとまで言われながらも、卒業後は聖オルフェで教きよう鞭べんを執とることを望み、卒業後の慣例となっている一年の遊学の後、去年の一年間を講師として過ごした。

　教育者としての彼女は、本当に申し分がなかった。若く、美しい彼女のゼミには応おう募ぼ者が殺さつ到とうし、また見み栄ばえだけではなく、教え方も素す晴ばらしかったのだ。

　オルフェの社交界で姉は必ず話の種になり、自分の才能を自分のために使うのではなく、他人の教化のために使う姿は聖女に喩たとえられた。

　噓うそか真まことか、求きゆう婚こん者の数が五桁けたに及およんだこともあるという。

　要するに姉はそれまで、挫ざ折せつという概がい念ねんを知らなかった。彼女の前に障害物はなく、彼女の通った場所に道ができた。そんな彼女がこの冬、人生で初めて否定を受けたのである。

「あー、非常に申し上げにくいんだけれども」

　屋敷に招待した聖オルフェの学長は、一流のシェフに用意させたご馳ち走そうを一通り平らげてから、その日の本題を切り出した。

「パール。君の継けい続ぞく就労願いを、今回は断らせてもらうよ」

「……は？」

「端たん的てきに言うと、我が学園に来年の君のポストはない。まあ、優ゆう秀しゆうな君のことだ。働き口なんて引く手数多あまただろう？　これはお節介かもしれんがね、君はもう少しましな職場を見つけるべきだよ、うん」

「え、え、ちょっと待って下さい。学長先生、どういうことなんですか？」

　学長は特大のゲップとともに、酒臭くさい息（しかも高級酒の）を吐はき出した。

「我が学園には、色々と制約があってね。教職者にも定員というものがある。それに加えて、お上は時代を鑑かんがみて、我が校を国際性豊かな進学校にしたいと言ってきておってな。これからは、いままで教えていなかった教科にも力を注いでいかなければならない。となると、その教科の教員を増やさなければならないだろう？　にもかかわらず、定員の上限を上げる法律はまだ都市議会を通過していないときた！　聡そう明めいな君なら、わしが何を言いたいかもうわかるはずだ」

「え、あの、わからないのですが……」

「首切りをせんといかんのだよ。新しいポストのために。で、色々考えた結果、我が校にもっとも相応ふさわしくない君に出て行ってもらおうと考えてな。そうだ、新しい職場は議員なんてのはどうかね？　法律を可決させて、まだ教職に興味があれば帰ってくればいい！」

「ふ、相応しくない……？　私が……聖オルフェに……？」

　おそらく、このときにはもう姉は学長の話が聞こえていなかったのだろう。学長はそれからも、君は聖オルフェの手には余りまくるとか、どちらかというと姉を追い出すというよりも送り出すというニュアンスで話していたけれども、放心状態になってしまった姉の耳には届いていないようだった。

　隣となりで聞いていたピーシアは、姉の異変を感じ取り、少しでもフォローを入れようと思って学長に問いかけた。

「来年はどんな人を雇うんですか？　お姉ちゃんの後あと釜がまに相応しい人間なんですよね？」

「ん？　いやいや、カスもいいとこだよ。その男は我が校を留年してるしな。だがどういう伝つ手てがあったのか、ラプランドの国の魔法使い連盟から推すい薦せん状が届いてな。是ぜ非ひ、その男を死し霊りよう術じゆつの教師として使ってやってほしいと」

　それから学長は、ぽんと両手を打ち鳴らした。

「おお、そうだ！　パール。確か、君と同級生だったんじゃないかな？　覚えてないか、ほら、トラン・スピンタートという落ちこぼれ」

「と、トラン・スピンタート……？」

「流石さすがに覚えておらんか！　君とはまさに対極にいるような存在だったしなあ！」

　長い鬚ひげを揺ゆらし、豪快に笑う学長。

「いえ、覚えています……」

　姉はふらりと席を立ち、窓から外を眺ながめた。

「覚えていますよ、トラン・スピンタート……ろくに魔法を使うこともできず、私が何度もコーチをしてやったクラスメートの一人……他の似たような落第生たちはすぐに魔法のコツを摑つかみ、成績を持ち直しました。私はそれで人に魔法を教えるということの素晴らしさに気付いたのです……ですが、彼には匙さじを投げました。あそこまで才能のない人間は見たことがない……何をしても、どれだけ力を注いでも無む駄だだったんです……躓つまずきようのないまっ平らな道で転ばれるような感覚……豚ぶたに空を飛べと言っているような……」

「ちょ、ちょっと言いすぎじゃないかね？」

「その……そのトラン・スピンタートを雇い入れて、私が首……」

　姉はそれきり喋しやべらなくなった。

　流石に不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、学長は出されていた食後のデザートをかき込み、「それでは失礼するよ」と、そそくさとその場を去った。

　その日の夜、屋敷の西さい塔とうが全ぜん壊かいし、翌日には使用人の半数が辞表を提出した。




　……それ以来、姉は屋敷に引きこもり、不安定な精神状態のまま毎日を過ごしている。

　姉に訪おとずれた初めての屈くつ辱じよくの日から、全すべての歯車が狂いっぱなしだった。

　ライ＝ムラートの家における姉の役割が、どれだけ大きかったかを再さい確かく認にんする。

　ピーシアには飛びきり優秀な姉に対するコンプレックスもあったし、僻ひがみもあった。

　しかしいま、否定を受けて心を病やんだ姉を蔑さげすむような気持ちにはなれなかった。

　ピーシアは、心から姉に立ち直ってもらいたかった。

　強く、凜り々りしく、美しいあの頃ころの姉に……。

　そうして、ピーシアなりに色々と考えた結果、姉の回復のためには、根本の原因を払ふつ拭しよくする他はないという結論を出したのだ。

　聖オルフェで働く教師の数を一人減らし、そこに姉をねじ込むことによって、彼女に自信を取り戻させるしかない。それも、普ふ通つうの教師ではダメだ。

「お姉ちゃんの誇ほこりをずたぼろにした、あの男。トラン・スピンタート……!!　私があいつを首にして、お姉ちゃんを復職させてやるんだから！」

　今後は、何事にも優先して、そのための方法を考えなければならない。

　しかしあの仮面の男が取った昼間の態度を思い出すと、ムカムカしていい案が浮うかばなかった。シャワーでも浴びて、さっぱりしてから考えよう、とピーシアは思い立った。

　使用人がいなくなって唯ゆい一いつの利点と言えば、一々行動に制約をつけなくていいこと。少し前までは生活に厳格な時間割があって、好きな時間にシャワーを浴びるなどとてもできなかったからだ。

　ピーシアは鼻歌を歌いながら、シャワーの準備に取りかかった。

　水魔法オンデイと火炎魔法プロムを調律し、程ほど良よい温度のお湯を空中に作り出すと、そこに軽く炸マ裂イ魔ア法ンを加えて液体を破は裂れつさせる。すると、お湯が榴りゆう弾だん状になって降り注ぐ。

　姉が水道管を破壊してから、我が家で〝シャワー〟という言葉の持つ意味はこれだった。

「オウ……まさか入浴中でしタカ……」

　突とつ然ぜん、背後で声がして、ピーシアは目を見開いた。

「……は？」

　振ふり向くとそこには、あの気味の悪い仮面をつけた男が立っていた。

「……え？　……は？　と、トラン・スピンタート……？」

　何が起こったのかわからない。男は、芝しば居いがかった仕草で天を仰あおいだ。

「ソーリー……悪気はなかったのデス。オウ、ノウ！　罪悪感が半はん端ぱありまセーン。せめてもう少し成長していれば褒ほめて誤ご魔ま化かせたのに、それすらできナイとは！　これはそちらにも責任がありマス！　両成敗デぇ、手打ちでゴザル！」

「キ……キ……」

「木？　ワット？　トゥリーですカ？」

「──キィャヤアアアアアァァッァ！！！」

「オウ……落ち着いてくだサイ。お乳はついてないですケド……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待てー!!　な、ななな何でアンタがここにいんのよ!!」
















「そこに山があるからダ、と言えないところに、この問題の難しさがありますナア……」

「わ、私の胸は関係ないでしょ！　変態変態変態！　見たわね！　見たわね!?　私の裸はだか！　まだ、どんな殿との方がたにも見せたことないのにい！」

　ピーシアは大事なところを手で隠かくしながら、侵しん入にゆう者を排はい除じよするための魔ま法ほう陣じんを展開した。

「死ね！　炎の鎚プロム・ハンマ!!」

　魔法は不届き者を直ちよく撃げきした。脱だつ衣い所じよまで吹ふき飛ばされた男の身体からだは、ブスブスと煙けむりを上げたまま、ピクリとも動かなくなる。

　ピーシアはそれを見て、ハッと冷静さを取り戻もどした。

　ほ、本気で撃うってしまった！　まさか、死んでしまったのでは……。

　そのとき、男の身体からモヤのようなものが抜ぬけ出した。モヤはうにょうにょと動き、昼間にピーシアにちょっかいを出してきたバスケスという骸がい骨こつの姿を形成する。

　続けて、むくりと男が上体を起こす。そしてきょろきょろと周りを見み渡わたし、ピーシアと視線を交差させた。

「ゲェッ！　ピーシア・ライ＝ムラート!?　なぜお前がここにいる！」

「それはこっちの台詞せりふよ！　変態教師！」

「……お前、なんで裸なんだ？」

「少し手て違ちがいがあったのデース」

　ＨＡＨＡＨＡと笑う骸骨。

　人の裸を見ておいて、わけのわからないことを言い出す変態。そんな奴やつを、少しでも心配した自分が馬ば鹿かだったと、追撃の魔法を唱えようとしたとき、

「ピース……？　私の可愛かわいいピース……？　大きな音が聞こえたけど、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　姉の声が向こうから聞こえてきて、ピーシアの頭から怒いかりが吹き飛んだ。

　姉がこっちに来ている！　これは非常にまずい！

　トラン・スピンタートに全てを否定されて壊こわれた姉が、その本人を見るような事態になってしまえば────最悪、この都市は滅ほろぶ!!

「か、隠れて！」

「な、なんだお前。まず服を着ろ。貧相な身体とはいえ、おおっぴらにしておくのは良くないだろう。お前、露ろ出しゆつ狂きようか」

　こいつ、この期ごに及んで……!!　絞しめ殺してやりたい衝しよう動どうを必死に抑おさえ、ピーシアは男を浴室に放ほうり込んでから、思い切り扉とびらを閉めた。

　数日前、姉が風ふ呂ろで破は滅めつ的な魔法を唱え、風ふ呂ろ桶おけを壊していたことを思い出したのだ。その穴をたどれば、確か屋や敷しきの別の部屋に出ることができる。

「オウ……？　我が主あるじはどこに行ったのデス……？」

　姉を何とかやり過ごしてから、浴室の扉を開くと、そこにトラン・スピンタートの姿はなかった。

　男がなんとか、その穴から脱だつ出しゆつしていたことを知り、ピーシアはほっと溜ため息いきをついた。

　安心してドッと疲つかれが出てくるのと同時に、また怒りが再燃し始める。当然だった。

　嫁よめ入いり前の娘むすめが、裸を見られたのだ！　しかも貧相とか露出狂とか馬鹿にして！

　ピーシアは今日のことを問題にして、あの男を社会的に抹まつ殺さつしてやろうと息巻いた。

　大義はこちらにある。よくよく考えれば、その結果トラン・スピンタートが職を失えば、自分の目的も達成することができるではないか。

　ポジティブシンキングよ、ピース！

　ピーシアはほくそ笑えみながら、自分に語りかけた。

　虫に裸を見られたって構うもんか！　それよりも、今日のことは幸運だって思わなくっちゃ！　生徒に手を出そうとして不法侵入までした教師──解かい雇こだけでは生ぬるい！
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　新学期が始まってからの一週間を、トランは肩かた身みの狭せまい心持ちで過ごすことになった。

　理由は色々ある。

「……で、まだゼミに参加したいという生徒は現れんのかね？」

　第十三魔導室を訪れた学長が、トランに訊たずねた。

「これまでの魔法教育では、生徒の積極性をあまり重視してはきませんでしたからな。一週間程度では、まだ考えがまとまらないのでしょう」

　苦しい言い訳である。

　理由の一つ目がこれだった。ゼミの受講希望者がまったく現れないこと。

　いや、実のところ、ここを訪れる生徒は何人かいた。しかし彼らの大半は、単なる自じ称しよう霊れい感かんの強い人間であり、バスケスを正しく認識していなかったので、丁てい重ちようにお帰り願った。あとの残りはトランをイタコ扱あつかいし、去年死んだ祖父の形見から祖父の死霊を呼び出し、自分に遺産の相続権が発生するような遺ゆい言ごん状を書かせろとか、そんな下らない依い頼らいを持ってくる馬鹿どもだった。

「必ずいるはずですよ、学長先生。死し霊りよう術じゆつの才能を持った生徒はね」

「うん、まあ、わしもそうだと信じたいんだけどね」

　学長は奥歯にものが挟はさまったような言い方をした。

「ちょっといいかね？」

　トランは、仮面をすっと押さえた。

「……何ですかな？」

「君、生徒としてこの学園に通ってたときと何かキャラ変わってない？」

「え」

「いや、明らかにもっと素す直なおだったよね？　成績はめちゃくちゃ悪かったけど。それが、いまでは何か『丁てい寧ねい語は使ってるけど、実は実力的には最高権力を持つ存在と同格』みたいな強キャラ感を出すようになってるし。一応言っておくけど、わし、学長よ？」

「……存じ上げておりますが」

「ほら、そういう勿もつ体たいつけたような言こと葉ば遣づかいをしなかったって話！」

「わ、私にも色々あったのです。ご理解をいただきたい」

「君がこの学園を留年し、去ってからのことは知らんしな。ラプランドからの推すい薦せん状を盲もう目もく的てきに信用してしまって、面接のときにはあまり聞かなかったし。これ、君の履り歴れき書しよなんだけどさ」学長は、一枚の書面を取り出して、ヒラヒラと振った。

「志望動機の欄らんに、『救済』ってあるけど。よくよく考えると、これも意味不明だよね」

「私の学生時代を、学長先生もご存知のはずです。もし、この学園で死霊術を学ぶ機会があれば、私の地位はそこまでひどいものではなかったはずですが」

「つまりは、今度は君がその役を引き受けたいというのかね？　まあ、その心意気は立派だよ。ラプランドでは、何があったのかね？」

「答えたくありませんな。過去はどうあれ、私は死霊術師としてこの国の誰だれよりも──」

「君の採用を見直した方がいいかもしれんなあ」

「言います」

　トランは揉もみ手ででもしかねない勢いだった。

「ちわーす。宅配でーす」

　そのとき第十三魔導室の扉が開き、宅配業者がどかどかと入りこんできた。彼らは大おお仰ぎような椅い子すを三つ部屋に運び込むと、トランに受け取りのサインを求めてくる。

「……え、これは何？」

　学長は、さらさらとサインするトランを見て、ぽつりと呟つぶやいた。

「家具です。私はここで生活しているので」

「た、確かに大分生活感出てきてるよね。でも、何か高そうな家具が多くないかね？　あのベッドなど、天てん蓋がいがついてるじゃないか。お金は大丈夫なのかね？」

「ローンで揃そろえました」

「え、ローン？」

「ええ。聖オルフェの教師といえば、平均以上の稼かせぎと聞きましたので」

　学長は渋じゆう面めんを作った。

「ローン……ローンか……なるほど……それは、その……いい手だ。うん、賢かしこい手だ……」

「話します。話しますから、首にしないで下さい」

　トランは学長にすがりついた。靴くつを舐なめれば許されるというなら、泣いてむしゃぶりつくところだ。このままでは、借金地じ獄ごくに陥おちいってしまう！

「私を変えたのは、一枚の広告だったのです」

　そう切り出しながら、トランは学長に、懐ふところから取り出した四つ折りのチラシを見せた。

「開いて、中の文言を読んでみて下さい」

「えー、何々……『これであなたも死霊術師！　死霊はあなたの味方です！　死霊術のこここがすごい！　①目に見えない死霊が、あなたに代わって密みつ偵ていや情報収集をしてくれます。②目に見えない死霊がいたずらすることで、嫌きらいな相手に自分は呪のろわれていると錯さつ覚かくさせることができます。③偉い大だいな魔法使いの死霊を呼ぶことで、失われた魔法を発はつ掘くつすることができます。／自分はひょっとして霊感が強いんじゃないかと思ってるあなた！　それは自うぬ惚ぼれではありません！　是ぜ非ひとも、我が通信講座を受講し、めくるめく死霊たちの世界にご入門ください！』　……ええ、何これは？」

「ここより西の国、テッセリアで見つけた広告パンフレットです。除じよ籍せき処分を受けたあと、私は傷心を癒いやすためバックパッカーをしておりましてな。その際に啓けい示じを得たのですよ」

「啓示って、これ通信講座のパンフレットじゃないか」

「いかにも。そしてその講座の主こそ、ラプランド最高の死霊術師にして、我が師でもあるエイネ・ニスカヴァーラ。私は何かに導かれるようにその講座を受講し、死霊術師として目覚めたのです。安くはなかった。果たして必要だったのかわからない壺つぼも、我が家にはたくさん置いてあります。ただ師の考えを全すべて理解するには、私はまだ未熟過ぎる。きっと何か意味があるのでしょうな」

「この手の講座って詐さ欺ぎ紛まがいが多いものだけど、君よく手を出したね。しかも、やっぱりちょっと詐欺られてないか」

「私は、隔かく週しゆうで届く通信講座では満足できなくなり、ラプランドの大地を踏ふんだのです。そして正式にエイネに師事しました。彼女は驚おどろきを隠かくせなかったようで、『え、あの講座で死霊術使えるようになったの？』と、目を白黒させていました。というのも、直々に手ほどきを受けてわかったのですが、通信講座の内容は、死霊術の魔ま法ほう体系を極きわめて高度に暗号化した、超ちようハイレベルな出来だったからです」

「いや、それはそのニスカヴァーラ女史がそれっぽいことを適当に書いてただけなんじゃないか。やっぱり君は詐欺られ……」

「私は半年で彼女の一番弟で子しとして相応ふさわしい実力を身につけました。そしてラプランドの死霊術協会は私を正式な死霊術師と認めたのです。魔検もラプランドで受けました。これで私の話は終わりですよ、学長先生。どうです、私の実力を信用していただけましたかな？」

「……なるほどなあ」

　学長は渋面のままだった。「色々苦労したんだねえ」

「いえ、栄光のために努力するのは当然のこと。私はそれを苦労とは思っておりませんし。今度は私が、それを生徒たちに教えてやりたいのです」

「ラプランドで職を得ようとは思わなかったのかね？」

　そう問われ、トランは、すっと視線を逸そらした。

「わ、私はセルスニーズ群島の人間です。やはり故郷が一番ですよ」

「……いま目を逸らしたな？　何を隠しているのかね？　この際だ、全部喋しやべってしまえ！」

　学長はいまや完全にただの野や次じ馬うまと化していた。しぶしぶ、トランは答えた。

「……エイネにストーカーされまして……」

「……は？」

「ですから、ストーカーです。ストーキング。ラプランドでは、私にはプライバシーがありませんでした。ずっと彼女の目が光っていて、夜も寝ねかせてもらえないほど。精神的に参ってしまった私は、しまいには幻げん覚かくを見るようになり、しかもそれが幻覚なのか死霊なのか区別がつかなくなりました……」

「写真で見たことあるけど、ニスカヴァーラ女史はかなり綺き麗れいな魔女じゃないか！　なんだお前、ここにきて自じ慢まんしたいのか！　わしなんかもう何年も嫁とはご無ぶ沙さ汰たなんだぞ！」

「ちょ！　ちょっと、待って下さい！　最後まで聞いて下さい！　エイネは普ふ通つうではないのです！　……彼女は生きていません。……地じ縛ばく霊れいなのですよ」

「え」

「どういう魔法かわかりませんが、彼女は死霊のまま、死霊術を使えるのです。彼女に魔力を供給するような魔法使いの姿はそばにおりませんでしたし、こればかりは本当に謎なぞです。恐おそらく学長先生は、生前の彼女の写真を見たことがあるだけでしょう？」

「え？　……うん……まあ、そうかもしれんな。いやでも、死霊なの……？　……はあ……いや、別に本気じゃなかったけどね？　ひょっとしてわしが怒おこったように見えた？　ああ、でもなるほどね。あれってことね。地縛霊だから、ニスカヴァーラ女史はラプランドから離はなれられないと。だから彼女から逃にげるために、君はセルスニーズに帰ってきたと」

「ご理解いただけましたか!?」

　トランはぐぐいっと学長ににじり寄った。

「近い近い、近いから。ま、そういうことなら。うん、事情はわかった。君の芝しば居いがかった仕草も、ラプランド風の魔法使いの慣習と受け取っておこう。しかし、ストーカー被ひ害がいにあって精神を病やんだという君が、生徒にストーカー行こう為いを行ってはいかんではないか」

　学長は溜ため息いきをついた。

　トランが苦境に立っているもう一つの理由。それがこれだ。女子生徒の家に押しかけ、破は廉れん恥ちな行為に及およぼうとしたこと。もちろん、世間的にはまだ疑ぎ惑わく止まりだが。

　被害届を出したピーシア・ライ＝ムラートの弁によれば、トランが家に不法侵しん入にゆうし、彼女の純潔を奪うばおうとしたという。

「それもやはり誤解なのです、学長先生！」

「捜そう査さ当局が言うには、ピースは下手人が君と同じような仮面をかぶっていたと証言しているとのこと。当局はその仮面があれば誰でも君になりすませるため、彼女の言うことばかりを信用しないとして、いまは外そと堀ぼりを埋うめている段階だ。ピースは確たる証しよう拠ことして君の連れていた死霊を挙げているが……まあ、あれだ……わしたちに死霊は見えんからな。まだ、君と断定はできんという話だ」

　いえ、それはガッツリ俺です。

　トランは冷や汗あせをかきながら、この前の夜に見た彼女の裸ら体たいを思い浮うかべた。

　何が純潔だ！　あんな貧相な身体からだに欲情などするもんか！　くそっ!!　バスケスの奴やつが余計なことをするから!!

　あの夜、寝る前に酒が飲みたいと言ったバスケスのために、トランは自分の身体に彼を憑ひよう依いさせてやった。そうすることで、バスケスはトランを通して、酒の味を味わうことができるからだ。死し霊りようは人の身体に憑依するとその身体を動かせるようになるが、どっこいトランほどの死霊術師になれば、彼らに身体を勝手にされることはない。

　しかし、飲んだ酒。こいつがいけなかった！

　これがまた旨うまい酒で、トランはすっかりと酒に吞のまれてしまったのである。

　べろべろになり、意識を失ったトランの身体を使って、バスケスは最悪の行為を行った。まさか、あのライ＝ムラートの屋や敷しきに忍しのび込むとは……。

　なぜ、彼があんなことをしたのかは不明。まさか、本当にあの少女に惚ほれて会いに行ったわけでもないだろう。ひょうきんなように見えて、バスケスはかなり抜ぬけ目ない男だ。

「つまりですね、こういうことなのです」

　トランが事情を正直に告白しようとすると、学長はすぐに待ったをかけた。

「こればかりはわしの手に余るからなあ。変に話を聞いたら、今度はわしの身に危害が及びそうだし。理由があって君が忍び込んだにせよ、君でなかったにせよ、後々面めん倒どう事が起こるのはご免めんだ。だから、こっちはあまり詮せん索さくしないでおくよ」

「……学長先生ってわりと本格的にクズですよね」

「ええ!?　いま何か凄すごいこと言わなかった!?」

「いえいえ！　何も！」

「……まあ、まあ、いいとも。一応な？　受講生ゼロの件とか、学園で君を庇かばってやれる範はん囲いのことなら庇ってやる。でも、それが聖オルフェにできる最大の助力だ。屋敷の件が黒ならどうしようもない。そのときは……」

　と、学長は部屋の豪ごう奢しやな家具を見み渡わたし、「お疲つかれさまでした、ということで……」

　ひいいい！　やばいいいい！

　学長が出て行ったあと、トランは頭を抱かかえた。霊れい縄なわで簀す巻まきにしておいたバスケスの拘こう束そくを解き、彼を糾きゆう弾だんする。

「お、お前のせいだぞ！　どうしてくれる！」

「大事のタメには小事を犠ぎ牲せいにしなければならぬときがアリマース。あなたもいい思いができたからいいでショウ？」

「はあ？　いい思い？」

「レディの裸はだかを見ることができたではありまセンカ！　あなた童どう貞ていでショ、我が主あるじ？」

「童貞だから何だというのだ」

　トランは弱みを見せなかった。童貞という単語に対して臆おくせず立ち向かったのである。

「オウ……」

　これにひるんだのはバスケスの方だった。

「恥はじを恥とも感じぬ心。我が主よ、あなたコソまさに真の漢おとこ……」

「どうでもいいんだ、そんなことは！　お前、ライ＝ムラートに謝りに行け！　で、私には微み塵じんも責任がないことにするのだ！　あいつに示談にしてもらわなければ、私は破は滅めつだ！　捜査組織が何か証拠を挙げる前に、ほら！　早く行って来い！」

　バスケスを急せかして部屋から追い出そうとすると、彼の懐ふところから何かが落ちた。

　バサリ、と音を立てて落下したのは、一冊の本。

「何だ、これは？」

　バスケスは大おお慌あわての様子で、それをまた懐に隠した。が、トランがバスケスから物質へと関かん与よできる力を取り上げると、本はまたバサリと落ちる。

「オウ、シット！　それを返して下サイ！」

「何だ、お前はこんなものを持っていなかっただろう？　いつ手に入れたのだ」

「お小こ遣づかいで買いまシタ」

「そんなものを与あたえておらん！　お、お前……まさか……!?」

　すっと目を逸らすバスケス。

　古こ色しよく蒼そう然ぜんとした本に書かれているのは、明らかに何かの魔法体系理論。これは魔導書だ。そして魔法の名家として知られるライ＝ムラートの屋敷が、その本と結びつく。

「お前……お前……盗ぬすんだのか？　あれは盗みに行ったっていうのか？　この本を……」

「盗んだから何だというのダ」

「わ、私の真ま似ねをするな！　いや、真似にすらなっていない！　童貞は犯罪ではないが、窃せつ盗とうは犯罪だ！　一線を越こえとるではないか！」

「二は十た歳ちを超こえて童貞の人間は、世の女性に対して罪を背負っていルノダ！」

「やかましい！　誤ご魔ま化かすな！　あああ、どうするんだ！　これ、いま言っていた確たる証拠になるではないか！　戻もどしに行かないと……」

「落ち着いて下サーイ。ワタシに考えがありマス」

　バスケスは真しん剣けんな表情に戻って言った。

　何だよ……？　ったく……。

「全すべてを解決する方法デス。あなたが屋敷に盗みに入ったコトも、レディを辱はずかしめたコトも、ひいてはあなたの授業に人が集まらないコトも……」

　なんか全部俺のせいになってる気がするけど大だい丈じよう夫ぶ？　こいつ罪の意識とかないの？

「そんな上う手まい方法があるわけないだろう」

「いえ、イエ、ワタシはこの国で、あなたの他ほかにワタシを認にん識しきしている方を知っていマス。その女性こそ、この困難な問題を解くキーになるのですヨ」

「はあ？　そんな奴が……」と、そこまで言って、思い出すことがあった。

　──ピースは確たる証拠として君の連れていた死霊を挙げているが……まあ、あれだ……わしたちに死霊は見えんからな──

　あのときは焦あせっていて、スルーした学長の言葉。

「あいつ……ピーシア・ライ＝ムラート。まさか、見えているのか？」

「そう、ピーシア！　彼女を落としなサイ！」

　必死の形相で言い募つのるバスケスに、トランは面めん食くらった。

「お、落とす……？」

「そうデス！　彼女があなたにメロメロになれば、全てが上手くいくと思いまセンカ？　想おもい慕したう相手を進んで犯罪者にするようナ人間はいないデショウし、裸を見られても、それが大好きダーリンなら許しマス！」

　大好きダーリン……？　こいつ、ちょくちょく言葉選びのセンスが……。

「何より彼女はあなたのゼミに相応ふさわしい人材デース。死霊が見えているのですからネ」

　トランは考えてみた。そして一いつ瞬しゆんで結論を出した。

　無理だと。あの生意気な少女が、素す直なおにトランに教えを請こう姿など想像できないと。

　ましてや惚れさせるなど絶対に不可能だ。

「まあ、お前の馬ば鹿かな考えは置いておいてだ」

「童貞は諦あきらめが早くて困りますネ……成功体験が足りないさとり世代。彼女なんていらないサ。そうやってすぐ諦める。あ、これは別に性交とかけたわけではありまセーン」

「やかましい！　どっちにしろ、この本は返さないといけないだろう。ライ＝ムラート家の所有物なら、ピーシア・ライ＝ムラートの一存でどうにかなるものでもないだろうからな。そもそも、これは何の魔ま導どう書しよなのだ」

「それは、この世にあってはいけない魔法の一つデース。世界魔法〝星〟の魔導書と言えば、わかるでしょうカ」

　バスケスの言葉が急には理解できず、トランは目を瞬またたかせた。

「……え？　ちょっと待て。急に話が大き過ぎない？」

「急ではありまセン。ワタシはライ＝ムラートの名前を聞いたときカラ、この魔導書があそこにあると確信しておりマシタ。運悪く、あの少女はワタシの姿を見ることができたので、敵意のない道どう化けを演じてみせましたがネ……。実は、ワタシと彼女の家は敵対関係にあるといってもよいのデスヨ」

「敵対関係……？　どういうことだ？」

　トランは不ふ穏おんな空気を感じ取った。

「ワタシは聖ジョージ勲くん章しようの受勲者デス。そう言えば、わかるでショウカ？」

　バスケスは、そう言ってすっと目を細めた。




　　　　　２




　ピーシアはこの一週間、イライラしっぱなしだった。

　すぐに首にできると思っていた変態教師は、まだ学園の隅すみで怪あやしげな生活を送っている。それは大人たちが、ピーシアの言うことをちゃんと信用してくれないためだ。あの教師を目もく撃げきしたのはピーシアだけであり、話を聞いたところによると、目立ちたいがために、彼女が噓うそを言っているのではないかと噂うわさする人もいるという。

　いわく、彼女はずっと姉の日ひ陰かげ者ものだった。姉が引きこもってしまった最近の状じよう況きようを追い風にして、今度は自分が世間の注目を浴びようとしているのではないか。ライ＝ムラートの名前を、ようやく彼女が利用できる番がやってきたのだ、と。

　オルフェの街に出回る新聞に、デカデカと変態教師の記事が載のるまではよかった。しかし、その後捜査は進まず、世間は次し第だいにそんな事件はなかったのではないか、我わが儘ままな名家の令れい嬢じようが、悲劇のヒロインを気取りたかっただけではないか、と意見を翻ひるがえしつつある。

　しかも噂というのはすぐに広まるもので、最近ではクラスのみんなが、ピーシアを見てひそひそと話しているのが気に食わなかった。フェリシスの妄もう言げん吐はきが感う染つったのではないか、と聞こえたときは、大いに気分を害した。

　私は噓なんて言ってない！　こっちは被ひ害がい者しやだっていうのに！　それに、こんなときにフェリシスまで貶けなす必要なんてないじゃない！

　ピーシアは内心で気き炎えんを吐はいた。

「気にしちゃダメです、ピース。私はピースを信じているのです」

　フェリシスは、献けん身しん的な様子でピーシアを励はげました。

「ありがと、フェリシス」

「私もピースも噓なんて言っちゃあいない！　ですよね！」

「いや、あんたのは噓でしょうけど。流石さすがに設定がコロコロ変わり過ぎだし」

「う、裏切り者！　恥を知れ！」

　そんな馬鹿な会話で救われるくらい、ピーシアはずっと塞ふさぎ込んでいた。

「──今年は降臨祭とストーメア流星祭が重なるため、学期が始まってすぐに大型連休に入ります。スタートから躓つまずかないよう、四年生の皆みなさんは、自覚を持って受講するゼミを早めに決めること。いいですね？」

　ハンサムで有名なトマス・カーライル先生がそう言ってピーシアに目配せし、ピーシアは意識を現実に引き戻された。

「起立」

　始業と終業の挨あい拶さつは、クラス委員を務めるピーシアの担当である。

「礼」、の号令とともに全員が礼をすると、教室には弛し緩かんした空気が流れ始める。

「今度の休きゆう暇か、どこ行こっかー」

「ね、私の別べつ荘そうに来ない？　自然に囲まれた静かなところで、ストーメア流星群がすっごく綺き麗れいに見えるんだって！」

「シーラ、カトリアーナ、ぼくの話は聞いていた？」

　休暇の予定を立てる女子生徒に、カーライル先生が声をかけた。すると二人はぱっと顔を輝かがやかせ、彼を取り囲む。

「先生こそいまの話聞いてました？　私の家、郊こう外がいに別荘があるんです！　先生もご一いつ緒しよにどうですか？　魔法の研究ばかりじゃ病気になりますよ。少し羽を伸のばしたら……」

「星降りの夜に、先生の新しい魔法の話を聞けたらすごくロマンチックだわ！　シーラにしたらすごくいい考えね！　ねえ、先生もそう思うでしょ？」

「いや、いや、ぼくはその日は先約があってね。魅み力りよく的なお誘さそいだけど、今回は遠えん慮りよさせてもらうよ」

「もしかして彼女とデート？　先生、前は彼女いないって言ってたのにい！」

　カーライル先生は白い歯を見せて笑った。

「違ちがう、違う！　魔法関係だよ！　王宮魔導師協会と組んだプロジェクトで重要な役割を任されているからね！　星降りの夜あたりには、ひょっとしたら君たちに凄すごいものを見せてあげられるかもしれないよ」

「聞いた？　ねえ、いまの聞いた？　王宮魔導師協会ですって！　すごーい！　もしかして先生、協会にスカウトされてたりするんですか!?」

「あそこにスカウトされるのは別に難しいことじゃないよ。ぼくも何度か誘いを断ってるしね。うん、あの組織に所属すると機動的に動けなくなる。何でも上からの命令を待たないといけなくなるからね。こんな笑い話がある。協会の人間が暴漢に襲おそわれて、魔法で攻こう撃げきされそうになった。すると協会の彼はこう言ったんだ。『待ってくれ、上に確認する』」

　女子生徒二人は腹を抱かかえて笑いだした。

「馬鹿ね！」「最高に面おも白しろいわ！」

「つまりこれは、どの組織に属するかはきちんと自分で判断しないといけないって話だ。君たちはもうゼミは決めたのかな？」

「カーライル先生のゼミに決まってるじゃない！　いまもずっと顔を出してるでしょ！」

「そうよ！　いっつも一番前の席で受講してるのに、ひどいわ！」

「そうだったかな？　昨日はいなかったんじゃない？」

「いました！　ちゃんと！」

「へえ？　じゃあ、今日も来てくれる？」

「もちろんよ！」

「オーケイ、そしたらすぐに第二魔導室に集合だ」

　女子生徒二人の背中を押して教室から送り出すと、カーライル先生はくるりと身を翻し、ピーシアの方に手を振ふった。

「ピース！　少しいいかな？」

「へ？　は、はははい、何でしょうか。かかカーライル先生」

　まさか憧あこがれの先生に声をかけられるとは思わず、ピーシアは赤面した。

「最近、色々あるみたいだけど大丈夫？　まだどのゼミにも顔を出してないみたいだし」

「え、どうしてそのこと……」

「そりゃ、学年首席の君のことだもの。教師としては気にするに決まってるだろう？　誰だれが君のハートを射止めるかってね。職員室では頻ひん繁ぱんに話題に上っているよ。『今日ピーシア・ライ＝ムラートはどのゼミに出席したんだ？』ってね！」
















　ハートを射止める！　その言葉に一瞬どきりとしたものの、それがあくまで生徒と教師の関係を越こえるものではないと気付いてちょっぴり落らく胆たんする。

　成績の良い生徒をゼミに招き入れた教師は、それだけで評判が上がる。優ゆう秀しゆうなＯＢ、ＯＧたちが社会に出て一定のポストにつけば、彼らは自分たちの後こう輩はいを優先して仲間に加えようとする。そうして、ゼミ自体が力を持つようになるからだ。

「あ、あの、私、いまは色々あってゼミに参加してないですけど、きっとカーライル先生のゼミに参加すると思います……」

「本当かい？　嬉うれしいな」

　カーライル先生はにっこりと笑った。

「でも、将来にも関係することだからね。いまのうちに色々な先生のゼミに参加して、自分にあったゼミを選せん択たくした方がいいよ。別に、ぼくのゼミに来るなって言ってるんじゃない。君の将来のためにね」

「……はい。お気づかいありがとうございます」

「うーん、やっぱり元気がないね？　体調でも悪い？」

　そう言いながらカーライル先生がピーシアの額に手をやったので、ピーシアは自分の顔が茹ゆで上がるかと思った。

「い、いえ！　だ、だだ大だい丈じよう夫ぶですから！」

「それじゃ君の心を乱してるのは何だろう？　お姉さん？　それとも、君の屋や敷しきに侵しん入にゆうしたという不届き者かな？」

　ピーシアは心臓を鷲わし摑づかみにされたのかと思った。

「あ、姉はすぐ良くなります！」

「そうだろうね。いや、そうでないと困る。彼女ほど優秀な魔法使いはいないから。実を言うと、彼女と会えないとぼくも張り合いがなくって」

　またどきりとする。今度は、心臓を小さな刺とげでつつかれたような気持ちだった。

「……やっぱり、先生も姉に会えないと寂さびしいですか……？」

「うん？　いや、深い意味はないよ。確かに彼女はすばらしい女性だけれど、恋こい人びとにしたいとかそういう下心はない。ぼくは魔法馬鹿だから！　ただ、新しい魔法の理論を組み立てるのは得意だけど、ときにそれを実じつ践せんできない場合がある。頭でっかちなんだね。そんなときに、彼女ほど魔法を上う手まく扱あつかえる存在というのは本当にありがたいんだよ。彼女がいてくれたからこそ、ぼくがかたちにできた魔法というのは結構多いんだ」

「姉もカーライル先生のことをよく褒ほめています。傍はたからみて、その……お似合いだなあって思ったりも……」

「それは光栄だね！　それじゃ、ぼくもそろそろ彼女の前にできた行列に並ぼうかな？　五桁けたの男性がひしめいているみたいだけど！」

　カーライル先生はそう言って笑った。

「友人の、トマス・カーライルが心配してるとお姉さんには伝えてくれるかな？」

「はい……はい！　伝えます。姉もきっと喜びます」

　ピーシアは少し元気を取り戻もどして、何度も首をコクコクと縦に振った。

「でもぼくがもっと心配してるのは、ピーシア、君のことだよ」

「え、私？」

「もう一つの方さ。屋敷に招かれざる客が来て……うん、少し気分を悪くしたという話。しかも、容疑者がこの学園の教師だなんていう噂じゃないか」

　肩かたをすくめて言うカーライル先生を見て、ピーシアは思わず涙なみだを浮うかべた。

「せ、先生も私が噓を吐いてるって思いますか？　でも、本当なんです！　私は、目立ちたくてそんなことを言ってるんじゃありません！」

「ああ、誤解を与あたえてしまったかい、ピース？　だとしたらごめんよ。違うんだ。ぼくは君が噓を言ってるなんて思っちゃいない。むしろ、そのことで怒いかりを覚えているんだよ。トラン・スピンタートだったかな？　教師仲間として何度か声をかけたけど、彼はどうも友好的じゃない。ああいうひねくれた人間は、何をしでかすかわかったものじゃないよ。はっきり言って、信用できない」

　理解してくれる人を見つけて、ピーシアはこの一週間の間、自分の中でずっと我が慢まんしていた感情を抑おさえることができなくなり、ついに泣き出してしまった。

　トラン・スピンタートなど怖こわくなかった。しかし、周りが自分を見て変な噂を立てるのが本当に嫌いやだったのだ。

　カーライル先生は優やさしくピーシアを抱だき締しめた。

「ぼくは君の味方だよ、ピース。これからは声を大にして、君の正当性を周知していこうじゃないか」

　ピーシアが泣きやむまでにはしばらく時間がかかったものの、その間カーライル先生はずっとピーシアを励はげましてくれていた。

「ご、ごめんなさい……先生……服、濡ぬらしちゃって」

　ようやくカーライル先生の胸から顔を離はなし、自分はなんて大それたことをしてしまったのかとピーシアが顔を火ほ照てらせていると、カーライル先生は小さな魔ま法ほう陣じんを展開した。

　次の瞬しゆん間かん、魔法陣から水流が噴ふき出して彼を直撃したので、ピーシアは息を吞のんだ。

　涙とかそういう次元ではないほど、彼のローブはびしょ濡れになってしまった。

「くそっ、失敗した！　これは今日のゼミで教える魔法なんだけどね。まあ、いま失敗した分、本番では上手くいくだろう。……いけない、もうこんな時間じゃないか！　ピース、ぼくは自分のゼミに行くよ！」

　そう言って、何事もなかったようにカーライル先生は踵きびすを返した。

「あ、ありがとうございました！　カーライル先生！」

　ピーシアは頭を下げた。顔が熱くて、もう彼をまともに見ていられなくなったのだ。

「ああ、そうだ。ピース、最後に。これを聞くべきかどうか、本当はすごく迷ってるんだけどね。ひょっとすると、君はぼくを軽けい蔑べつするかもしれない。ぼくは本当に君が気がかりだったから、こんなものは君や、君の家族に比べれば本当に些さ細さいな心配事なんだけど……」

　カーライル先生が歯切れ悪くそう言い、ピーシアは少し顔を上げた。

「何ですか？　私、カーライル先生を軽蔑するなんてこと絶対にありません……」

「うん、ありがとう……。それじゃ聞くけど……魔導書は無事かな？　ほら、いまぼくたちのチームが解読を試みている……」

「世界魔法〝星〟のことですか？」

「そうだ。誰かが君の屋敷に忍しのび込んだというのが少し……ほんの少し、気になってね。またチームは、再来週ごろには屋敷にお邪じや魔まさせてもらう予定になっているけれども」

「それなら安心してください。だってカーライル先生とか、この国で本当に優秀な魔法使いの方々が、研究会が終わるたび、屋敷の書庫全体に防ぼう御ぎよ結界を張っているじゃないですか。あの結界に触ふれて無事でいられる生き物なんて……」

　そこまで言って、ピーシアはぴたりと動きを止めた。

「ピース？　どうしたの？」

「すみません、カーライル先生。私、ちょっと用事を思い出しました」

　大おお股またでその場から去り、カーライル先生から見えない位置まで来た瞬間、ピーシアは全力でダッシュした。そしてそれでも気が急せいたので、ついには飛ア行ウ魔エ法スを使う。

　そうだわ！　どうして思い至らなかったの!?

　あの結界に入り込もうとしたのが、生き物じゃなかったらどうするのよ!?

　学園から自宅間の帰宅タイムを大おお幅はばに更こう新しんしたピーシアは、即そく座ざに書庫に入った。そして結界の外から、書庫の中心に置かれた作業台の上にあるはずの魔導書を捜さがす。

　予想は的中していた。ない！　ない、ない、ないないないないないない!!

　ピーシアは青ざめた。世界魔法の魔導書を盗ぬすまれた！
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　バスケスの聖ジョージ勲くん章しようという言葉に、トランは眉まゆをひそめた。

　聖ジョージ勲章と言えば、悪名高いジョージ・テンペスタという魔法使いを崇すう拝はいするカルト教団が、功績ある教徒に対して叙じよ勲くんする勲章のことである。

　竜りゆう殺しのジョージ。災さい厄やくの魔術師。

　一応バスケスが、そんな悪の親玉のような奴やつの崇拝者だったということは知っている。大陸史において輝かがやかしい功績を残した英えい雄ゆう、デニス・バスケス。その晩年は、危険な思想に取り憑つかれていた──彼の国では、かなり有名な話だ。

「しかし、それがライ＝ムラートとどう関係する？」

　トランは訊たずねた。

「聖ジョージが殺した竜は五体いたと言われていマス。それ自体はもちろん比ひ喩ゆ的な表現であって、実際のところは、彼は五つの世界魔法を封ふう印いんしようとしたのデース」

　かつて世界には五つの竜が作り出した〝世界魔法〟という絶対的な魔法があり、この世のバランスを保っていた。そういう神話がある。竜は魔法使いの祖先と信じられていて、いま人間が魔法を使えるのは、身体からだに混じる竜の血のおかげであると。

　そんな神聖な竜に牙きばを剝むいたというのだから、ジョージ・テンペスタなる魔法使いは、よほどの悪党ということになる。

　災厄の魔術師ジョージに封印され、失われた世界魔法の復活はいまも望まれており、多くの魔法使いたちがそれに挑ちよう戦せんしている、という話だ。

　だが、やはりそれは困難極きわまるという。

　まず世界魔法の中には、魔法理論が載のった魔導書自体が失われたものもある。

　また魔導書は残っていても、その理論を理解すること自体が困難であり、さらには、そこに仕し掛かけられたジョージの封印が、解読の邪魔をするというから大変だ。

「世界魔法〝星〟を作った竜の名は、ライノス・ストーメア。くしくも、もうじきこの世界の上空に現れるストーメア流星群と同じ名前デス。というよりも、ストーメア流星群は、ライノス・ストーメアの名を冠かんした流星群だと言った方がいいでショウネ」

「だから、その伝説の竜の残した魔導書が、どうしてライ＝ムラートの屋敷にあるって聞いているんだ」

　いまだ話が見えず、トランはイライラしていた。

「鈍にぶいデスネ、我が主あるじ。名前継けい承しようの儀ぎデスヨ。ライノスは、弟で子しに自分の名前の一部を与えて、それを発展の印としまシタ。そしてライノスは自分の弟子たちに、〝ライ〟の文字を与えたのデス」

「あ……」

　ようやく、合点する。

　ライノス。そして、ライ＝ムラート。

「ライ＝ムラート家は魔法の名家……そしてあの家が名家たりえたのは、竜の名受けの一族だからだってもっぱらの評判だったな。そりゃ、魔導書があっても不思議じゃない」

「我われらが聖ジョージ修道院のメンバーは、竜の残した世界魔法を、この世から完全に抹まつ消しようするために存在しているのデス！　つまり、竜の一派であるライ＝ムラート家は敵！」

「おい、カルト組織。世界魔法っていうのは、ジョージに封印されて新しく唱えることはできなくなったが、いまだにこの世界を守り続けている神聖な魔法だと聞くぞ。そんな魔法を消したら、この世界が成り立たなくなるのではないか」

「こんな世界はなくなった方がいいのデス！　永遠の愛が存在せず、将来を約束した相手のいる女性がほいほい浮うわ気きする世界ナド！　オウ……アリス……」

「私し怨えんではないか」

「人を好きになったことのナイ人間に、ワタシの気持ちはわかりますマイ！　聖ジョージの下には、この世界に絶望した者が集まりマス……まさに、災厄の旗はた頭がしら！　シカシ、あなたもこちら側の人間でショウ、我が主？　人からずっと虐しいたげられてきたあなたナラ、この世界を呪のろったことがあるハズダ！」

「ないな。そんなことは一度もない」

　トランが即答すると、バスケスは意表を突つかれたようだった。

「な、なぜデス？」

「なぜ？　うーん、なぜかな？　深く考えたことはないが、天に向けて唾つばを吐はいても自分に落ちてくるだけだろう」

「あなたの愚おろかさは思っていたよりも深刻なようデスネ……議論をする気が失うせマス」

「それは結構。しかしお前も悠ゆう長ちような奴やつだ。世界魔法を消し去りたいのなら、さっさとこの魔導書を処分してしまえばよかったではないか。それをいままで大事に持っていたのだと言うから、愚かなのはお前の方だ」

「勘かん違ちがいしているようデスネ、我が主。対たい抗こう呪じゆ文もんを考えてみなサイ。魔法を打ち消すためには、まず打ち消そうとする対象の呪文を理解しなければならナイ。『世界魔法』を消す、というのは、魔導書を燃やせばいいなどという簡単な次元の問題ではないのデスヨ」

「へえ、じゃあお前はこれを解読しようとしていたのか？」

「それも無理デス。この魔導書は、聖ジョージによって封印されておりマス。ワタシ程度の魔法使いでは、封印の先に隠かくされた英知に辿たどり着くのは困難デショウ。ワタシが考えていたのは、もっと単純デ、もっと効果的な方法なのデス！」

　ずいっと迫せまってくるバスケスの動きに比例するように、トランは退いた。

「この魔導書を書いたのは、誰だれかわかりマスカ、我が主ヨ？」

「ん？　それはライノス・ストーメアだろう。決まっているではないか」

「ならばこれを霊れい媒ばいにすれば、魔導書を理解している存在を呼び出すことが可能でショウネ？　作った本人。その者が、魔法を知らないわけありませんカラ」

　トランはその言葉を理解するのに、しばらくの時間を要した。

「え、いや、ちょっと待って？」

　慌あわてて言葉を紡つむぐ。

「それってつまり、伝説の竜の一体を死し霊りよう術じゆつで呼び出すってこと？　そんなことが──」

「できマス！　我が主にナラ！　そしてワタシが上う手まいことやって竜を言いくるめマス！　魔法の構造を吐かせれば、あとは用済みボッシュート！　サヨナラサヨナラ、黄よ泉み送り！」

「いやいやいやいや無理無理無理無理。それはやばいって。だって伝説の竜だぞ？　呼び出した途と端たんに殺されるかも……」

「大だい丈じよう夫ぶダア、お前サン！　ワタシはもう、死んでイル……」

「お前はいいかもしれんが、私はどうなるのだ！　か、勝手だぞお！　自分だけ！」

　すると突とつ然ぜんバスケスは握にぎり拳こぶしを作り、トランを殴なぐろうとした。

　咄とつ嗟さに死霊を具現化する力を緩ゆるめ、攻こう撃げきを素す通どおりさせる。

「ホラ！　ネ？　死霊はあなたに危害を加えることなどできないのデス！　安心安全！」

「た、確かに……」

　筋は通っている……？　トランは納なつ得とくしそうになり、ようやくバスケスの都合のいいように話が進んでいることに気がついた。

「いや、よく考えたらそれ、私にメリットがないな」

「ギクッ」

「別に私は世界魔法を抹消したいわけではない。となれば竜を呼ぶ必要がないわけだ。そうだよなあ……？　うん、そうだ！　ああ、危ない危ない。勢いに押されて、まんまと騙だまされるところだった」

「クソッ！　変なところだけ頭が回りヨッテ……」

「何か言ったか？」

「いえ、イエ、何も！」

　バスケスの狙ねらいがわかって、トランは溜ため息いきをついた。彼が妙みような雰ふん囲い気きをだしていたので、ちょっとした何かを期待したものの、結局事態は好転しないではないか。この本は自分にとって邪魔物以外の何物でもない、というスタート地点に舞まい戻もどっただけである。

　ああ、どうしよう？　トランが再び頭を抱かかえたとき、その嵐あらしはやってきた。

「──トラン・スピンタートお!!」

　扉とびらが開け放たれ、鬼おにの形相を浮うかべたピーシア・ライ＝ムラートがそこに現れたのだ。
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「よくも、よくも、よくも！　私を辱はずかしめただけでは飽あき足らず、我がライ＝ムラート一族の家宝まで！　信じられない恥はじ知しらずだわ！　変態！　盗人ぬすつと！　トウヘンボク！　変態！」

　まずい奴が来た、と内心で焦あせったものの、トランは素知らぬ振ふりで仮面のずれを直してから、凜りんとした態度を取った。

「教師に向かって何という言い草だ、ライ＝ムラート。しかも二回も変態と言うな。あと呼び捨てにするな。ちゃんとスピンタート先生と言え」

「なぁにが先生よ！　あんたなんか今日で首よ、首！　……って何よ、この部屋」

　彼女は周りを見み渡わたし、目を瞬またたいた。そこには豪ごう奢しやな家具が所せましと並んでいる。

「あんた、ここで人に魔ま法ほうを教える気あるの？　これ、完全に私物化してるじゃない」

「家具に触さわるなよ！　椅い子すに座ってもいかん！　……これから返品が可能かどうか、業者に問い合わせするところだからな……」

「はあ？」

「こちらの話だ。私はいまから忙いそがしくてな。色々と今後について、思し索さくにふけらなくてはならん！　帰れ！　ほら、はやく帰るのだ！」

「それ」と、ライ＝ムラートは、トランが小こ脇わきに抱える魔導書を指差した。

「返してくれる？　とっても大事なものだから」

　し、しまったああああ！　せめてどこかに隠しておくんだったああああ！

　彼女の屋や敷しきに忍しのび込んだ証しよう拠こをがっちり持ったまま、トランはローブの中で滝たきのような汗あせが噴ふき出すのを感じた。

「こ、これは私のものだぞ。バックパッカー時代に異国で買った魔導書のレプリカだ……」

「しらばっくれても無む駄だよ！　探ト索レ魔ー法ス！」

　彼女は小さな地図を取り出し、何やら魔法を唱えた。すると地図上に青い光が浮かび上がり、少し遅おくれてトランの持つ魔導書の周りにも同じ色の光が灯ともる。

「これ、物にマーキングしておく魔法なの。カーライル先生が、去年考案された魔法よ。凄すごいでしょう？　この魔法は、マーキングしておいた物の場所を地図に表示させることができるのよ！　ほら、光がこの学園地図のどこに灯っているか見なさい！」

「オウ、第十三魔導室デース」

　涙なみだが出るかと思った。

　終わったのである。教職を失うだけではなく、これで自分は社会的にも死亡した。

「あんたが、よりによってその魔導書を持って行ってくれてよかったわ。これが動かぬ証拠になるんだから！　あんたのせいで、私がどんな噂うわさを立てられたか知ってる？　本当は被ひ害がい者しやなのに、ただの目立ちたがり屋だって！　全部あんたが悪いのよ！」

「それはマスコミ側にも問題があるのでは……」

「黙だまりなさい！　あんたの声なんか、聞きたくないわ！」

「我が主よ、絶望しましたカ？　これが理り不ふ尽じんな世界デスヨ……」

　バスケスが、耳元でひそひそと呟つぶやいた。

「も、もとを正せばお前のせいだろうが！」

「かくなる上は、ワタシとともに世界を滅ほろぼすのＤＥＡＴＨ！　世界魔法を抹殺し、この世のバランスを崩ほう壊かいサセル！　そのために、まず竜りゆうを呼びなサイ！」

　竜を呼ぶ。その言葉が、トランの中に一筋の光を灯した。

　絶望し、どうにでもなれと思ったわけではない。終末論者めいた虚きよ無む主義にとらわれたわけでもない。このようなときを迎むかえても、トランは絶望することができなかった。

　その代わりにトランが思いついた策、それは。

「……ライ＝ムラート。私は世界魔法を復元できるぞ」

　──詭き弁べんである！

「はあ？　何をわけのわからないことを……」

　突然の大見栄に、目の前の少女は胡う乱ろん気な表情を浮かべた。

　トランはコツコツと踵かかとを鳴らし、部屋を歩いた。この際、雰囲気を大切にしたい。

「……世界魔法は、いま色々な国が血ち眼まなこになって復元を試みている神秘だ。この国でも、この世界魔法〝星〟の解読は進められているのではないか？」

「そ、それはそうだけど」

　適当に言っただけだが、少女には心当たりがあるらしい。まあ世界魔法ほどになれば、国が対策チームを用意していても不思議はない。

「私は現状を憂うれえている……世界魔法を取り戻すことのできない世の魔法使いたちの不ふ甲が斐いなさにだ。他ほかの魔法使いに任せていては、どれだけの月日が流れても人々が英知に辿り着くことはない。だから！　そう、だからだ！　私は確かにお前の屋敷に侵しん入にゆうした！　認めよう！　この魔導書は、確かにお前の屋敷にあったものだ！」

「……で、私の裸はだかも見たわよね」

「私は、自分の力でみなに英知を取り戻してやりたかったのだ！」

　あえて都合の悪い部分は無視し、トランは強きよう硬こうに主張し続けた。

「私にならできる！　いや、私にしかできない！　世界魔法が人々の手に戻ったとき、人々は私を責めるだろうか!?　いや、そんなことはないはずだ！　私の名前は小さな犯罪者としてではなく、世界魔法を取り戻した英えい雄ゆうとして知れ渡る！　これまでの英雄はなぜ英雄たりえたか!?　それは歴史が彼らを英雄にしたからだ！　彼らは戦争で人を殺したこともある！　それは褒ほめられる行こう為いだろうか!?　いや、違うはずだ！　だが、勝利こそが歴史で取り上げられるべき事象だったのだ！　私も同じだ！　認めよう、ピーシア・ライ＝ムラート！　私は確かにお前の屋敷からこの本を───借りた！」

「最後に日ひ和よりまシタネ……」

「そこまでいったらもう『略りやく奪だつした！』とかのほうがよかったと思うわ……」

「き、聞け！　私の死霊術なら、ライノス・ストーメアの死霊を呼び出すことができる！　私はそのためにこの本が必要だった！　私はそうやって世界魔法の秘密を知るつもりだが、お前にとって、それはもっと大きな意味があるのではないか!?」

「え……ら、ライノス・ストーメアさまを……」

「そうだ！　お前の祖先と言ってもいいストーメアをだ！　世界を守る魔法を作り出した伝説の竜に、会う機会を与あたえてやろうではないか！　私になら、それができる！」

「そ、そんなことできるわけないじゃない！　あんたなんかに！」

　いいぞお！　乗ってきた！

　チラリと横を見ると、バスケスがにやにやと笑っていた。目的がどうあれ、いまトランが竜を呼び出す方向に舵かじを切っているからだろう。

　くそっ！　もとはといえば全部こいつのせいだってのに！

　トランは必死に頭をクールダウンさせ、すっと仮面に手をやった。

「できないと思うかね？　私に？」

「う……」

　ライ＝ムラートはすでに、この雰囲気に吞のまれていた。こいつ意外とちょろいな。

「他の人間が言うならわかる。『あいつは詐さ欺ぎ師しだ。死霊など呼べっこない』……だが、君に言われるのは心外だな。私は知っているんだぞ、え？　ピーシア・ライ＝ムラート……君は死し霊りようを認にん識しきできるな？　私が連れているこのバスケスを」

「そうですネエ。このお嬢じようサンは、彼女の屋敷の脱だつ衣い所じよでもワタシを見て、おこでシタ」

「おこ？」

「怒いかりを向けてきまシタ」

　何だよそのくだけた表現。いま大事な話してるんだけど。

「……まあいい。特別サービスだ、ピーシア・ライ＝ムラート。いまはちょうどゼミが行われている時間帯であり、君は私のテストを合格した生徒だ。私の授業を受講する資格がある。だからそこで見ていたまえ……私の死霊術をな」

「な、何を勝手なこと言ってるのよ！　私はあんたのゼミになんか興味ないんだから！　私はカーライル先生のゼミに入るって決めているの！」

「それは君がまだ死霊術を知らないからだ」

　言いながら、トランは魔ま法ほう陣じんを展開した。

「……彼かの世の霊れいよ！　この魔導書を霊れい媒ばいとし、現世に現前せよ！　召霊魔法ゲイト！」

　ふっと体感気温が下がり、辺りに霧きりが漂ただよい始める。天につるすシャンデリアの光が消え、部屋には夜のような暗くら闇やみが訪おとずれた。霧は一点に集中していき、何かのかたちを作り出す。

「こ、これが伝説の竜……世界魔法〝星〟を作り出したライノス・ストーメアさま……!!」

　ライ＝ムラートの声に応こたえるように、それはぱちりと瞳ひとみを開いた。

　そして部屋をぐるりと見回してから、一言呟いた。

「……ああ、よう寝ねたわ」
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　しかし、それは竜と呼ぶにはあまりに不格好だった。頭が大きく、大体三等身から四等身くらいしかない。全長は人間より少し小さいくらいだ。

　そしていまも世界に飛び回る、恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとしての竜の身体からだが備えているような鋭えい角かくなフォルムではなく、何というか全体的に丸い。一言で言うと、小さなカバのような姿だった。人間の中年太りのように腹が出ていて、何だかだらしない生き物にも見える。

「おい、自分！」

　竜（？）は突とつ然ぜん、トランの方を見て大声を出した。

　自分？　どういう意味だ？　自分って、自分のことじゃないのか？

「自分言うたら、お前のことやろが！　返事ぐらいせえや！　おい、自分！」

「わ、私か……？」

「決まってるがな！　自分がワシを呼び出したんか？」

「そうだが……」

「おおきに！」

　それだけ言うと、竜はごろんと横になり、ぐうぐうといびきをかき始めた。

　休日のおっさんのようなその仕草には、はっきり言って威い厳げんの欠片かけらもない。

「は？　何だこいつは……術が失敗したのか」

　バスケスとライ＝ムラートの方を覗うかがうと、二人は戦せん慄りつした表情を浮うかべている。

「こ、この訛なまり、独特なイントネーションは……間ま違ちがいナク古代竜語！　交こう渉しようのために、古代竜語を学ばなくテハ！　じ、時間がありまヘンナ！　目指せ、トリリンガルやネン！」

「た、たったたた大変だわ！　私、ライノスさまにお会いできたっていうのに、何の供く物もつも用意してないなんて！　ふ、服も正装じゃないし！　ねえ、トラン・スピンタート！　ちょっとここであの方の相手をしておいて！　私、相応ふさわしい用意をしてくるわ！　いい？　絶対に、ぜっっっったいに、失礼のないようにしといてよね！」

　それだけ言い残し、二人は脱だつ兎との如ごとく走り去って行った。
















「……まじか」

　残されたトランが茫ぼう然ぜんとしたまま竜を見やると、その余りに威厳のない生物は突然、尻しりから「……プゥ」と屁へをこいた。それからゆっくり二足で立ち上がると、腕うでをさすりさすり「あかん、冷えるわぁ」などと言いながら、天てん蓋がい付きのベッドに潜もぐり込み──

「……プゥ」

「おい！」

　トランは大おお股またで近寄ると、竜から掛かけ布ぶ団とんをはぎ取った。

「これは私のベッドだ！　勝手に寝るな！　しかもいまは返へん却きやくを考えているから、なおさら使用するんじゃない！　もう一つ、人の寝ね床どこで屁をこくな！」

「え、え、ちょ、何なん？」

「何なん、ではない！　お前こそ何だ！　お前、本当に伝説の竜ライノス・ストーメアか!?」

「何やねん、自分……。ちゃうよ。何言ってるんや。ワシあんな不細工ちゃうやろ」

「はあ……？」

　返ってきた言葉を聞いて、トランは一いつ瞬しゆんで脱だつ力りよくするはめになった。

「ら、ライノス・ストーメアではない？」

「そらそうよ。自分、何でワシをストーメアやと思ったんや？」

「何でって……あの魔導書から……」

「ああ、ちょお待って！」

　説明しようとするトランを、竜が遮さえぎる。そして、大きな欠伸あくびを一つ。

「……自分、いくつや？」

「え？　二は十た歳ちだが」

「ほう……？　で、自分から見てワシはいくつに見える？」

「いくつって……」

　知らねえよ、竜の年ねん齢れいなんて。でも中年太りな体型だから、人間なら三～四十くらいか？

「二～三十くらいか？」

　ちょっとサバを読んでやるあたり、自分は大人だとトランは思う。誰だれしも、少し若く言われた方が嬉うれしいものだ。

「アホか！　その十倍以上は生きとるわ！」

　しかし、竜はトランの気づかいを一いつ笑しように付した。思わず、むっとする。

「生きているって……お前は死んでいるではないか。死霊なのだからな」

「細かいことぬかすやっちゃなあ！　自分、彼女おらんやろ？」

「そ、そんなことはいま関係ないだろう！」

「まあ、まあ、せやな。ワシも、そないなことを言いたいわけやないねん。自分な、自分の年齢は二十で、ワシのんはそれより上や思うとったやろ？　それだけで十分やねん。ワシの言いたいこと、もうわかるやろ？」

「はあ？　何を……？」

「目上のもんには、敬語使わなあかんのちゃう？」

　冷たい空気が流れた。

　トランは無言で拳こぶしを固めると、それをそのまま竜りゆうの頭に振ふり下ろした。

「いったああ！　何すんねん！　いま目上のもんを敬えって言ったとこやろうが！　自分、あれか!?　不良か!?　斜しやに構えてた方がかっこええとか思うタイプやろ！」

「やかましい！　余計な話をするな！　まず私の質問に答えろ！　どうしてライノス・ストーメアの書き記した魔導書を霊媒にしたのに、ストーメアではなくお前のような出来そこないの竜が出てくるのだ！」

「で、出来そこないって、それひどいんちゃう？　自分あれやで？　デリで好みの娘こ引けへんかったからって拗すねてるガキと一いつ緒しよやで？」

　トランがもう一度拳を作ると、竜は慌あわてて言い繕つくろった。

「ちょっと待ってえや！　『ライノス・ストーメアの書き記した魔導書』……そこがもう間違いなんやって！　それ本物の魔導書ちゃうで！」

「……へ？」

「ワシが本物の魔導書を盗ぬすみ出すために作り出した複製品やがな！　で、本物とすり替かえておいたんや！　本物はどえらい価値があるって話やったからな、ワシ、狙ねらっとってん」

　竜の言葉がトランの中に落ちてくるまで、少し時間が必要だった。

「待て待て待て……え、何？　これが偽にせ物ものだと？」

「せや。ばっちりバッタもんやで」

「……ってことはライ＝ムラート家はずっと、偽物の魔導書を本物だと思って大事に保管していたってことか？」

「そんなことは知らんがな！　でもええ出来やろ？　ワシの全ぜん盛せい期きには、もうライノス・ストーメアは随ずい分ぶんと過去の人になっとったから、本物の魔導書自体もそらヨレヨレやった。その古びを出すのに苦労したんやで。一流の職人を雇やとってなあ」

　この竜が作った贋がん作さくの魔導書。

　そんなものを霊媒にすれば、こいつが呼ばれるに決まっている。

　トランは腕を組み、「……面めん倒どうなことになったな」と、ぽつり呟つぶやいた。

　ライ＝ムラートは、どうやらこいつをライノス・ストーメアだと思い込んだらしい。そしてトランも大見栄を切ってしまった以上、こいつがライノス・ストーメアでないと困る。

　これはまだ希望的観測に過ぎないものの、ライ＝ムラートの先ほどの興奮した様子を見る限り、ひょっとすると彼女は、屋や敷しきの一件を不問にしてくれる可能性だってある。なにせ、トランが魔導書を手に入れなければ伝説の竜を呼ぶことはできなかったのだから。

　しかしこいつがライノス・ストーメアではないと知った瞬間、彼女は手の平を返して再びトランの糾きゆう弾だんを開始するだろう。

　いまのトランの社会的生命は、彼女に握にぎられていると言っても過言ではない。彼女の手心一つで、トランはいまの学園生活を続けていられるか、それとも監かん獄ごくに放ほうり込まれるかが決定するのだ。トランは、よし、と決断した。

「おい、竜。お前の名前は何と言う？」

「ワシか？　ヨルや。ええ名前やろ？」

「よし、ヨル。お前は今日からヨルではない。ライノス・ストーメアと名乗れ」

「はああああ!?　ちょっと待てや！　そんなん横暴やろ！」

　トランは、不満そうな表情を浮かべるヨルの耳元に顔を近付けた。

「いいか、ヨル。お前の生きていた時代は知らんが、いまの時代、ライノス・ストーメアの名前は高く評価されている。伝説の竜の一体というくらいだからな。本名を名乗るより、良い目を見られるぞ。その証しよう拠こにライノスを崇すう拝はいする一族の娘むすめが、いまライノスだと思い込んだお前のために、ご馳ち走そうを持ってくるところだ」

　こいつは元コソ泥どろだ。正義感や倫りん理りうんぬんよりも、こういう物質的な要求の方を重視するに違いない。

「どうだ？　お前にとっても悪くない話だろう？」

「自分、ワシを馬ば鹿かにしとんのか……」

　首しゆ肯こうすると確信していた竜がドスの利きいた声を出し、トランはうろたえた。まさかこいつ、そんなに自分の名前にこだわりを──

「自分、誰に口利いてると思っとるんや!?　天下のライノス・ストーメアさまやぞ！　敬語使わんかい！　酒持ってこんかい！　余興で踊おどらんかい！」

　一瞬でライノス・ストーメアの皮を被かぶった肥満体型の竜は、短い脚あしでトランに何度もローキックをかましてきた。

「……お前のような単純な奴やつが死し霊りようとして呼ばれてよかったよ」

　言いながら、トランは内心でほくそ笑えんでいた。

　まずはこいつをライノスに仕立て上げ、時間を稼かせぐのだ。そして魔ま導どう書しよの贋作をライ＝ムラートの書庫に戻もどし、ほとぼりが冷めたころに竜が偽者だと明かしてやればいい。

　そうなってからピーシア・ライ＝ムラートが騒さわいだところで、あまりに時間が経たっていれば捜そう査さ当局も本ほん腰ごしを入れないはず。きっとまた、彼女が目立ちたいがために噓うそを言っているという噂うわさも立つだろう。そのときトランはそれに便乗して、自分こそが冤えん罪ざいの被ひ害がい者しやだという顔をしていればいい。完かん璧ぺきだ！　この計画に穴はない！

「おい、ヨル」

「何や？　ワシ、ヨル！」

「馬鹿者！　お前はライノスだと言っているだろうが！　もう自分の名前など忘れろ！　絶対に反応するなよ！」

　穴があるとするなら、この竜があまりにも間ま抜ぬけそうだということくらいだ。だが、ピーシア・ライ＝ムラートがいる間だけ誤ご魔ま化かせれば問題ない。どうやら、いまのところ他ほかに死霊を見ることができる者はいないようだし……。

　そんなことを考えていたとき、部屋の扉とびらをノックする音が響ひびいた。
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「どうぞ。鍵かぎは開いておりますが」

「失礼いたします」

　扉を開いて現れたのは、ハッと息を吞のむほどの美少女。

　赤く艶つややかな髪かみが腰まで伸のび、白いドレスによく映はえている。惚ほれ惚ぼれするような高潔な姿に、トランはなぜか元同級生のパーレイア・ライ＝ムラートを重ね合わせた。

　そうだ、彼女もこんな雰ふん囲い気きを纏まとっていた。そこにいるだけで、周りの注意をひきつけてしまう魔法のような魅み力りよく。この少女と同じような、綺き麗れいな赤髪で……。

　と、そこまで考えて、よくよく少女の顔を見つめる。

「え、ピーシア・ライ＝ムラート……？」

　雰囲気が変わったせいで気付かなかったが、その可か憐れんな少女の目鼻立ちは先ほどこの部屋から大慌てで去って行ったピーシア・ライ＝ムラートのものだ。

「ライノスさま！」

　ライ＝ムラートはトランを無視して部屋を横切り、巨きよ大だいな起き上がりこぼしとスパーリングをする竜の前まで進むと、スカートを軽く持ち上げ、礼れい儀ぎ正しくお辞儀した。

「ライ＝ムラート家の子女、ピーシア・ライ＝ムラートでございます。ライノスさまが目をかけて下さり、お名前を授さずけて下さった一族の末まつ裔えいでございます」

　彼女の喜びようは、彼女自身の身体からだを越こえて喜びが発生しているのではないかと思えるほどだった。辺り一面に、ウキウキが漂ただよっている。

「ライノスさま、いまのそれは何をされていたのでしょうか？」

「ちょっと運動をな。早くも結果にコミットしそうやで」

　偽ライノス──ヨルは、突つき出た腹をポンと叩たたく。

　そして当然という顔で、この部屋で一番高価な椅い子すにドカリと腰かける。

「あ、お前その椅子は……!!」

「何や？　文句あんのか？」

「い、いや……」

　ヨルはニヤリと笑う。その悪意に満ち満ちた目は、「ライノスになれ言うたんは自分やでえ！」と言わんばかりに輝かがやいている。

　イラッとしたトランは、正装の少女に言葉をかける振りをして、ヨルに釘くぎを刺さしておこうと思った。

「いいかね？　ライ＝ムラート。たとえ、どれほどの死霊を呼び出したとしても、死霊術師と死霊の関係は常に一定だ。死霊術師が上に立ち、死霊を従属させる。決して死霊の勝手にさせてはならん。生意気を言った場合には、罰ばつも視野に入れねばならんのだ」

　拳げん骨こつを作ってヨルに近寄ろうとする。

　しかし、ライ＝ムラートに逆の手を摑つかまれて止められた。

「……ダメよ」

「はい？」

「そのお方に手を上げることは許さないわ。たとえ、死霊術にどんな伝統があってもよ。いい？　トラン・スピンタート。私はあんたをいますぐ捜査当局に突き出すことだってできるんだから」

　殺意に満ちた目。こんな目ができる少女を見たことがないトランは、震ふるえ上がった。

　しかしよくよく考えてみると、「いますぐ捜査当局に突き出すことだってできる」という彼女の言葉からは、「何か事を起こさない限り突き出さない」という解かい釈しやくもできるのではないか？

「おやおや、考えが変わったのかね？」

　平静を装よそおって聞く。

「え？」

「私を即そく座ざに監獄に入れてやると息巻いていたではないか。私は一向に構わんぞ？　だがその場合、お前の崇拝するその竜りゆうの住すみ処かも塀へいの内側になるが……」

「あんたね！」

　と、少女はかたちのいい眉まゆを吊つり上げた。

「ちょっとだけ……本当にちょっとだけだけど、あんたのこと見直そうと思ってたのに！　ライノス・ストーメアさまの死霊を呼び出せるほどの魔法使いが、落ちこぼれのはずがないって！　でも、やっぱりダメ！　実力云うん々ぬんの問題じゃなくて、人格が最低！　おいたわしいのはライノスさまだわ……こんな下げ劣れつな人間に召しよう喚かんされるなんて……」

　そいつも大たい概がい、下劣だけどね。ライノスの魔導書をパクッた奴なんだから。

「でも安心してください、ライノスさま！　私があなたさまを守って差し上げます！　きっとあの男は、あなたに無理な注文ばかりをつけるに決まっています。でも、私はあの男の弱みを握っていますから、勝手になんてさせません！」

「え？　え？　ちょっとお嬢じようちゃん、事情がよく吞み込まれへんねんけど……」

「私がライノスさまのお世話をいたします。いいえ、させてください！　ライ＝ムラート家の子女として、これほど名めい誉よな仕事はありませんから！　きっと天が私に死霊を見る力を与あたえて下さったのは、今日という日のためだったんだわ。困ったことがあったら、何でもおっしゃってくださいね」

　そう言って、少女はにっこりと笑った。

「えっと……自分、ピーシアやっけ？」

「ピースって呼んでください。友だちはみんなそう呼ぶんです……ああ！　嫌いやだわ、私！　ライノスさまに向かって友だちだなんて！」

「いや、それは構へんよ。ほな、ピース」

「はい、何でしょうか、ライノスさま！」

　少女は飼い主を慕したう子犬のように、竜をうっとり見つめている。

「とりあえず、服を脱ぬいでもらおか」

　冷たい空気が流れた。少女は目をぱちくりさせ、

「……はい？」

「こ、古代竜語の勉強が、たたた足りておらんようだな、ライ＝ムラート！　フッコヌーデというのは、魔法の習熟度を見せよという意味だ！　ライノスはお前に備わった魔法の才を見てとり、それがどれほど力へと活いかされているかを確かく認にんしたいと言っているのだ！」

「は？　何言うとんねん。ワシは単に若いおねーちゃんの裸はだかを──」

「よおおおおし！　ライノス、他の人間の魔法を見る前に、お前の作った世界魔法とやらの秘密を教えてもらおうじゃないかああああ！　私がお前を呼んだのはそのためなんだからなああああ！　だが、その前にいいいいい！」

　叫さけびながら、トランは美しく着き飾かざった少女の手を取り、大おお股またで第十三魔導室から出た。

「い、痛い！　何するのよ！」

「今日はもう帰れ！　ゼミの時間は終わった！」

「何言ってるのよ！　ゼミなんて受講してない！　それに私の話、聞いてなかったの？　私はあんたの横暴から、あの方をお守りするの！」

「横暴などしない！　神に誓ちかってな！　いいから帰れ！　これはお前のためでもある！」

「はあ？　適当なこと言わないで！　どうして私のためになるのよ！」

　トランは頭を抱かかえたくなった。あの竜は色々やばい気がする。何というか、ためらいなく春を買いそうというか。そんな奴やつの言うことを聞いていれば、この少女の貞てい操そうは一いつ瞬しゆんにして失われてしまうだろう。大体ほぼ初対面の女の子に、服を脱げなんて言うか？

　トランは怒いかり心頭といった様子の少女を、じっと見つめた。

　俺はこの少女のためと思ってやっているのに、どうしてその本人から責められなければならないんだ？　くそっ！

「……つまりだな、ライ＝ムラート」

　トランは意を決して、ほら話を捻ひねり出した。

「ライノスは目覚めたばかりで、まだ完全に記き憶おくを取り戻していないのだ。おそらく、ライ＝ムラートの一族のこともまだ思い出していないだろう。だから君に対する親愛の念もなければ、君に世話をされたいとも思っていない。自分の身に置き換かえてみろ。君は見ず知らずの人間にいきなり身の回りの世話を焼くと言われて、気持ちのいい思いをするか？」

「そ、それは、そうだけど……」

　少女は急に勢いを失った。

　シュンと意い気き消しよう沈ちんして俯うつむき、あろうことか目に涙なみだまで浮うかべ始める。

「じゃあ、私、迷めい惑わくだったってこと……？　ライノスさまに、嫌きらわれて……」

「そ、そういうことでもない！　とにかく彼はまだわけがわかっていないのだ！　どの時代に目覚めたのかも理解しておらんのだからな。こういうのは、死し霊りよう術じゆつ師しと死霊が語り合い、少しずつ状じよう況きようの把は握あくが進んでいくもの。だから、今日は帰れ。私の方から君や君の家のことは伝えておく。この時代まで魔導書を守り抜いてきた、誇ほこり高い一族だとな。まあ、見えない侵しん入にゆう者には対応できなかったようだが」

「一言多いのよ」

　ぐずつきながらも、少女はトランの皮肉に負けん気を返した。そして、ぽつりと付け加える。「……わかった、今日は帰る」

「そうか、なら早く帰れ。ここは危険だ！」

「明日は来てもいい……？」

「え、明日？」

　とりあえず今日追い返そうとしていただけで、そんなところまで考えていなかった。そりゃあ明日もダメだった。

「いや……君は、カーライルのゼミに入るんだろう？」

「当たり前でしょ！　でもいまは仮受講の時期だから、どんなゼミに顔を出してもいいの。こ、光栄に思うことね。学年首席の私が、一度でもゼミに参加してあげるんだから……」

　思わぬ方向に話が転がり、トランは酷ひどく動どう揺ようした。

　ピーシア・ライ＝ムラートが俺のゼミに来るだと？　それは喜んでいいのか？

　仮とはいえ、ゼミに受講者を迎むかえるのはありがたい。これで、教師の中で肩かた身みの狭せまい思いをしなくて済むからだ。しかし、こんな生意気な生徒とマンツーマンはご免めんだった。

　じっと黙だまったままのトランを見て何か勘かん違ちがいしたのか、少女はぽつりと呟つぶやいた。

「……だからひとまずだけど、あんたの罪を保留にしておいてあげる」

「何だと……？」

「だから、私の家に入ってやった諸もろ々もろのことを、少しの間だけ不問にしてあげるって言ってるの！　あ、あんたが本を持って行ったおかげでライノスさまにお会いできたのは事実なんだし……」

　あいつ、ライノス・ストーメアじゃないけどね。

「それに、男の人が野心を抱いだく気持ちだってわかる。カーライル先生だって世界魔ま法ほうを復活させたいって必死になってて、そういうのってやっぱり傍はたから見ててもかっこいいなって思うもん。ああ、違う！　あ、あんたをかっこいいって言ってるんじゃないのよ！　あんたのやり方を肯こう定ていするわけじゃないんだから！　人の屋や敷しきに忍しのび込むなんて！　だいたいあんたは性格もねじ曲がってるし、人の裸を見て馬ば鹿かにするし……でも、そういう何が何でも一旗揚あげてやろうって気持ちだけは、理解できなくないってこと……」

　もじもじ言う彼女は、トランに向かってというより自分に言い聞かせているようだった。

「許したわけじゃないのよ！　あくまで、保留なんだから！」

「君にも、中々可愛かわいいところもあるではないか」

「は、はあ!?　な、なに馬鹿なこと言ってんのよ！　私は、ライノスさまがあんたに連れられて監かん獄ごくで生活するようになったら、ライノスさまと、ひいてはライ＝ムラート家の名折れになるって言ってるの！　あんたも自分でさっきそう言ってたじゃない！」

「そうだな、その通りだ。だが一応、感謝しておこう。ピーシア・ライ＝ムラート」

　よっしゃああああ！　狙ねらい通りじゃねえかああああ！　トランが小こ躍おどりしそうになるのを必死に抑おさえながら言うと、少女は気まずそうに赤面した。

「ばか！　あんたに感謝なんかされても嬉うれしくない！　いい？　私があんたの弱みを握ってることを忘れないでね！　くれぐれも、ライノスさまを丁てい重ちように扱あつかうこと！　わかった？」

「わかった。約束しよう」

　ふん、と鼻息荒あらく去っていく少女の後ろ姿を見つめながら、トランは久方ぶりに生き返った気持ちになっていた。助かったああ……!!

　トランがさらに彼女を見直すのは、それからしばらく経たってのこと。

　第十三魔導室に、高級料理のコースが続々と届けられたのだ。彼女は自分も一いつ緒しよに食事を取るつもりだったのだろう、料理はしっかりと三人分用意されていた。

　彼女自身の分、ライノスの分、そして──最後はトランの分で間違いなかった。
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　翌日、トランは晴れやかな気持ちで朝を迎えた。

　色々と心配はあったものの、やはり教師として役割を持つことができるというのはいい。

　何よりも、学長に対して自信満々な態度を取れたのがよかった。世間で出回っている噂うわさはまったくのデマカセであり、自分は神に誓って潔白だと訴うつたえたのだ。

　さらにトランは、死霊術をこの学園に迎え入れた学長の先見性を褒ほめ称たたえ、彼の自尊心をくすぐっておくことも忘れなかった。これが処世術というものである。

「君に言われるまでもないよ。わしは置物の学長ではない。どの教師を採用し、どの学問が生徒たちの役に立つか、全すべてわかっている。君はその中でもわしのお気に入りだ。うん、そうとも。君を取りたてたのはわしだからな。そうだろう、トラン」

「おっしゃる通りです」

「ここだけの話、わしは君のような雑草根こん性じようを持った奴が好きなんだ！　逆にカーライルのような奴は好かん！　顔がよくて、生徒に人気があるだけではないか。あと、少しばかり魔法の開発が上う手まいだけだ」

　学長の奥さんは、若い天才魔法使いに熱を上げているともっぱらの噂だった。

　トランは自分よりも二学年上のカーライルの名前を、学生時代から聞き及およんでいた。新しい魔法を次々と生み出す天才。パーレイア・ライ＝ムラートが魔法を使う天才なら、トマス・カーライルは魔法を作る天才だった。

　ハンサムで、おまけに浮いた話がほとんどない。女性が放ほうっておかないのもよくわかる。

「奴は典型的なリア充じゆうというやつですからな。実を言うと、私も彼が嫌いですよ」

　別にトランはカーライルに対して思うところはない。ただ、学長が向いた方向と同じ方向を向いておくのは大事だと判断したのだ。これが処世術というものである。

「そうだろう、そうだろう。君はそうだと思っておったよ。話がわかるじゃないか。どうだね？　ローンをこさえて家具を揃そろえるくらいだ。懐ふところも寂さびしいだろう。わしも新任のころはそうだった。今日あたり、一緒に飲みにでも行かないかね？　奢おごってやろうじゃないか」

「学長先生さまの誘さそいとあれば、是ぜ非ひ──」

　と言ったところで、トランは今日の放課後、予定があるのを思い出した。

「──と、言いたいのは山々なのですが、実は今日はゼミに受講希望者がくる予定でしてな。教職者たるもの、職務に忠実であるべきだと思いますので……」

「ほう、それはめでたいじゃないか！　いや、わしは君ならやると思っておったよ！　わしの特にお気に入りの君ならな！　それで、その生徒というのは誰だれだね？」

「ピーシア・ライ＝ムラートですよ」

　トランがさり気なさを装よそおって言ったその名前は、狙い通りの効果を及ぼした。

「……ピース？　ピースが君のゼミに？」

「そうです。学年首席のピーシア・ライ＝ムラートです。彼女は新学期が始まってからどのゼミにも顔を出していません。初めて受講するゼミが、私の死霊術講座なのですよ」

「……これは事件だ」

「学長、他ほかの教師にこの件は内密にお願いいたします。彼女を自分のゼミに迎え入れようと躍やつ起きになっている者も多いですから、私が嫉しつ妬とで殺されてしまいますよ！」

「もちろん、そうだ！　この件は、わしと君だけの秘密だ。ともかくトラン、しっかりやれよ！　ああ、そうだ。わしはこの後、少し予定があってな。失礼するとしよう……」

　そう言って、学長はいそいそと速足で遠ざかっていく。彼の様子を見る限り、トランのゼミが学年首席の興味を引いたという事実は、瞬またたく間に学園中に広がることだろう。

　トランは仮面の下でほくそ笑えんだ。

　苦あれば楽ありだな！　これからは俺の時代だ！　昨晩トランはピーシア・ライ＝ムラートを利用して、自分の名前を売ることを思いついたのだった。

　彼女はおそらく、今日以降トランのゼミに顔を出すことはないだろう。そもそも、彼女のような生意気な生徒はこちらから願い下げだった。

　ただ、この機会を最大限に利用できればそれでいい。教師の評価は生徒が作る。飛びきり成績優ゆう秀しゆうなライ＝ムラートは、売名に打ってつけの人材なのだった。

　その結果、周りに歩調を合わせているだけで、本当は死霊を見ることができていた生徒も自分のゼミにやってくるかもしれない。それこそが、トランの望んでいたことだった。




　そして放課後。第十三魔導室に現れた少女の姿に、またトランは驚おどろかされた。昨日のようなかっちりしたドレス姿ではなかったものの、良家の子女がする最大限のおめかしといった格好。一言で言うと、とても可愛らしい。

　部屋の前を横切る生徒たちの中には、あまりに可か憐れんなその姿を見るや、立ち止まって感かん嘆たんする者もいるほどだった。

「……制服はどうしたのだ、ライ＝ムラート？」

　トランは訊たずねた。

「更こう衣い室に置いてるわ。ライノスさまにお会いするのに、きちんとした格好をしないと恥はずかしいもの。あと、そのライ＝ムラートって呼び方やめてくれる？」

「はあ？　それでは何と呼べば……」

「ピーシアよ。この学園では、ライ＝ムラートって言えばお姉ちゃんのことなの。喧けん嘩かを売る人間くらいよ、私を姓せいで呼ぶのは。『やあ、ライ＝ムラート！　……あれ、違った。もう一人の冴さえない方か！』ってね。それだけお姉ちゃんの影えい響きようは凄すごいの。本当はピーシアより、ピースって愛あい称しようの方がいいけど、あんたには呼ばせてあーげない」

　そう言って、少女──ピーシアはべっと舌を出す。

　子どもっぽい仕草ときちんとした格好が釣つり合っておらず、トランは何だかどぎまぎしてしまった。心中を悟さとられないように、咳せき払ばらいを一つ。

「……なら、君のことはピーシアと呼ぼう。君の方は、私のことをきちんとスピンタート先生と呼ぶように」

「嫌いやよ！　あんたなんか、あんたで十分！」

　一いつ瞬しゆんでも、こいつを可愛いと思った自分が馬鹿だった。

「……こいつを渡わたしておく。一応な」

「なに、これ？」

　トランが懐から取り出したのは、黒いカメオだった。ラプランドでは死し霊りよう術じゆつ師しが弟で子しを取る際、師し匠しようがその弟子にカメオを渡す文化がある。それを真ま似ねしてみようと思ったのだ。

　これはピーシアにとって仮受講であり、師匠と弟子の関係などないとはいえ、トランも格好を付けてみたかったのである。というより、業者に頼たのんで同じカメオを五百個も作らせたため、誰かに貰もらってもらわなければ場所を取るだけになってしまう。

「受講証のようなものだ。安物だからな、必要なかったら後で捨てろ」

「ふーん、まあいいわ」

　ピーシアはそれの表面を指で数回こすってから、ポケットに入れた。

「ところで……その……ピーシア？　……ずっと気になってるんだが」

　そのときになって、トランはようやくそれにちらりと目をやって、おずおずと口を開いた。どういう意味を持つものなのかさっぱりわからなかったので、どのタイミングで切り出せばいいかわからなかったからだ。

「……その子は誰だ？　いや、何だ……？」

　てっきり一人で来ると思っていたピーシアは、自分の他にもう一人別の生徒を連れて来ていたのだ。いや、ここまではいい。問題は、そのもう一人のしている格好である。

「友だちのフェリシス・シャルマンよ。死霊が見えるって噓うそ吐ついた子、覚えてない？」
















「と、友だち？　とてもそうは見えんが……」

　トランは引きつった笑みを浮うかべた。というのも、フェリシス・シャルマンは猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、縄なわで胴どうをぐるぐるに縛しばられた状態でピーシアの横に立っているからだ。一いつ緒しよに来た、というよりは、強制連行されたと言った方が正しいだろう。彼女はもがもが、とずっと何かを言いたそうにしている。

　事情のわからないトランを置いてけぼりのまま、ピーシアはシャルマンににっこりと微笑ほほえみかけた。

「そう言えば、フェリシス。あんたには悪霊が憑ついてるんだったわね？」

「も、もがが……？　もがーがもががもが……」

「その悪霊に魔ま法ほうを邪じや魔まされていると。それは、決して魔法を勉強したくない言い訳じゃないのよね？　脳内設定とかじゃなくて、本当の本当なのよね？」

「おい、話が見えんぞ。どういうことだ」

　ピーシアは酷こく薄はくな笑みを浮かべ、その女子生徒のことを語った。度の過ぎた落ちこぼれであり、落第の憂うき目から救うために、自分がコーチを買って出ているということ。にもかかわらず、あの手この手で言い訳をでっちあげては魔法の勉強から逃にげようとする根性無しであること。

「……いい機会だと思ったのよ。私がこのゼミに顔を出すのも何かの縁えんだわ。あんたは死霊術の教師で、死霊のことに詳くわしいでしょ？　でもどうやらフェリシスは悪霊に取り憑かれてしまっているそうじゃない！　その霊れいを除霊してあげて欲しいの──これ以上魔法の勉強を妨さまたげられないようにね！」

　そう言いながらも、少女の顔には、悪霊など噓っぱちだと言わんばかりの不信感がありありと浮かんでいた。

「お、お前……っていうか、お前の一族は、本当にお節せつ介かいな奴らだな……」

　彼女の姉パーレイアも、よく落ちこぼれのトランを捕つかまえては、半ば強ごう引いんに魔法の鍛たん錬れんに付き合わせようとしたものだった。

「あー、嫌なこと思い出した。他人の成績なんて、普ふ通つうどうでもいいだろ……」

「何か言った!?」

「い、いや、何も……」

　そのとき、ようやく猿轡を外されたシャルマンが、懇こん願がんするように言い募つのった。

「す、スピンタート先生！　助けて下さい！　私はこの悪魔に追われ、最近では夜も眠ねむれない始末なんです！　ストレスフル！」

「怖こわいわねー、うん。悪霊、怖いわ」

　軽けい蔑べつした眼まな差ざしのまま、うんうんと頷うなずくピーシア。

「おい、シャルマン。君がいま言った『悪魔』というのは、どっちを指している？　悪霊のことか？　それとも、この発育不足の跳はねっ返りのことかね？」

「強しいて言えば後者です！」

「はあ!?」

　突とつ然ぜん、目じりを吊つり上げるピーシア。

「だったら、私の出る幕ではないな。そういうことは、自分たちでなんとかしたまえ」

「あんた教師失格よ！　教師だったら、生徒たちの交友関係にも目を向けるべきだわ！」

　怒ど気きとともに詰つめ寄ってくるピーシアをやんわりと退け、トランはシャルマンに目をやった。意識を集中させ、二、三呟つぶやくと、彼女の身体からだの奥に黒いモヤのようなものが見えた。

「……ほう、なるほど。本当に霊が取り憑いているようだな」

　トランは感心して言った。

　すると、ピーシアは目をぱちくりと瞬かせる。

「……え、取り憑いている？　いま、霊が取り憑いているって言った？」

「うむ、霊に取り憑かれること自体はそう珍めずらしいことではない……霊には、守護霊のように、プラスに働くものもいるからな。おい、君はいつからその霊に取り憑かれている？」

「へ？」

　トランの質問に、シャルマンは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ほんとに、私に霊が取り憑いてるんですか？」

「いや、君が言っていたんだろう？　気付いてたんじゃないのか」

　何だか話がかみ合わない。

「い、いえいえ、もちろん気付いてましたとも！」

　シャルマンは、大おお慌あわての様子でコクコクと頷いた。

「そうでしょう！　私には悪霊が取り憑いているのです！　どうです、ピース！　本当だったでしょ！　ほら、ごめんなさいは!?」

「馬ば鹿かフェリシス！　で、でも本当に悪霊が取り憑いてるなんて！」

「むっはっは！　これぞ噓から出た実まこと！」

　いや、噓って認めるのかよ。

「でもいまから思い起こすと、実は私、数年前から自分が夢遊病じゃないかって疑ってたんですよ！　朝起きると勝手にお菓か子しがなくなってたり、足が泥どろだらけになってたり、部屋に大量の猫ねこを連れ込んでたりして！　これはやはり、全すべて悪霊の仕し業わざだったのです！」

「よ、よく誰だれにも相談しなかったわね？」

「しました！　ピースにだってしました！　でも誰も信じてくれなかったんですう！」

　気まずそうに、すっと視線を逸そらすピーシア。一方のシャルマンは縛られて自由にならない身体を、芋いも虫むしのようにくねらせた。

「どうです、私には多大な魔法の才能があったのです！　にもかかわらずそれが使えなかったのは、悪霊が邪魔をしていたから！　これが覚かく醒せいイベント！　こういう楽して強くなる機会を私は待っていたのです！　うおお、右みぎ腕うでが疼うずくのです！」

「いや、盛り上がっているところ悪いが」

　トランは一人でギャーギャーと騒さわぐ少女を制止し、

「君には恐おそらく、通常の魔法の才能はないぞ」

「むぇ？」

「霊は、君の魔法の才能とはまったく別の場所に潜ひそんでいるようだ。あるとすれば、死霊術の才能くらいだな。霊は、君のリマナの通り道に潜んでいるから……。ま、専門的な話は置いておいて、その霊を除霊しても、この国で認められるような魔術を使えるようにはならんはずだ」

　トランがそう言うと、シン、と部屋が静まり返る。

「君はバスケスを認識できなかったのか？　私が教室に連れて行った霊のことだが」

「じ、実はまったく認識できなかったですけれども」

「だとすれば、きっと君に取り憑いている霊のせいだろうな。君が死霊術の才として発揮するべきリマナの源を、その霊が全て食くらってしまっているというわけだ。驚おどろいたな、これは非常にレアなケースだぞ。強く、狡こう猾かつな霊だ」

「……除霊はできるの？」

　今度は一転して、心配そうな顔になるピーシア。何と言うか、コロコロと表情の変わる少女である。

「私を誰だと思っている？　ニスカヴァーラ死霊術の正統後こう継けい者しや、トラン・スピンタートと聞けば、ラプランドでは震ふるえ上がらぬ者がいないほどだぞ。覚えておけ！」

「言動がすごく小物っぽいんだけど……」

「いいから、見ていろ。君に死霊術を見せるのは、昨日の召霊魔法ゲイトに続いて二度目だな。霊をものから引き離はなすには、この追霊魔法イジエクトという術を──使う！」

　言いながら、トランはフェリシス・シャルマンに向けて力を発した。

　途と端たんに、シャルマンの身体から黒いガスのようなものがはみ出し、ぐにょぐにょと蠢うごめきだした。しばらくすると、それらは妙みようなかたちを維い持じし始める。

　猫──いまのシャルマンの姿を形容するなら、まさにその言葉が相応ふさわしかった。彼女の頭からは黒いガス状の大きな耳が生え、腰こしからは同様の尻尾しつぽが飛び出している。

　シャルマンの瞳ひとみの瞳どう孔こうが、きゅっと縮んで縦長になる。まるで、猫の目だ。

「なんにゃ……せっかく気持ちよく寝ねてたっていうのに」

　シャルマンが口を開く。しかしそれは、明らかにそれまでの彼女の口調ではなかった。

「ちょ、ちょっと！　フェリシス……？　急にどうしちゃったの？」

　心配気に友人へと駆かけ寄ろうとするピーシアの腕を、トランは摑つかんで引きとめた。

「待て、ピーシア。いまの彼女は、フェリシス・シャルマンではない。表層に浮き出てきた霊に、人格を乗っ取られている」

「え？」

　トランはシャルマンへと向き直り、

「妙にバイタリティに満ち満ちた霊──お前は、なるほど……猫の霊か」

「お前、誰にゃ？　オレをこの娘むすめから引き剝はがそうとするのはお前にゃ？」

「そうだとも。畜ちく生しようのお前にはわからんだろうが、その子に対し、教師である私は一定の保護義務という奴やつがある。早々に立ち退のいてもらおう」

「やにゃこった！　こんなに住み心ごこ地ちのいい身体は初めてなのにゃあ。マナの出所を探してさ迷うジプシー生活はこりごりにゃ。この娘と一緒にいれば、喰くいっぱぐれにゃいし、昔かあちゃんに餌えさをもらうだけだった子猫時代を思い出すにゃ。ニート最高にゃ」
















「このフェリシス、本当に人格を乗っ取られているのかしら!?」

「お前、それは友人に対する評価としてどうなんだ」

　トランは、ピーシアに思わず突つっ込みを入れてから、

「おい、化け猫。お前の名前は何だ？」

「オレ？　オレはシャムシャムっていうにゃ。カッコイイ名前にゃ？」

「いいかね、ピーシア。霊を操あやつるのに重要なのは、まずその霊の名前を知ることだ。こんな簡単に自分の名前を晒さらす馬鹿な霊は少ないから、肝きもに銘めいじておくように」

「え、ちょ……ずる」

　シャルマン──もとい、シャムシャムの表情が狼ろう狽ばいに歪ゆがんだ。しかし、もう遅おそい。

「シャムシャム！　貴様の名に死し霊りよう術じゆつ師しスピンタートが命じる！　早々にそこから立ち退きたまえ！」

「に、逃げ──ってなんにゃ!?　なんでオレ縛られてるにゃ!?　にゃ、にゃあああああああああ！　こんにゃの卑ひ怯きようにゃあああああ！」

　絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたったあと、黒いガスはシャルマンの身体から完全に飛び出した。すかさず、トランは懐ふところから霊れい縄なわを取り出し、その霊をぐるぐる巻きにする。ピーシアに縛しばられたシャルマンの身体から飛び出しても、そこに待っているのはトランの霊的な拘こう束そくなのだから、その化け猫の霊には多少、同情の念を抱いだかないこともない。

「……安心しろ、シャムシャム。すぐに消しよう滅めつさせたりはしない。お前にはお前なりの未練があったのだろうからな。これからはシャルマンに代わって、私がリマナをわけてやる」

　そう言葉をかけると、霊縄で縛られた化け猫の霊は、トランの手の中で小さくなる。

「ハッ！　私はいったい何を！」

「こいつが君に取り憑ついていた霊だ」

　正気を取り戻もどした様子のシャルマンに、シャムシャムの霊を示してやると、彼女はそれを認にん識しきすることができたらしく、嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。

「ああ、見えます！　先生、私、それ見えますよ！　これって、私には死霊術の才能があるってことなんですよね？」

「そういうことだな。やはり、君の才能はこの霊によって邪じや魔まされていたようだ」

「すごいんですね、先生って！　私、見直しちゃいました！」

　かつてここまで、自分のことをキラキラと輝いた目で見つめた人間がいただろうか？　虐しいたげられ、見下され、罵ののしられてきたのがトラン・スピンタートの人生ではなかったのか？　トランは胸に熱いものがこみ上げてくるのを感じながら──

「そうだあ！　私はすごい！　今日私は、一人のいたいけな少女を悪霊の手から救ったのだからな！」

　思い切り調子に乗った。
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「私、先生のゼミに入ります！　死霊が見えれば入れるんですよね！」

　棚たなからぼたもちとはまさにこのこと！　やはり、いま幸運は俺に味方している！

　ゼミの受講生を探していた自分にとって、願ったり叶かなったりの展開を迎むかえたトランは、しかし焦あせらず、勿もつ体たいつけるように腕を組むと、極きわめて威い厳げんある態度で静かに口を開いた。

「……シャルマン君と言ったかね？」

「フェリシスと呼んで下さい、先生！　先生は命の恩人です！」

　別にシャムシャムは彼女を命の危機にさらすような悪さをしていたわけではないのだが。

「……おほん。では、フェリシス。私が授業で言っていたことを覚えているかね？」

「まったく覚えてないです！　でも、やる気はあります！　かつてないほどに！」

　こいつ大だい丈じよう夫ぶか。

「あ！　私にもあれ下さい！　ピースにあげてた黒いやつ！」

「……私がしたのは、救済という話だ。魔法の才に恵めぐまれない者たちのな。死霊術という魔法は、ここセルスニーズでは非常に扱あつかいにくい代しろ物もので、その才にのみ恵まれた者は無能扱いされる傾けい向こうがある。私が果たすべき役割は、そういった生徒の救済なのだ」

「では、私以上に相応しい人材はいませんよね！　私、普ふ通つうの魔法には欠片かけらも才能がありませんから！」

「ちょっと待ちなさい、フェリシス！」

　二人の間に割って入ったのは、ピーシアだった。

「何の努力もしてないくせに、なんで自分に才能がないなんて決めつけるのよ！」

「放ほうっておいて下さい、ピース！　私はいまや普通の魔法になんて興味がなくなったのです！　死霊術……むふふ……すばらしい響き……それに、このスピンタート先生の素敵ファッションを見るのです。何の臆おく面めんもなく仮面なんかつけて、なおかつそれが様になっている！　これこそ、漆しつ黒こくの従者！　夜の帳とばり！」

「トラン・スピンタート！　あんたがそんな痛々しい格好をするから、フェリシスが喰いついちゃったじゃないの！　どうしてくれるのよ！」

「えっ」

　ピーシアに糾きゆう弾だんされ、トランは大いに戸と惑まどった。

　ちょっと待って。やっぱり俺のこれ、そんなに痛々しい格好かな……？

「とにかくこんなゼミに入るなんて、私が絶対に許さない！　あんたは、もっと普通の魔法を基き礎そから学びなさい！」

「何をそんなにむきになって……ははあ、ひょっとしてピース、嫉しつ妬としてるんです？」

「は、はあ!?　私が嫉妬!?」

「朝から、ずっとスピンタート先生のことばっかり話してましたよね？　実はそんなに悪い人間じゃないのかもしれないとか。魔法の才能に対する世間の考え方は、間ま違ちがっているのかもしれないとか。私がそんな先生の一番弟で子しになるのが、嫌いやなんでしょ？」

　すると、見る見るうちにピーシアの顔が朱しゆに染まっていく。

「こ、この私に向かって、よよよくそんなことを！　私はね、あんたがこんなどうしようもない男みたいになるのを心配してるのよ！」

「でも、いま先生は先生ですもんねー」

　そう言いながら、フェリシスはトランの腕に自分の腕を絡からめてくる。

「伝説の竜りゆうを復活させることさえできたんですよね！　ピースったら、子どもみたいに目を輝かせて、ライノスさまライノスさまってうるさいったらないんですよ。でも、私も見てみたいです！　ライノス・ストーメアはどこにいるのです？」

「そうだわ！　ライノスさまよ！」

　話が変わったのをこれ幸いと、ピーシアはトランに詰つめ寄った。そしてついでとばかりに、フェリシスの腕うでを振ふりほどく。

「それで、あの方はどこにいらっしゃるの？　私たちライ＝ムラート家のことを思い出していただけたかしら？」

　ヨル扮ふんするライノスの姿を捜さがし、ピーシアはきょろきょろと部屋を見回した。

「ああ、それならここだ。ライノスは柔やわらかいベッドでは寝られないと言ってな。あと、少しでも光を感じると眠ねむりが浅くなると注文も付けてきてな。あの中にいらっしゃるぞ」

「……へ？」

　トランは、部屋の隅すみに鎮ちん座ざする棺ひつぎのオブジェ（ほとんど雰ふん囲い気き作りのために購こう入にゆう）に近付き、上うわ蓋ぶたを取りはらった。

　──そこには、霊縄で簀す巻まきにされた中年太りの竜が横たわっていた。

「キャーーー!!　ライノスさまァ!!　あ、あんたね、このお方を大事にもてなしてって昨日お願いしたでしょ！　これ、明らかに拘束してるじゃないの！」

「違う、これは彼が望んだのだ。そうだよな、ライノス？」

「せ、せやねん。お嬢じようちゃん、これ、ワシが頼たのんだんよ。ワシって、ちょっとＭっ気あるからなあ、ハハ……」

「何だか、昨日よりもお顔が腫はれていませんか？」

「き、気のせいやって。別にボコボコにどつかれたとかちゃうで？　ワシの攻こう撃げきは全部素す通どおりさせられて、あのガキのパンチばっかり一方的にもらうとか、それどんなヒットアンドアウェーやねーんとか、そういった事情は一いつ切さいないねん。わかって」

「霊縄を解かねばならん。ピーシア、少し下がっていろ」

　トランは怪け訝げんそうな顔の少女をどかせ、ヨルに近付いた。そして小さい声で話しかける。

「……あの娘こがいる間は、私はお前を丁てい重ちように扱う振りをしなければならん。だが、調子に乗るなよ。彼女がいる時間と、私と二人きりでいる時間とどちらが長いかよく考えて行動しろ。昨晩のような目にはあいたくあるまい」

「自分、自分……悪魔やで……!!」

「常識的な行動を心こころ掛がければいいだけだ。まず、自分がライノスではないとばれるような言動はするな。都合の悪い質問には『思い出せない』と答えればいい。そしてもう一つ、あの娘たちにセクハラ紛まがいのことをするのは絶対に許さん」

「はあ？　それは何でやねん？　ていうか、一人女の子が増えてるやん。結構可愛かわいいやんけ。どっちが自分のタイプなんや？」

「ば、馬ば鹿か者ものが！　私は教師だ！　生徒は保護の対象に過ぎん！」

「バスケスの小こ僧ぞうに聞いたで。自分、あのピーシアっちゅう娘の裸はだか見たんやろ？　しかも屋や敷しきに押し入って……そんな奴やつが生徒を守るとか言っても、説得力ないんとちゃうの？」

「あれはバスケスの馬鹿が……!!」

「何をひそひそやってるのよ」

　背後からピーシアの声が飛んできて、トランはヨルとの密談を打ち切った。

「とにかく、私のことは関係ない！　お前に釘くぎを刺さしているだけだ！」

「ずるいやんけ。自分ばっかりいい目見て……」

　ヨルは、ぶつぶつと文句をこぼした。
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　学年首席のピーシアがトランのゼミに出席したという話は、またたく間に学園中の噂うわさになった。

　ピーシア自身はゼミに入るつもりはないとかたくなに主張したけれども、ではなぜ毎日のようにそこに通うのかを聞かれると、閉口した。もちろん、彼女はライノス・ストーメア（と彼女が思い込んでいる竜）に会いに行っているのだが、普通の人間ではその竜を見ることはできない。ピーシアはフェリシスを除き、ライノスのことを誰だれにも話さなかった。

　彼女は屋敷の侵しん入にゆう者の一件から多くを学んでいた。つまりはあのときと同じように、変な噂を立てられたくないということだ。

　そこで彼女が用意した言い訳はこうだった。

「私はもちろん、あんなゼミには興味なんてないの。でも、フェリシスがあそこに行きたがるのよ。私はあの子を、落らく伍ご者になんてしたくない。だから私が一いつ緒しよに行って、トラン・スピンタートの死し霊りよう術じゆつがいかにくだらないものかってことを暴あばいてやる必要があるの。そう、これが、私があの場所に出入りしてる理由！」

　しかし彼女の言葉に関係なく、皆みなの興味は第十三魔導室に惹ひきつけられた。

　第一に、ピーシアは放課後になると制服から淑しゆく女じよ然とした服装に着き替がえ、その教室までの途と中ちゆうですれ違う生徒たちの目を釘づけにした。きつい性格のせいか、いつもは隠かくれ気味になっているピーシアの可か憐れんさが、きちんと身なりを整えることで否いや応おうなく溢あふれだし、蝶ちようを引きつける花の蜜みつのような魅み力りよくを振りまいていた。

　また、トランのゼミに入り浸びたるようになってから、あの落ちこぼれのフェリシスの痛々しい言動にさらなる拍はく車しやがかかったことにも、皆は気付いていた。これまでなら馬鹿らしいと一いつ笑しように付していた彼女の妄もう言げんも、トラン・スピンタートという不気味な死霊術教師の後ろ盾だてを得ることで、説得力が増しているように感じられた。授業が終わると、彼女は嬉き々きとして制服の上から、怪かい談だんに出てくる吸きゆう血けつ鬼きが着ているような漆黒のマントを纏まとった。

「あの教室では、毎日仮装パーティーでも開かれてるのか……？」

　皆は口々に噂し合い、実際にその扉とびらをノックした者もいたが、その部屋の主であるトランは、訪問者に死霊術の才能がないとわかると、冷然な態度で追い返すのだった。




　ずっと第十三魔ま導どう室に引き籠こもっているせいか、自分の噂が大きくなっているとは知らないトランは、あるときピーシアから、たまには外出してはどうかと提案されて面めん食くらった。

「不健康極まりないわ。こんな不気味なオブジェばっかりの場所で、吸血鬼みたいな生活をして。健全な精神にこそ、健全な魔法の力は宿るものよ」

「死霊術はその限りではない。この部屋は実に快適だ。頼んでおけば飯は食堂から持ってきてくれるし、至いたれり尽つくせりとはまさにこのこと」

　満足げにそう言うトランに口を尖とがらせたのは、ピーシアだけではなかった。

「暇ひまやで」

　中年太りの竜、ヨルが、ぽつりと呟つぶやいた。

「ワシ、退たい屈くつが何より嫌きらいなんよ。はあ、何でこんなしょーもない小僧に呼ばれたんやろ？　もっとアクティブで可愛い女死霊術師がよかったわ……」

「ライノスさま！　なんでしたら、私がこの街を案内して差し上げましょうか？」

　トランに向けるものとはまるで違うにこやかな笑え顔がおで、ピーシアが言った。

「おお、ほんまか、ピース！　ほな、行こか！　しかし自分はほんまにええ娘やなあ……この小僧に自分の爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいわ！」

「待て。お前を私の目の届かないところに行かせるつもりはないぞ」

「じゃ、あんたも来れば？　たまには外の空気を吸った方がいいわ。一石二鳥じゃないの」

「え……いや、ダメだダメだ！　今日、私宛あての荷物が届くから、留守にはできん」

「じゃあ私がそれ、受け取っておきましょうか、先生！」

　ずいっと身を乗り出し、そんなことを言うのはフェリシス。化ばけ猫ねこの霊れいを除霊されてからというもの、彼女はトランをほとんど崇すう拝はい視し、いつも何かの役に立とうと真っ先に手を挙げる。その気持ちは嬉うれしいのだが、若じやつ干かん勢いがよすぎるときもあり、いまもフェリシスはトランに半ば抱だきつくように身を寄せてきていた。

「え、あ、そう……？」

「どんな荷物なんです!?　やはり死霊術関係の代しろ物ものですか!?」

「い、いやラプランドの土で作られた土ど偶ぐうでな？　この部屋をリマナの魔力スポットにするために必要なオブジェなのだが……」

「すごいのです！　死霊術の本場ラプランド！　──の、土！」

「はいはい、フェリシスもこう言ってくれてるわけだし、いいでしょ？」

　なぜか不ふ機き嫌げんそうにトランからフェリシスを引きはがしながら、ピーシアが言った。




　聖オルフェ魔法学園はオルフェの街の中心街から北東にあって、正門はコンケスト通りという大きな道に面している。

　トランとピーシア、ヨルの三人は学園を出て、その大通りを歩いた。このあたりは学園の他ほかには住宅街しかなく、行き交かう人々も少ない。

　大通りを抜ぬけると、長い石造りの下り階段があり、そこから眼下に広がる街を一望できた。ウェザーランド島の中でも特に傾けい斜しやの強い土地にできたオルフェの街並みは、基本的に南西から北東に向かって徐じよ々じよに高度を上げていく。そのため、聖オルフェ魔法学園はこの街でもかなり高い場所にあった。

　傾斜の強い土と地ち柄がらを最大限に活いかそうとしたオルフェの街は、構造自体も立体的な作りをしている。街の中にはいくつも石の橋がかかっていて、しかしその下に広がっているのは川などではなく、普ふ通つうの街並みなのだった。昔のオルフェは戦争の拠きよ点てんとしての役割もあったらしく、迷めい路ろのように入り組んだ地区もある。

「……変わっとらんなあ」

　オルフェの街を見下ろしていたヨルが、ぽつりと呟いた。ここからは港が望め、たくさんの帆はん船せんが、キラキラと日の光を反射する水面の上にたゆたっているのが見えた。

「変わっていない？　この街がですか？」

「せや。多分細かいところは色々変わってるんやろうが、雰囲気はそのまんまやな。坂が多くて難なん儀ぎしたときもあったけど、その代わり、誰かから逃にげてさっと隠れるのんも簡単やった。ほんまに懐なつかしいわ」

「ライノスさまが隠れなければならないような相手が存在したのですか！」

　ヨルをライノスだと思い込んでいるピーシアは、驚おどろきの声を上げた。

「そ、そりゃ、あれやがな。ワシ以外の四体の竜やがな！　力が拮きつ抗こうしとったからな！　押しまくってもダメなときは、引かなあかん場合もあるんや！　これはな、男女の関係でもそうやで！　ピース、お前に恋れん愛あいのテクニックの話はまだわからんかもしれんがな！」

　誤ご魔ま化かそうというのだろう、ヨルは露ろ骨こつに話題を転てん換かんした。

「恋愛ですか！」

　すると、ピーシアの目が輝かがやく。こういう話題にすぐ食いつくのは、彼女も年相応の少女だということか。

「そう言えば、ライノスさまが人間の女性を娶めとったというのは本当なのですか!?　生まれた子どものうち、特に優ゆう秀しゆうな三人にそれぞれ〝ライ〟の名前を授さずけ、その一人が私たちの先祖であるライ＝ムラートだと言い伝えられています。これは本当なのでしょうか！」

「知らんがな。他人のリア充じゆう具合なんて」

「ま、まだ記き憶おくが完全に戻もどっていないのか、ライノス！　それぞれ、ライ＝ムラート、ライ＝ドルト、ライ＝ファルナとして知られる三家のことだ！　確か、ライ＝ファルナはもう途と絶だえてしまったが！」

　喋しやべる度たびにぼろを出しそうになるヨルをフォローしようと、トランは必死になった。

「……なんであんたがライノスさまの名受けの一族を知ってるのよ」

　ヨルへの態度とは打って変わり、ピーシアは不快そうにトランを見つめる。

「色々と調べたのだ。文ぶん献けんでな……」

「私の家のことも載のった文献を調べたってこと？　何それ、気持ち悪……」

「お前、私のことを病原菌きんか何かと勘かん違ちがいしていないか！」

「馬鹿ね。流石さすがの私でも、それは失礼だって思うわ」

「ああ、それは流石にな……」

「病原菌に失礼よ」

　ずり落ちそうになった仮面を、トランは咄とつ嗟さに押さえた。

「おかしいから。お前の受けた思想教育、絶対におかしいから」

「冗じよう談だんよ。なーに、本気にした？」

　そう言って、ピーシアはくすくすと笑った。こいつ、やっぱり可愛くねえ……。

　だが、なんにせよあの馬鹿竜りゆうの発言をうやむやにできたらしい。そう思って安心していると、当のヨルが真しん剣けんな眼まな差ざしで二人の顔を見比べているのがわかって、おやっと思った。

「なんだ、ライノス？」

「……いや、間違ってても気ぃ悪くしてほしくないねんけど……ひょっとして、自分らコンビなん？」

「は？　コンビ？」

「いまの軽けい妙みような掛かけ合い、不ふ愉ゆ快かいを感じさせへん時間の使い方。しかも小こ僧ぞう、自分がピースのオチに対して取った仮面のリアクションなんて素人しろうとやとは思えへん……完成された芸やがな！　……わかったで、さては自分らプロやろ！」

　この竜が何を言っているのかわからない。助けを求めてピーシアの方を見ると、彼女はぐっと熱意のこもった顔でヨルの発言に耳を傾かたむけていた。

「どえらい時代に来てしもうたで！　こんな庶しよ民みんにまで笑いが根付いとる！　これはワシも、うかうかしておられへんな！」

　思えばトランはこの竜から、『偽にせ者もののライノス』という価値以外のものを感じていなかった。しかしそうではないのだ。この竜は別に、ライノスの代用品として自分の命を全まつとうしたわけではない。ヨルという名前で生まれ、育ち、死んでいった。彼の生きた時代があり、彼の生きた社会があったのだ。そんな当たり前のことに、ようやく気がつく。

　トランが、ヨルという竜そのものに目を向けたとき。

　──そいつは思わず目を背そむけたくなるほど、あまりに意味不明だった。




　　　　　４




　ピーシアは一行を先導して街を進んだ。目的地は中央区のようだ。ライ＝ムラート家の屋や敷しきは中央区にあり、ここはいつもの通学路だからだろうか、ピーシアはトランも知らないような裏道をいくつも通りぬけて歩いた。

　三人が中央区の目抜き通りについたとき、その石いし畳だたみの広い道には、ローブ姿の老ろう若にやく男なん女によが行きかっていた。通りの両側に並ぶ店てん舗ぽは、どこも繁はん盛じようしているようだった。特に、いまの時期は街全体がお祭りムードなので、財さい布ふの紐ひもも緩ゆるみやすいのだろう。

　ヨルは、周りをきょろきょろと見回していた。

「なんや、どの店もえらい華はなやかに飾かざり付けされとるな」

「もうすぐ星降りの夜ですから。ストーメア流星群が大地の上を通り過ぎるのを、みんなでお祝いするんです」

　ストーメア流星群か、とトランは前回の流星祭のことを思い出した。ストーメア流星群は四年に一度、この空を駆かける。前回の祭りの時期は、トランはいまのピーシアと同じ四学年だった。大量の星が空を埋うめ尽くし、こぼれ落ちる様は圧巻の一言だったが、こぼれ落ちた単位の補習を受けるトランには、星が単位のように見えた。

「ああ、ストーメア流星群っていうのは、ライノス・ストーメアさまの名前にあやかってつけられた流星群のことなんですよ」

「それは知ってるがな。世界魔ま法ほう〝星〟はストーメア流星群を利用するものなんやし」

「え？」

　ピーシアが首を傾かしげると、ヨルは「……またやってもうたわ」と小さく呟いた。

「いや、ワシが流星群に名前をつけたんやで！　伝説が語り継つがれて、後世の人間が名前を取ってつけたとかちゃうねん！　自じ演えん乙おつっていうやつや！」

「そうなのですね！　ご自分の功績を正しく広めるのはすばらしいことだと思います！」

　ライノスのことなら何でもいいように解かい釈しやくするピーシア。トランに対しては全部否定から入るくせに、随ずい分ぶんな態度の違いである。

「実はいま、オルフェには〝星〟を復活させようと頑がん張ばるチームがあるんです！　彼らは私の屋敷に定期的に訪おとずれ、魔導書と格かく闘とうしています。何でも、もう少しで真理がわかりそうだとか！」

「無理や無理や、そんなことは」

　ヨルは手を振ふって笑った。

「それはなぜです？」

「なんでって、それ偽も──」

「ジョージ・テンペスタの呪のろいがあるからに決まっているだろう！　竜殺しの魔法使いの封ふう印いんを、そこらの凡ぼん才さいが解かい呪じゆできるはずがないからな！　ライノスは、魔導書にかけられた呪いの強さをいま実感しているのだ！」

　慌あわててトランが言うと、ピーシアはむっとした表情になった。

「凡才って何よ？　他の人はともかく、カーライル先生は天才だわ。あの方がチームに入ってから、見る見る内に解読が進んでいるっていう話なんだから！」

「ゴールがわからなければ、進しん捗ちよく度が測れるはずもないだろう。カーライルの解き明かした領域は、魔導書のほんの一角に過ぎんかもしれんのだぞ」

「ライノスさまを利用して魔法を蘇よみがえらせようとしてるあんたよりマシじゃない！　ああ、ライノスさま！　もし魔法を復活させる手助けをしていただけるなら、この男ではなくてカーライル先生に協力してあげてください！」

「カーライル？　誰だれやねん、それ」

「いまお話しした解読チームに参加している魔法使いです！　あの方にライノスさまのお姿は見えないでしょうが、私が通訳いたします！　ああ、あの方たちにも、ライノスさまのお姿が見えたらいいのに！　そうすれば、苦労が報むくわれるでしょうね……」

「そうか、でも手は貸さんで」

　ヨルは渋しぶい表情をして言った。当たり前だった。本物のライノスならともかく、こいつは偽の魔導書を作っただけの盗人ぬすつとなのだから。

「ひょっとして、記憶がまだ戻らないのですか？」

　ピーシアは、また都合の良いように解釈する。

「せ、せやねん。記憶が戻ったら一発やねんけどなあ！　まあ、でもあれや。記憶が戻ってもやらんかな！　ワシが手を貸したら、そんなんもうチートやんけ！　伝説の竜やぞ！　そういうのは、いまの時代の人間が苦労してやってなんぼのことやからな！」

「竜は試練を通して人に知識を授けるという言い伝えがあります！　ライノスさまも、やはりそういうお考えなのですね！」

「わかっとるやんけ、ピース！　自分、見どころありやで！」

「そ、そんなこと……」

　ライノスと思い込んでいる竜に褒ほめられて、急に赤面するピーシア。

　こういう従順なときは可愛かわいいのだが……。トランがそんなことを考えていると、ピーシアは、すっと冷れい徹てつな表情に戻ってトランの方に目をやる。

「あんた」

「な、なんだ？」

　その態度の落差、そろそろやめてくれませんか。露骨過ぎて、すごい傷つくから。

「魔導書、持ってるんでしょ？　霊れい媒ばいが死し霊りようにとってどのような意味を持つものかわからないけど、ずっと持っとかないといけないものなの？　今月中にもまた解読チームの会合があるから、そのとき魔導書がないと困るんだけど」

「霊媒が抹まつ消しようされれば、当然死霊も消える。それを防ぐために、死霊術師は霊媒を傍そばに置いておくのだ。だが、別に効果の範はん囲いというものはないな。お前の屋敷に戻したところでライノスが消えることはない」

「ふうん、じゃあ返してくれる？」

「それは……」と、ちらりとヨルの方を見る。

「ワシは構へんで。ピース、お前らがしっかり守りたいゆうことやろ？」

「そうです！　この男は魔法がほとんど使えませんから、いざというとき魔導書を守り切れないに違いありません！　それがあるに相応ふさわしい場所は、ライ＝ムラート家の結界の内側以外にないのです！」

「ふん、死霊術師の前では、何も意味を成さなかった結界か？」

「対策は立てるわ。当然でしょ？」

「どうだかな」

　とはいえ、こちらとしてもこの魔導書を早く手放せるなら願ったり叶かなったりだ。万一、本に何かあったとしても、この鬱うつ陶とうしい竜が消えるだけ。

　こいつにいまの時代にいてもらわなければならない理由もないし、ここはピーシアの提案に乗る以外の選せん択たく肢しはあるまい。

「……仕方あるまい。お前たちの事情も汲くんでやろう。カーライルには、精々頑張るように伝えてくれ」

　トランがローブの内ポケットから魔導書を出すと、ピーシアはきょろきょろと周りを見回してから、極きわめて慎しん重ちような手つきでそれをバッグにしまい込んだ。

「腹減ったわ。ピース、何か甘いもん食えるとこに連れてってくれや」

　ヨルは、魔導書のことなどどうでもいいとばかりに催さい促そくした。

　ちょうどパン屋とお菓か子し屋の前を通り過ぎたところだったので、どうやら辺りに漂ただよう甘い匂においに釣つられたらしい。

「ワシ、プリン好きやねん。最高なんはパフェの上にプリンが載のっかっとるやつやな。そういうのんはいまの時代にないんか？」

「ありますよ！　スイーツショップのことなら任せてください！　ここからなら、モノポール広場の傍にあるロイヤルストレートってお店がお勧すすめです！　すごくお洒落しやれで、テラスにはたくさん花が植えられてて……」

　トランは顔をしかめた。

「甘物は好かんが……」

「は？　あんたの好みは関係ないでしょ。ほら、行くわよ」

　ツンとすました様子で、ピーシアは先へと行ってしまう。

「……あかん、ワシ本気になってしまいそうや」

　ぽつりと、ヨルが呟つぶやいた。

「はあ？」

「ワシ、ああいう子に弱いねん。あの子、典型的なツンデレやんけ。いや、みなまで言うなや！　ツンデレにも色んな意味があるのはわかっとる！　『もともと好きな異性の前でデレッとしてしまいがちな女性が、そうならないように自分を律してツンツンしているというように、一つの性格の中で移行する』……これも確かにツンデレや。でもな小僧！　ええか！　ワシが好きなんはな、『他ほかの人間にはツンツンしてるけど意中の相手にはデレデレ』──これや!!」

「いや、何だ、その……力説されても、まったく意味がわからないが……」

　だいたいその理り屈くつで言うと、ツンの管かん轄かつは自分ではないか。他人の利益のために誰かが犠ぎ牲せいになる。こんなゼロサムゲームを、人間はいつまで続けるのか。

「ワシがあと三百歳若かったら、アタックかけてるところやったわ」

　ヨルはふぅ、と息を吐はき出し、額の汗あせを拭ぬぐうような素そ振ぶりをする。「あぶな」

「……お前の趣しゆ味みにはついていけんな」

「何でやねん、ピースは普ふ通つうに可愛いやんけ！　自分、ゲイか？」

「な！　ち、違ちがう！　私はお前のように、物事を考えなしに口にしないだけだ！」

「ほう？　そんなら、心の中ではあの子のこと可愛い思ってるってことやんけ」

　トランは、ヨルの頭に拳げん骨こつを落とした。

「いったいな！　何すんねん！」

「余計なことを口にするな！　最初にも言ったが、あの子に手を出したら絶対に許さんぞ！　……何だその目は？　もちろん教師としての意見だ！」

「教師としてねえ？　しかし自分、ピースの口ぶりじゃ、カーライルっちゅう教師に負けとるんやろ？」

「……それがなんだ」

　するとヨルはいかにもわざとらしく、溜ため息いきを吐き出す。

「情けな。悔くやしいやろ。ピースはそいつにゾッコンって感じやぞ」

「構わんよ。私が教きよう鞭べんを執とる決意をしたのは、私と同じような立場の人間を救済するためだ。多感な時期に虐しいたげられた経験をした人間というのは、ねじ曲がるものだからな」

「自分みたいにか？」

「そうだ。私のようにだ。ピーシア・ライ＝ムラートは学生時代の私とは対極にいるような生徒だからな。カーライルのような教師に憧あこがれ、きちんとした魔法使いを目指すべきだ」

「へえ？」

　突とつ然ぜん声が割り込んできて、トランは飛び上がりそうになった。いつの間にかピーシアが二人のいるところまで戻もどってきていた。

「あんたが、そんな考え方ができる人間だとは思わなかったわ。ふーん……？」

　訝いぶかしむような、値ね踏ぶみするような目。

「ふん、勘かん違ちがいするなよ、ピーシア。お前はカーライルのような凡才になるべきだと言っているだけだ。死霊術の深遠な思想は、お前には理解できまい」

「カーライル先生が凡才ですって！　それだったら、あんたなんてミジンコ以下じゃない！　何よ！　頼たのまれたって、あんたから死霊術なんて教わったりしないわ！」

　きゅっと眉まゆを吊つり上げたピーシアを見て、トランはほっとした。

　自分と彼女は、水と油だ。学年首席と、日ひ陰かげ者ものの教師。確かに彼女には死霊術の才能はあるようだが、そんなことに意識を向けず、彼女はこの国でまっとうに評価される魔法を学ぶべきだ。結局、その方が彼女のためにもなる。

　トランは、本当に自分を必要とする生徒たちの受け皿になれればそれでよかった。

「いいからとっととそのロイヤルストレートという店に連れて行け。甘いものは好かんが、私は茶にはうるさいぞ。ラプランドでは、浴びるほど紅茶を飲んでいたからな」

「言われなくても、行きますよーだ！　ライノスさまをお連れしないといけないんだから、当たり前でしょ！　あんな奴やつ放ほうっておいて行きましょう、ライノスさま！」

　ヨルの手を取り、鼻息荒あらく歩くピーシアの後ろを、トランは肩かたをすくめてついて行った。




　訪れたスイーツショップで、ヨルはパフェを三つも食べた。というよりも、トランに憑ひよう依いし、三つも食べるように要求した。死霊は自分で食べ物を食べられないためだ。

　トランの身体からだから抜ぬけ出て満足そうにゲップする中年太りの竜りゆうを、ピーシアはニコニコ顔で見つめている。

「……うま。生クリームが絶ぜつ妙みようやんけ。プリンの卵もええの使つこうとるな。コクが違うわ。ピース、やっぱ自分、才能あるで。ここまでワシを感動させた奴は、そうおらんで」

「ライノスさまに気に入っていただけたら私も嬉うれしいです。私もここは大好きですから」

「モノポール広場のロイヤルストレートやな。覚えとこ」

「実はこの広場には、ものすごく大きなライノスさまの像が立っていたそうですよ。でも、戦争で金属が必要になったとき、鋳い潰つぶしてしまったと聞きます。本当に恐おそれ多いことだと思いますが……」

「なんやて？」

　ヨルは立ち上がり、広場を見み渡わたした。

「え？　ここやったっけ？　じゃあ、あの像はもうないんかいな？」

　トランは机の下でヨルの足を蹴け飛とばした。ライノスが死んでから建てられた像を、ライノスが知っていたらおかしいではないか。

「いっ……！　ああ、ワシは何かと勘違いしとるかな。でもピース、そのことやけど、ちょっと詳くわしく聞かせてくれへんか？」

「ライノスさまの像のことをですか？」

「せやせや。ワシに関係することやったら、気にしても不思議はないがな」

「はい！」と可愛らしく微笑ほほえんでから、ピーシアは説明を始めた。

「ライノスさまの像は、この街のシンボルとして建てられました。像のことは、オルフェ史の授業でも学ぶんですよ。腐ふ敗はいを避さけるために固定魔法エターナリアをかけられて、永久碑ひとして守っていこうと決められたそうです。でもついさっき言いましたように、戦争で金属が枯こ渇かつしたときに、力のある魔ま法ほう使つかいが魔法を解かい呪じゆして像を鋳潰しました。ただ、ライノスさまの怒いかりを避けるために、その役目を負ったのは名受けの三家の内の一つ、ライ＝ファルナだったと聞きます。しかし、ライ＝ファルナがその後に断絶してしまうことを考えると、やはりそんな恐れ多いことはすべきでなかったということなのでしょうね……」

「はあ、そんなことがあったんかいな」

　ヨルが腕うでを組み、悩なやましげな表情で椅い子すに座ると、ピーシアは途と端たんにおろおろし出した。

「ああ、やっぱり、こんなことライノスさまご本人に言うべきじゃなかったわ……私、抜けてるって両親や姉にもよく怒おこられるんです。どうかお怒りをお鎮しずめ下さい……」

「え？　いや、それは構へんけど、ちょっと困ったな」

「何が困る」

　トランは凄すごんだ。これ以上、ライノスが知っているはずのない話をするな、と。

「ああ……ピース。ワシ、プリンパフェもう一個食べたら機き嫌げん直ると思うわ。ちょっと持ってきてくれんか？」

　体ていよくピーシアを追い払はらってから、ヨルは真しん剣けんな表情で「まずいで」と、話し始めた。

「だから、何がだ？」

「自分気にならんかったか？　ワシ、魔導書の偽にせ物もの作って本物とすり替かえた言うたやろ」

「そうだな。クズの極みだ」

「へ、へこむこと言うなや。とにかくやな、すり替えたってことは、本物をワシが持ってるってことになるやろ。それがどこにあるかとか、自分は気にならんかったんか？」

「いや、どうせお前のことだから、適当に金に換かえたと思っていただけだが……」

「ふざけんなよ！　ワシかて、そんなモラルないイケメンちゃうわ！　やっていいことと悪いことくらい区別つけたイケメンやがな！　……それでな、本物の魔導書やねんけど、実はそれ隠かくした場所っていうのが、ライノスの像の中やねん」

「は？」

「ワシも生きとった時代やねん。像に固定魔法エターナリアかけよういう話が出てきたんはな。だからワシ、その中なら一生安全やと思ったんや。像の股こ間かんをちょっと溶とかしてな？　そこに埋うめといてん。急所や急所。大事な大事なお袋ふくろさんよ～、ってなもんやな」

「バッ──!!」

　馬ば鹿かな、と言おうとして、トランは言葉を失った。それほどヨルの告白は馬鹿げていて、それでいて衝しよう撃げき的だったからだ。

「しかしあの像、鋳潰してしまったんかいな。それやったら、中にあった本物の魔導書の在処ありかはもう誰だれにもわからへんやろな。世界魔法〝星〟は、永遠に失われてしもうたがな」

「おいおい、お前……」

「望みがあるとすれば、その像を鋳潰した奴が中の魔導書に気付いたことやけど」

「しかしそれは、ピーシアの話だとライ＝ファルナ家が担当したようだから……」

「せやねん。残念なことにその家、もう潰れとんのやろ？　八方ふさがりやがな」

「セルスニーズの国は、国庫から費用を出して世界魔法の解読チームを結成しているんだぞ！　偽物と格かく闘とうしているだけならともかく、本物さえ完全になくなっているとしたら、彼らの努力は全部徒労ということになるではないか！」

「パズルは完成したときが楽しいんやないやろ？　組み立てとるときが楽しいんや。そしたら永遠に解けないパズルがあってもええやんけ。一生遊べるで」

　そう言ってカラカラ笑うヨルからは、一ひと欠片かけらの罪の意識も感じられなかった。

　ピーシアがパフェのお代わりを持って帰ってきてから、トランはまともに彼女の顔を見ることができなくなってしまった。自分のせいではないということはわかっている。だが噓うその共犯者になっているのは事実であり、せめて彼女の持っている本が偽の魔導書であることくらいは教えてやりたかった。

　その日学園に戻るまでの間、ピーシアは本当に楽しそうに笑っていた。しかし、そんな笑え顔がおを見れば見るほど、彼女がライノス・ストーメアだと信じている竜が、まったくの偽者であるばかりか、むしろライノスの功績を踏みつけ、尊敬を払わなかった不心得者だということ、さらにはそのことを自分が隠しているという事実が、トランの良心を傷つけて止やまなかった。
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　ピーシアはそれからも毎日第十三魔導室を訪おとずれ、ライノスさまに尽つくした。

「私、おじいちゃんっ子だったんです。二年前、おじいちゃんが亡なくなったときわんわん泣いちゃって。だから、ライノスさまと一いつ緒しよにいるとおじいちゃんが帰ってきたみたいで嬉しいです。馬鹿ですよね、ライノスさまもおじいちゃんも、誰かの代わりなんてできないのに……」

「ピース。自分はワシの一族の娘むすめやで。いくらでも甘えてええんやで」

「ライノスさまってお優やさしいですよね。私、本当に失礼ですけど、もっとライノスさまは怖こわい方だって思っていました。竜って言ったら、すごく恐ろしいイメージがありますから」

「アホな竜は増えたわな。けど、昔の竜は人間よりも賢かしこかったんや。自制心を持ち、秩ちつ序じよを築いとった。どこかで進化の仕方を間違えて、暴力的になったろういう種が出てきたんやろな。昔の竜はどんな種とも交われたからな。脳ミソがちっちゃくなって、代わりに身体が大きくなって、これでええと思ったんやろ。それが環かん境きようにあっとったってことや」

　一方、トラン・スピンタートは、何だか不気味なほど静かになってしまった。

　もちろん嫌いや味みを言ってきたり、些さ細さいなことでピーシアをむっとさせることはあったが、最初のころのような勢いはなくなってしまっていた。特に変わったのはライノスさまに対する態度で、彼がライノスさまを見るとき、そこに軽けい蔑べつの感情が込められているように思うことが多々あった。

「おい、ピーシア」

　一週間が過ぎようというころ。トランは真ま面じ目めな口調でピーシアを呼び止めた。ライノスさまにさよならを言い、第十三魔導室を出たところだった。

「君はもう、放課後ここに来るな」

「え？」

「いまはゼミの仮受講の期間だ。将来を決める大事な時期ではないか。もっと色々なところを見て回らんと、後こう悔かいするかもしれんぞ。カーライルのゼミに決めているのかもしれんが、もっと君にあった教師がいる可能性だってある」

「何？　私に説教する気？」

「そうだ。私は教師だからな」

「あんたみたいな教師がいる？　変な仮面をつけて、ろくに魔法も使えないで。そんな人に将来をどうこう言われたくない」

　いつもの反はん抗こう的な態度。ピーシアは、トランに対してそういう態度を取ることに慣れ過ぎてしまっていた。普ふ段だん通りなら、トランはここで憎にくまれ口を返し、またピーシアの心を乱してくる。しかし、その日の彼は様子が違ちがっていた。

　トランは仮面を取り、自じ虐ぎやく的に笑いながら肩かたをすくめたのだ。

「……え？」

「こっちの方が素す直なおに話を聞けるというのなら、そうするよ。これが本当の俺だ。いつもは色んな意味で仮面を被かぶっていてね。何せ本当の俺は落ちこぼれで、とても人を教え導くような資格がある人間じゃないからな。君のお姉さんには、本当にお世話になった。色々と魔法の使い方を教えてもらって……それでも、できなかった。そんな俺が、この学園で教師をするためには、自分じゃない誰かになるしかなかったんだ」

　ピーシアはぽかんと口を開いて、トランを見つめた。

　どういうつもりだろう？　本当にこの人は、いつも尊大な態度を取るあのトラン・スピンタートと同一人物なのだろうか？

　初めて見た彼の素顔は、まだ少年と呼んでもいいほど幼かった。気弱そうに見えるから、そう思ってしまうのかもしれないが。
















「俺は、君が俺のようになってしまわないか心配なんだよ。いや、それは杞き憂ゆうに違いないんだろうけどね。君は俺と違って才能の塊かたまりだ。どうやったって俺のようにはならない。でも、『あのときもう少し頑がん張ばっていればもっと上を狙ねらえた』……そう思うような機会が今後、きっと出てくると思う。その『あのとき』として、君が俺を思い出すのが嫌なんだ」

「後悔なんてしないわ。だってライノスさまとお会いしてるのよ。こんなの、望んだってできない経験だもの」

「そのライノスは……」

　とまで言ってから、トランは言葉を濁にごした。

「……ライノスだって、君に偉い大だいな魔法使いになってもらいたいと思ってる。メイドになって欲しいわけじゃないよ。いまの君は、ほとんど彼の召めし使つかいじゃないか」

「あんたが魔法を教えないからじゃない」

「うん？」

「私はゼミに参加しているのよ。フェリシスだって。それなのに、あんたが私たちに魔法を教えようとしないから、私は召使いみたいなことをしてるだけでしょ。もちろん、それが嫌って言ってるわけじゃないわ。でもあんたが教師なら、そして私に魔法の才能があると思っているんだったら、どうして死し霊りよう術じゆつを教えようとしないの？」

　フェリシスは家から学園が遠いこともあって、今日も先に帰ってしまっていた。

「フェリシスについては俺も悩なやんでいる。彼女は学生時代の俺と似ているところがあるから。でも、君はもっと他ほかの魔ま法ほうを学ぶべきだ。この国できちんと評価される魔法をだ」

「さっき言ってたことと矛む盾じゆんしてるんじゃないの？　カーライル先生の魔法よりも、もしかしたら死霊術の方が私にあっているかもしれないわ。大体、普通ゼミなんて生徒をいかに確保するかの競争なのよ。なのに、いつもあんたは私もフェリシスも正式に勧かん誘ゆうしようともせず、挙句の果てには違うゼミを見て来いなんて言う。あんたにそんな余よ裕ゆうがあるの？」

「俺の都合は君に関係ないだろう」

「じゃあ、私のやることにも口を出さないで。私の都合にあんたは関係ないでしょ」

　何だか無む性しように腹が立って、まともにトランの顔を見ることができなかった。ピーシアは踵きびすを返して歩き出した。

「ピーシア！　君のためを思って言っているんだぞ！」

　トランの声が追いかけてきたが、ピーシアは振ふり返らなかった。




　ピーシアは帰り道、イライラとトランの言動を考えていた。

　本当にどういうつもりなんだろう？　急に仮面を外したりなんかして。

　いつもは演技をしてるっていうの？　それにしたって、二重人格というわけでもなさそうだし、いままでの行いがチャラになるわけでもない。

　しかも、いまさらライノスさまに会いにくるのをやめろと言う。まるでそれが無む駄だな行こう為いであるかのように……。

　ライノス・ストーメアはピーシアが物心ついたころからの憧あこがれの存在であり、ライ＝ムラート家の子女としての誇ほこりを形成するために、これ以上ないほど大きな比重を占しめる存在だった。そのことを、他人の家のことをまったくわかっていないような奴やつに否定されたような気がして、どうしようもなくイライラするのだ。

　──ライノスだって、君に偉大な魔法使いになってもらいたいと思ってる。メイドになって欲しいわけじゃないよ──

　知ったような口を利きいて！　あんたにライノスさまの何がわかるっていうのよ！

　ピーシアは唇くちびるを嚙かんだ。ポケットに手を入れると、トランからもらった例のカメオの感かん触しよくがある。受講証の代わりと言って、彼が渡わたしてきたものだ。

　いつもフェリシスは、ピーシアのそれと自分のものを並べて、「お揃そろいですね」と笑った。

　でも、トランはフェリシスには死霊術を教えてもいいかもしれないと言っていた。フェリシスは自分に似ている、と……。

　じわり、と黒い感情が心の中に浮うかんでくる。けれども、ますますイライラするだけで、ピーシアには結局その感情の正体がわからなかった。

　こんなもの！　ピーシアはカメオを強く握にぎりしめた。

　私だって、死霊術のゼミになんて出たくないわよ！　そんな魔法学びたくもない！

　さっき死霊術を教えないトランを糾きゆう弾だんしたのは、ただ彼に反発したくて、そのための口実を探しただけ……。他の理由なんてない、とピーシアは自分に言い聞かせた。

　学園の周りには深い堀ほりがあり、水が張ってあって湖状になっている。ピーシアは、その湖に向かってカメオを放ほうり投げた。

　カメオは放物線を描えがきながら、夕日に反射してキラキラと輝かがやく。

　着水しようかという瞬しゆん間かん、しかし、それはピタリと止まった。

「……え？」

「ピース。学園の湖に物を投げ入れてはいけないよ」

　声のした方を振り向くと、カーライル先生が苦く笑しようして立っていた。

「もっと早く声をかけようか迷ったんだけどね。君は随ずい分ぶんと気が立っていたようだったから。君子危あやうきに近寄らず、っていうやつかな」

「あ……か、カーライル先生……」

　カーライル先生が腕うでを振ると、カメオが引き寄せられ、すっぽりと彼の手に収まった。

「装そう飾しよく品の善し悪あしはわからないけれど、このカメオ、とても綺き麗れいだと思うよ」

「いいんです。どんな価値があろうと、知ったことじゃありません」

「当ててみようか。これ、男の人に貰もらったんじゃない？」

　カーライル先生が言って、ピーシアは真っ赤になった。

「そ、そういうのじゃないんです！　ああ、きっと勘かん違ちがいされているわ……私は別にカーライル先生が思っているようなことをしたんじゃありません……」

「ぼくが思っていること？」

「ですから……私が恋こい人びととかにそれを貰って……関係が崩くずれて……」

「さあ？　ぼくはそんな風に考えているように見えた？」

　カーライル先生はいたずらっぽく笑った。

「物には人の念がこもるものだ。だから、処分の方法は考えた方がいいよ。誰だれかから貰ったものなら尚なお更さらだ。その人自身を軽かろんじたことにもなりかねない」

「いいんです！　あんな奴！」

　ピーシアは、そう言って俯うつむいた。

　カーライル先生は立ち止まるピーシアの横を通り越こし、しばらく歩いてから振り返った。

「ピース、一いつ緒しよに君の屋や敷しきまで行こうか！」

「え？」

「今日は解読チームが君の屋敷に集まる日だろう？　ぼくは今日、その場でチームのみんなに重大な発表をしようと思ってる。でも、それですごく緊きん張ちようしていてね。誰かと話していればそんな緊張も解ほぐれると思うんだけど……」

「い、一緒に私の家まで……？」

「ダメかな？」

「い、いえ！　そんなことありません！　私でよければ、ご一緒させていただきます！」

　ピーシアはどもりながら言って、彼の傍そばに駆かけ寄った。

　カーライル先生と並んで歩くと、妙みように心がざわついた。ドキドキする心臓の音を彼に聞かれないかと心配になってしまう。

「最近ゼミに出席するようになったそうじゃないか」

　学園を出て、石いし畳だたみの道を歩きながら、カーライル先生が言った。

「え、どうしてそのことを……？」

「もう教師中の噂うわさだよ。ついにピーシア・ライ＝ムラートがゼミに出席し始めたぞって」

　ピーシアはまた真っ赤になった。

「しかもそれがスピンタート先生のゼミだっていうから、さらに驚おどろきだ。何せまあ、彼は……うん、あまり評判のいい人間じゃなかったからね。それに君と色々噂のあった人だから少し心配したけれど、まあ、上う手まくやっているようなら何よりだ。ぼくも周りの評判ばかりを鵜う吞のみにして、彼について色々と誤解していたのかもしれない」

「……いいえ！　あいつは最低の人間です！」

　ピーシアが言うと、カーライル先生は笑え顔がおを曇くもらせた。

「……最低だって？　それはあまり穏おだやかな表現じゃないな」

「だって……だって……いつも傲ごう慢まんだし、自分勝手だし、私の大事な人を悪く言ったり、いじめたりするし、私の才能を決めつけて魔法を教えようとしないし……それに……私にもう、ゼミにくるなって言うし……」

「ゼミにくるなって言ったのかい？　彼が？」

「そうです！　そんな教師見たことありません！　カーライル先生から見ても、おかしいと思いませんか？」

　するとカーライル先生は困ったような表情になり、

「ゼミにくるな、というのは生徒に対してあまり使うべき言葉じゃない気はするね。でも、ぼくも生徒には、ぼくのゼミにばかり顔を出さず、他のゼミを見てくるようにとは言うよ。魔法を教えてくれる人との相性がよければ、本当にすぐ上達するものだから。高度な魔法を学ぶばかりが勉強じゃない。だから生徒のことを思えばこそ、突つき放すのもときには必要だと思う。スピンタート先生は、そういう意図で言ったんじゃないかな？」

　その言葉に、ピーシアはどきりとした。少しニュアンスは違ったとはいえ、トランがピーシアに向けて言ったのは、まさにそういう内容だったからだ。

　思わず、自分から視線を逸そらしたピーシアを見て、カーライル先生は何か察したものがあったらしい。

「……スピンタート先生というのは、非常にできた先生みたいだね」

「できた？」

「これは昨今の教育事情だから君が知る必要のないことだけど、とにかく自分のゼミに優ゆう秀しゆうな生徒を入れようとする教師が多いんだ。これは完全にゼミ制度の弊へい害がいだね。生徒のためを思ってできた制度なのに、いつの間にか教師の権力競争に利用されるようになってしまった。これでは優秀な魔法使いは育たない。だから、ぼくはさっき言ったように、自分のゼミに仮受講しにきた生徒たちには、他のゼミも見てくるように勧すすめているんだ」

　カーライル先生は肩かたをすくめた。

「でも、中々強く言えなくてね。やっぱり自分を慕したってきてくれる生徒は可愛かわいいから。だからスピンタート先生のように、たとえ生徒に嫌きらわれても生徒の将来を優先しようとする教師は、本当に尊敬に値あたいする人物だと思う」

　言いながら、カーライル先生はピーシアの方に手を差し出す。そこには、さっきのカメオが握られていた。

「だからこれは、君が持っているべきものだと思うけどね」

　ピーシアは驚いて、カーライル先生の顔をまじまじと見つめた。

「……知っていたんですか……それ、あの人に貰ったものだって」

「死霊術の文化については、ぼくにも多少の知識がある。彼らは弟で子しにカメオを渡すんだよ。ゼミとはいえ、スピンタート先生がそういう文化を継けい承しようしようとしてもおかしくないと思っただけさ」

「……私はあの人の弟子じゃありません」

「わかってる」

「……それに先生はいま、あの人を良いように言いましたけど、あの人は私に死霊術を教えようとしなかったんです。私には相応ふさわしくないって」

「そうだね。それはスピンタート先生が悪い。まず生徒にどんな才能があるかなんて、実際に魔ま法ほうに触ふれさせてみないとわからないものだ。彼は自分の習得した死し霊りよう術じゆつに対して、他ほかの魔法よりも劣れつ等とう感かんを抱いだいているのかもしれないね」

「劣等感……ですか？」

「そう。この島国では、定められた魔法以外は劣おとっているという風潮が特に強い。ちょっと前までセルスニーズは閉へい鎖さ的で、排はい他た的だった。いまようやく、他の国に歩調を合わせようとしているところでね。だからこれは仮の話だけど、死霊術が盛さかんで、かつセルスニーズのような閉鎖的な国に、ぼくとスピンタート先生が生まれ落ちていたら、ぼくは自分の魔法に劣等感を抱き、彼は自信満々に生徒たちに死霊術を教えていただろうね」

　その言葉に、ピーシアは衝しよう撃げきを受けた。

「……そういう考えをしたことはありませんでした」

「ピース、視野を大きく持つことだよ。若い魔法使いは特にそうすべきだ。そして、ぼくがいま言ったようなことに気付かず、まだ劣等感に苛さいなまれているような人がいれば、君が教えてあげるんだ。そんなことはないってね」

　カーライル先生は、まだカメオを持つ手を差し出している。

　ピーシアは、そこにおずおずと手を伸のばした。カメオを握りしめると、ひんやりと心ここ地ちよい感かん触しよくが返ってくる。

「……言ってみます。私が、あの人に」

「うん。教師といっても、完かん璧ぺきじゃないんだ。間違うこともある。スピンタート先生は、君を思いやるところは正しかったけど、しっかりと君の才能を見定めなかったところは間違っている。まあ、お互たがいさまってところかな」

「先生」

「なんだい？」

　カーライル先生は、にこりと笑った。

「私、ちょっと学園に忘れ物をしちゃったみたいです。先に屋敷に向かっていていただいてもいいですか？」

「そうか。まあ、ぼくも君とこうして話せて、随分と気持ちが楽になった。ありがとう。礼を言うよ、ピース」

「お礼を言うのは私の方です。このカメオ、なくしちゃうところでした」

　手を振ふるカーライル先生にぺこりと頭を下げてから、ピーシアは踵きびすを返した。

　そして、脇わき目めも振らずに走る。息が切れ、心臓がばくばくとうるさかったけれど、何だかいまは魔法を使いたくない気分だった。

　学園の門をくぐり、湖にかかる橋を越えて校舎に入る。向かうところは決まっていた。

　ピーシアは廊ろう下かを駆け抜ぬけ、第十三魔導室の扉とびらを勢いよく開け放った。

「……ピーシア……？」

　きょとんとするトランに向け、ピーシアはカメオを示して見せた。

「と、トラン・スピンタート！　私に、死霊術を教えなさい！　それが私に相応しくないかどうかは私が決める！」

　本当はカーライル先生に教えてもらったことをトランに言おうと思っていたのに、彼の顔を見ると、急にその考えは引っ込んでしまった。

　やっぱり言えるわけない！　死霊術は劣った魔法なんかじゃないなんて……こいつに自信を持たせるようなことなんて……。

「ほ、ほら、受講証！　私には、あんたのゼミに参加する資格があるんだから！」




　　　　　２




　Ｕターンしてきたピーシアは頑かたくなに態度を変えず、トランを悩なやませた。

　彼女は他のゼミも見て回ると言ったが、その条件として、一度しっかりとトランが死霊術を教えることを挙げた。その理由を訊たずねると、彼女はぼそぼそと決まりが悪そうに言う。

「べ、別に死霊術はこの国で評価されないってだけで……だから、あんたも劣等感を抱く必要なんて……」

「は？　もっとはっきり喋しやべれ。何を言っているのかわからんぞ」

「だから！　私のプライドが許さないの！　全然知らない魔法があるなんてことが！」

　まあ彼女が他のゼミにも行くというのなら、トランとしても多少の労力を惜おしむ気はない。ここが落とし所というやつだろうか。

「わかった。そこまで言うのなら、死霊術を教えてやろう。だが、明日には違ちがうゼミに行くんだぞ」

「わかったわ」

　コクリと頷うなずくピーシア。

　しかしその横で、ヨルは露ろ骨こつにがっかりしたような様子で口を開く。

「……ええ、ピース。もうワシに会いに来てくれんようになるんかいな」

「ややこしくなるから、お前は黙だまっていろ」

　もとはと言えば、畜ちく生しようこの上ない偽にせライノスのためにピーシアの時間を使わせているのが忍しのびなく、トランは彼女にもうくるなと言ったのだ。だがそんな事情を知るはずもないピーシアは、わたわたと慌あわてふためき、ヨルの手をしっかと握にぎった。

「ご挨あい拶さつには必ず伺うかがいます！　少しその時間が遅おそくなるというだけで！」

「気にするな。ライノスは私がもてなしておく」

「ちょ、ちょっとでもええから、早く来るんやでえ！　ワシを守ってくれるんは自分だけ──い、いや、ピース、ワシは自分を気に入っとるんやからな！」

「勿もつ体たいないお言葉です……私、やっぱり……」

　トランは咳せき払ばらいし、たやすく翻ほん意いしそうになっているピーシアをけん制した。

「さて、それでは何を教えてやろうか。まあ、まずは基本からだな」

　その日、トランは死霊術を使うためのマナについて語ることにした。いきなり魔法を使うことは、どんな天才といえども無理だろう。

　魔法使いは土地から得られるマナを身体からだに循じゆん環かんさせることによって体内にマナを保ち、それを消費することで魔法を使う。そのため、よりマナの消費の多い強力な魔法を使おうと思うなら、体内のマナ蓄ちく積せき量を増やしておかなければならない。魔法使いの基本のキとも言える内容にもかかわらず、ピーシアはその話を真しん剣けんな表情で聞いていた。

「体内のマナ蓄積量を増やすためには、どうすればいいかわかるな？」

　トランの問いかけに、ピーシアはコクリと頷いた。

「身体の中にあるといわれるマナの通り道を太くすること。そうすることで、体内に多くのマナを蓄たくわえておくことができるわ」

「その通りだ。魔法の系統によって使うマナが違うため、魔法使いは身体の中にいくつものマナの通り道を作ることになる。そして、死霊術で消費されるマナは〝リマナ〟と呼ばれ、その通り道は〝霊経路カスケード〟と呼ばれる。死霊術師は、その経路をより太くすることから鍛たん錬れんを始めるのだ。特に、この土地ではその鍛錬が重要だな。ここにはほとんど霊経路カスケードを通るリマナがないから、パイプの方を太くしておく必要があるということだ」

「なるほど。フェリシスに取り憑ついていた化ばけ猫ねこが潜ひそんでいたっていうのは、その霊経路カスケードだったってことね」

「そうとも。霊経路カスケードを意識するには、身体の左手中指、左ひじ、左ひだり肩かた、喉のど、右の胸、へそ、股こ間かんを通る道を思い浮うかべ、そこに何かが流れているイメージを繰くり返すことだ」

「左手中指、左ひじ、左肩、喉、右の胸、へそ、股間……」

　言いながら、ピーシアは言葉に相当する箇か所しよを触さわっていき、最後に顔を火ほ照てらせた。

「どうした？」

「な、なんでもないわよ！」

「死霊術を習得したいのなら、絶えずその道を意識しておくこと。意識化することが何よりも大事だ。そして次に、意識化した霊経路カスケードを強化するためには、とにかくそこにリマナを通してやらなければならん。左手を出してみろ」

　言われるがままにピーシアが伸ばした左手を、トランは無言で握った。

「ひぅっ!?」

「どうした？」

「に、握るなら握るって言ってよ！　びっくりするじゃない……!!」

「そうか、悪かった。次から気をつける」

　トランは説明を続けた。

「左手の中指に意識を集中しろ。いま私が放出しているリマナが、君の霊経路カスケードの入り口から入り込んでいるはずだ。次いで、左ひじ、左肩、喉、右の胸、へそ、股間の順に……」

「……ど、どこ見てんのよ……!!」

　ピーシアは先ほどよりもさらに顔を赤くして、順々に視線で彼女の霊経路カスケードを追うトランを𠮟しつ責せきした。

「一々うるさい奴やつだ。君はいま魔法を習っているんだぞ。む、しかし……」

　トランは目を瞠みはった。ピーシアの霊経路カスケードは、トランのリマナを抵てい抗こうなく受け入れていく。魔法使いの身体にあるマナの通り道は、言ってしまえばホースやパイプと同じだ。それが細過ぎると、うまく液体を入れることができず、下へ手たをすると入り口で詰つまってこぼれてしまうことがあるのと同じように、発達していない霊経路カスケードはリマナを中々通さないものだ。しかし、彼女ではそういう現象が見られなかった。

「……驚おどろいたな」と、トランは呟つぶやいた。

「え？」

「君の中には、すでに立派な霊経路カスケードが敷しかれている。これなら、誰だれかにリマナを送ってもらうより、自分でリマナを消費して魔ま法ほうを使い、霊経路カスケードを鍛きたえていった方が早いだろう」

「そうなの？」

「そうとも。やはり、君には才能があるということだ」

　トランが言うと、ピーシアはどこか居心地悪そうに、ぷいっと顔を背そむけた。

「簡単な魔法を教えといてやろう。それを使っていれば、おのずと君の霊経路カスケードは、もっと上級の死し霊りよう術じゆつを扱あつかえるだけの強さに育つはずだ」

　トランはピーシアの腕うでを放し、部屋の隅すみに置いてある本ほん棚だなに近寄った。そこに詰め込まれている古びた魔導書の中から一冊を抜き出してから、彼女の下もとへと戻もどる。

「死霊術には、主に三つの体系がある。それは死霊を呼ぶ前と、死霊を呼ぶときと、死霊を呼んだ後の魔法だ。死霊を呼ぶ前に使う魔法というのは、主に死霊を認にん識しきするための魔法だな。君はバスケスやライノスを認識できるが、それは私が術で見えるように仕組んでいるからだ。霊れい感かん、というと少し語ご弊へいがあるが、とにかくその霊感の強い人間にだけ見えるような調節を、私の方でしているということだな。自分だけの力で死霊を認識するためには、やはり死霊術が必要になる。これの初級魔法を教えておこう」

「ちょっと待って！　ノートに取るから！」

　ピーシアは優等生らしく、トランの言葉をまとめようということらしい。ごそごそカバンを弄まさぐってノートを取り出すと、すらすらとペンを動かしていく。

「……三つの体系……死霊を呼ぶ前の魔法というのは主に、死霊を認識するための魔法である、と。ちなみに、呼ぶときの魔法と、呼んだ後の魔法はどういうものなの？」

「死霊を呼ぶときというのは、そのままの意味だ。私も見せたことがあっただろう？　それは召霊魔法ゲイトと呼ばれていて、ただその際にプラスアルファで利用される付ふ与よ魔法がいくつもある。付与魔法については複雑すぎて理解できないだろうから、そのことはまだ置いておいた方がいい。死霊を呼んだ後の魔法というのは、死霊に物質的な影えい響きよう力りよくを持たせたり、自分の身体に憑ひよう依いさせたりできる魔法のことだ。あと、いましがた言った、君に死霊を見えるように調節している魔法というのも、この魔法体系に属するものだな……」

　それからトランは夢中になって話に没ぼつ頭とうし、ピーシアは適度に相あい槌づちを打ちながら質問してノートをまとめた。




　話がちょうど区切りのいいところになり、トランは一息ついた。

「とりあえず、今日はここまでだな。一気に詰め込んでも魔法は覚えられるものではない」

「……いいところだったのに……もうちょっとくらい……」

　ごにょごにょとピーシアは言う。

「どうした？　ここまでで、何かわからないところがあるのか？」

「……はっきり言って、わかったことの方が少ないわ。死霊術の術式がこんなに複雑なものだと思わなかった。あんたは一年くらいしか勉強しなかったのよね？　ラプランドで」

「私の場合は、運がよかった。世界最高の死霊術師に師事できたわけだから」

「それにしたって異常だわ……あんたはひょっとして……」

　と何かを言いかけて、ピーシアはハッと顔を赤らめた。

「べ、別に！　あんたにできたことなら、私にだってできるわ！　……今日は終わりね？」

　どこか後ろ髪がみを引かれたような態度のピーシアと一いつ緒しよに廊ろう下かを歩き、校舎の外に出ると、もう日は落ちていて、トランは仮面の奥で眉まゆをひそめた。

「もうこんな時間か」

　どうやら、夢中になり過ぎたらしい。魔法を教えるというよりも、誰かと魔法の話をするというのが、トランにとっては新しん鮮せんな体験だったからだ。不当な落ちこぼれを作らないこと。それが、ここにきた自分の目的だったはずだった。にもかかわらず、ピーシアのような優等生に魔法を教えているという矛む盾じゆんに、トランは内心で苦く笑しようした。

「早く帰らないといけないわね。明日は約束通り他ほかのゼミに出るわ。でもライノスさまにご挨拶しないといけないから、あんたのところにも寄る。いいわね？　じゃ、また明日ね」

「馬ば鹿か者もの。こんな夜道に子ども一人で帰らせられるか。送っていく」

　ピーシアは目を丸くした。

「なんだ、不服か？」

「……ううん、それじゃお願いするわ」

　今回はやけに素す直なおに折れたピーシアと、トランは並んで歩いた。

　魔術師は、弟で子しを取って一人前だという師の言葉を思い出す。

　己おのれの未熟さを、免めん罪ざい符ふにできなくなるからだ。ピーシアは弟子というか、まだ正式な生徒でもなかったが、トランの中に責任感を芽生えさせるのに十分だった。

　なるほど、と、隣となりのピーシアをちらりと一いち瞥べつして思った。こういうのも悪くないか。

「……ねえ、ちょっと聞いていい？」

　しばらくして、ピーシアが口を開いた。

「何だ？」

「あんたはどんなゼミ受けたの？　あんたも聖オルフェの生徒だったんだから、ゼミくらい受講したんでしょ？」

「私か？」

　トランは苦笑した。それは、自分にとって苦々しい記き憶おくだった。

「いや、私はゼミに入っていない。どの教師にも断られたよ。彼らにメリットがないからな。ゼミに優ゆう秀しゆうな生徒を集め、彼らが社会で一定の地位を築くことで教師は評価される。その評価がまた優秀な生徒を呼び込む。だから、私のような生徒は彼らに必要なかった」

　すると、ピーシアは驚いたようだった。

「そんなのおかしいわ！　魔法使いを育てるための学校でしょ、ここ？」

「私は度が過ぎていたんだよ。恐おそらく、君のような人間にはわからんだろうな。だが、教師も教えてくれなくなった魔法を、最後まで私に教えようとしてくれたのが君の姉、パーレイア・ライ＝ムラートだ。君と同じように私を罵ののしるし、高飛車な態度にはどうにも閉口したがね。だが、うん……彼女には、いまでも感謝しているよ」

「お姉ちゃんが……？」

「もちろん、最後には匙さじを投げられた。というよりも、間に合わなかったんだ。彼女にも卒業という期限があったからな。だが、彼女はまた戻ってくると言っていたよ。酷ひどい話だ！　私にそれまで、留年していろというわけだ。だが、嬉うれしかったな。そして、恥はずかしかった。だから私は彼女が遊学から帰ったという知らせを聞いたとき、学園に除じよ籍せき願いを提出したんだよ。彼女にみっともない姿を見られたくなかった。案の定、去年、彼女は聖オルフェで教きよう鞭べんを執とったんだろう？　危ないところだったな！」

　ピーシアの方をちらりと覗うかがいながら、トランは続けた。

「……だからな。この職を得たとき、私の頭に最初に浮かんだのはパーレイアだった。私は魔法使いとして世間から認められたと、彼女に教えてやりたかった。君は間ま違ちがっていなかったと。君が根気強く教えようとしていた落ちこぼれは、人に魔法を教えられる立場にまで成長したとな。けれども、彼女は私と入れ違いで退職したと聞く。……いや、人には事情があるから、彼女が辞やめた理由を教えてくれと君に頼たのんでいるわけではないよ」

　ピーシアはそれを聞いても何の反応も返さず、しばらく黙だまっていた。

　二人は、昼間とは少し様子を変えたオルフェの街を歩いた。夜の街は、星降りの夜が近付いているということもあって、とても賑にぎやかだった。

「……お姉ちゃんのこと好きなの？」

　突とつ然ぜん、ピーシアがそう訊たずねた。

「どうしたのだ、急に？」

「みんなお姉ちゃんのこと好きになるんだもん。あんたもそうなの……？」

　どこか拗すねたように訊きくピーシア。

「とんでもない！」と、トランは噴ふき出してしまった。

「あんな魔女を好きになるものか！　むしろ、なぜあいつがあれほどみなから人気があるのかがわからん！　あいつは蛇へび女だぞ！」

「何よ！　人のお姉ちゃんに向かってそんなこと言う!?」

「おい？　なぜ君は笑ってるんだ？」

　口調こそ厳しかったが、ピーシアは笑っていた。しかし彼女は慌あわてて指で口角を下げる。

「わ、笑ってなんかいないわよ！」

「まあ、別に構わんがね。私とパーレイアは水と油だ。私と君がそうであるようにな。好きになる、ならないの問題以前に、立っている場所が違い過ぎる」

「別に、いまのはあんたのことを笑ったわけじゃないわ」

　ピーシアは少し眉を吊つり上げた。

「それに、私とお姉ちゃんは違うから。一緒くたにしないでよね。あんたとお姉ちゃんが相あい容いれなかったとしても、あんたと私がそうだとは限……」
















「どうした？」

　途と端たんにごにょごにょと言い淀よどむピーシアを、トランは訝いぶかしんで眺ながめた。

「だから……その……ほら！　お姉ちゃんは、あんたの連れているバスケスって死霊が見えなかったみたいだけど、私には見えたし！　そういうことを言ってるのよ！」

「ああ、屋や敷しきでの一件のときだな」

　と言って、しまったと思う。

　ピーシアに、あの事件のことを思い出させるようなことはしたくない。こちらは犯罪行こう為いを留保してもらっている身だ。トランは慌てて話題を変えた。

「そう言えば、最近バスケスの奴やつを見ないな」

　するとピーシアの方も、どこかほっとしたような表情になった。

「変な死霊よね、あの人。どうして彼を傍そばに置いているの？」

「どうしてとは？」

「もっと普ふ通つうの死霊がいるんじゃないの？　彼はあんたに従順な感じはしないし、もっと素直な死霊の方がいいでしょ？」

「そんなことはない。イエスマンを傍に置いていても、独善的になるだけだ。これは師の受け売りだがな。自分とは異質な考えをする死霊の意見に触ふれ、弁証法的に、より進歩的な思想を身につけていけとな。そういった意味ではあいつは最適だよ。初めて呼び出したときから、私とは何から何までが違う」

　トランがやれやれと肩かたをすくめると、ピーシアは声を出して笑った。

「……逆にな、ピーシア。これは死霊術を多少なりとも教えた君にだからこそ言うわけだが、身近な人間の死霊というのは、極力呼ばない方がいい。例えば君はおじいちゃんっ子だと言っていたが、亡なくなった君の祖父を呼ぶようなことはやめておくんだ」

「どうして？」

「お互たがいの中に悔くいというものを増やす結果になるからだ。この人ともっと一緒にいたいと、どうしても思うだろう？　だが、それはできない願いだ。死んだ人間は蘇よみがえらない。死霊術で意識を取り戻もどしているだけだからな。そしてそんな死霊に入れ込んでしまうと、どうしても人間は過去志向になる。あのときはよかった、あのときに戻りたい……だが、時間の進み方は常に一方方向だ。決して、過去に戻ることはない」

「……わかったわ」

「それにな、死し霊りようを完全に支配下に置く術もある。死人に口なしとはよく言うが、これは真逆で、その術を使えば死霊に必ず真実を語らせたりもできるわけだ。そうなると、聞かなかった方がよかった内容を聞いたりしてしまうだろう。私がもっとも残ざん酷こくだと思ったのは、最愛の妻を蘇らせた死霊術師が、その術で妻の本音を引き出した結果、自殺してしまった話だな。いまは、とても話せる内容ではないが」

「死霊術にはそんな魔ま法ほうもあるの？」

「あるさ。名を開襟魔法アンマスクという。だが、私は使ったことがない。死者にも守られるべき尊厳があると信じているからな。何から何まで聞き出して良いわけじゃない。きちんと彼らの意思を尊重しなくては」

「それは……それは、そうだわ。絶対その通りよ」

「私がジョージ・テンペスタなら、五つの世界魔法などではなく、間違いなくこの術を封ふう印いんするだろうな。私にそんな才能はないがね」

　トランが笑ってそんな冗じよう談だんを言っても、ピーシアは真しん剣けんな表情のままだった。

「そうしようと思った人はいなかったの？　魔法はとても便利だけど、やっぱり人間が越こえちゃいけない線引きがあるはずだわ。その、開襟魔法アンマスクっていう魔法はその線を越える類たぐいの魔法だと思うけど」

「弟子に倫りん理り的な教育をしっかりする。危あやういと感じた弟子には、この術を教えない。いまのところ、死霊術師たちの間ではそれがルールになっている。だが使わないのと、使えないのとでは、意味合いが大きく違ってくる。死霊術師たちは率そつ先せんしてこの術を使おうとはしない──少なくとも、私が知る死霊術師たちは使おうとしない──が、誰だれかがこの魔法を封印して使えなくしようものなら、強い非難を浴びせるだろう。英知に対する冒ぼう瀆とくだと。そして、その封印を解こうとする者が必ず現れる」

　二人は中央区に入り、がやがやと賑やかな街を進んだ。マナを吸い上げて光る魔法の街灯が揺ゆれ、夜の街に明かりを投げかけていた。しばらくしてライ＝ムラートの屋敷が見えてくると、そこに人だかりができているのがわかった。

「何かあったのかしら？」

　ピーシアは眉まゆをひそめた。

「ああ、お嬢じようさんだ！　みんな、見ろ、ピーシア・ライ＝ムラートさんだ！」

　屋敷を取り囲む一人が、目ざとくピーシアを見つけて叫さけんだ。

「お帰りなさい！　そしておめでとう、ライ＝ムラート！　世紀の再発見のときに、その場に居合わせないなんて、なんて運のない方だ！　だけど、明日の朝刊でこれを知る市民に比べれば、まだまだ恵めぐまれていますよ！　一いつ緒しよに喜びましょう！」

「何があったんですか？」

　ピーシアが訊ねると、人だかりの一人が、満面の笑えみで答えた。

「トマス・カーライルがやったんですよ！　先ほど彼はこの屋敷で、あなた方の一族がずっと守ってきた魔導書──世界魔法〝星〟の解読に成功したと発表したんです！」




　　　　　３




　翌日、街中は大おお騒さわぎだった。その騒ぎの波はもちろん聖オルフェの学園にも押し寄せた。というよりも、学園の教師であるカーライルが発した波であるのだから、そこが静かなままでいる方がおかしい話だった。

　みながカーライルの姿を捜さがし、彼を質問攻ぜめにした。彼に休息の時間はなく、教師としての職務を全まつとうするために授業をしている間だけ、詮せん索さくの声をシャットアウトすることができた。だがその授業を受ける生徒たちにしても、学校の授業で扱あつかわれるような簡単な魔法の仕組みよりも、世界魔法のことを聞きたがっているのは明白だった。

　そんな喧けん騒そうから、少し離はなれた場所。

　第十三魔導室で新聞に目を通したヨルが、ぽつりと呟つぶやいた。

「これはありえへんことやで。なんで偽にせ物ものの魔導書を読んで〝星〟を解読できるんや？」

「だが、現にカーライルはそう言っている。間違っている可能性は否定できないが、これまで次々と新しい魔法を開発して都市を沸わかせてきた男だ。みなの期待も高いと思うが」

「ああ、そうか。間違っとる可能性もあるか。ほな、絶対にこれ、正しい魔法ちゃうわ」

　ヨルが新聞を叩たたいてそう言ったので、トランは腕うでを組んで反論した。

「どうしてそう言い切れる？」

「ええか？　世界魔法〝星〟っていうのは、外付けの魔法なんや」

「外付け？」

「せや。人間が詠えい唱しようするにはキャパが足らなすぎるから、先に命令式を組んどく魔法のことや。魔法の本体は人間の中になく、他ほかの媒ばい体たいを通して発揮される。そんで世界魔法〝星〟の媒体いうんが、魔導書なわけやな。魔導書に書かれた文字は、全部命令を構成しとる。ワシは贋がん作さくを作ったが、そこに命令までは込めんかったで」

「そんなことが可能なのか？」

「はあ？」

「いや、普通の本を考えてみたとき、写本というのがあるだろう。だが、その内容は本物と同じになるはずだ。いままで意識していなかったが、そうだ！　どうして気付かなかったのだ！　お前の意図にかかわらず、その贋作の魔導書というのは本物と同じ内容になってしまったのではないのか？」

「本の内容は関係ないで。自分には理解できんやろうから端は折しよるけど、媒体を必要とする外付けの魔法に必要なのは、内容よりも手順なんや。どの内容をどの順番でつづるかが大事っちゅうことやな。写本を見ても、書かれた情報の順番なんかわかるかいな」

　ヨルは、尻しりをかきながら続ける。

「ワシらの時代でいう魔導書っちゅうのは、魔法の理論を誰かに説明するために書かれたものやないねん。術者と一体となって、魔法自体を作り出すものなんや。いまはそういう、媒体を利用して発動する魔法はあんまり流は行やっとらんのかいな」

「魔法商品というものがそれに近いか。しかし、これは才能のない者のために作られたものだから、少し意味合いは変わってくるかもしれんな。あとは死霊術の霊れい媒ばいとかか？　しかし霊媒にしても、物を媒体にするが、魔法自体は自分の中で組むからな。魔法使いが、自分の中で組めないほど巨きよ大だいな魔法を必要としなくなったのではないか」

「まあ、そのことはどうでもええわ。問題はそういう、物自体が魔法の装置になっとるような魔法が存在するっちゅうことや。もちろん、さっきのは喩たとえやから、本当はそんな単純な話やないで。ただ言えるんは、本物の魔導書がない限り、世界魔法〝星〟を解読するんは絶対に無理っちゅうことや」

「本物の魔導書は永遠に失われたからな。お前のせいで」

「わ、ワシのせいちゃうがな！　時代や！　戦争を求めた時代が悪いんや！　とにかくやな、このカーライルっちゅうガキは、なんか誤解して魔法を解読したと思い込んどるだけか、あるいはただの目立ちたがり屋ってことや！」

　そのとき部屋の扉とびらが開け放たれ、満面の笑みを浮うかべたピーシアが入ってきた。

「ライノスさま！　お聞きになりましたか！　私の家の悲願がついに達成されたこと、そして新しい英えい雄ゆうが誕生した話を！」

「え、あ……いや、いま新聞を読んだとこやわ。すごいなー、このカーライルっちゅう奴は天才やなー」

　白々しい態度で、いま口にしたばかりの発言と真逆のことを言いだすヨル。

「ライ＝ムラート家は、この日のことをずっと夢見てきたんです！　〝星〟の秘密が解き明かされ、ライノスさまの英知がみなの手に取り戻される日を！」

「そのことだが、ピーシア。君は昨日か今日、カーライルと直接話をしたか？」

　トランはチラッとこちらに視線でＳＯＳのサインを送るヨルのために、助け船を出した。

「話したわ。もちろんよ！　カーライル先生は星降りの夜に、私たちの家族を招待して下さるって！　あの方は星降りの夜に〝星〟を唱えるつもりだとおっしゃっていたわ。その歴史ある日の記き憶おくをみんなで共有しようと、たくさんの人を招待しているの！　王さまの使いも来るし、外国からの大使も来るそうよ！」

「……公開処しよ刑けいやんけ。可哀かわいそうなガキやな……」

　興奮した様子のピーシアには、ぼそりと呟くヨルの言葉は聞こえなかったらしい。

「〝星〟とはどういう魔法なんだ？　そのことは聞いたか？」

「聞いたわ。もちろん！　世界魔法〝星〟っていうのはね、この大地の傍を通り過ぎていく流星群から、マナを取り出す魔法のことなんだって！」

　それを聞いたヨルは口をすぼめた。どういう意図があってやっているのか知らないが。

「聞いたことぐらいあると思うけど、私たちの住むこの世界っていうのも、大きな視点から見ると星なのよ。星にはマナが溢あふれている。でも、私たちはこの世界のマナしか使うことはできないわ。だって、他の星々は距きよ離りが遠すぎるから……。ああ、嫌いやだわ私、ライノスさまがいらっしゃる場で、ご本人のお作りになった魔法の説明をするなんて……」

「いや、構へんよ。小こ僧ぞうに教えたってくれ」

「はい！　それでしたら……」

　ヨルに言われたピーシアは、これ以上誇ほこらしいことはないとばかりの顔で説明を続ける。

「いい？　遠くの星々に溢れる潤じゆん沢たくなマナ。巨大資源であることはわかりながらも、人々はそれに手出しできなかったわ。でも、そのマナを捕とらえる方法を考え付いたのが、ライノスさまなの！　私たちの世界に急接近する星々──いまストーメア流星群と呼ばれる星たちの一団を観察し、周期、経路から、その膨ぼう大だいなマナを捕える専用の魔法をお作りになった。それが、世界魔法〝星〟よ」

「マナを取り出してどうする？」

　トランは訊たずねた。

「どうするって。何だってできるじゃない！　マナは魔法の根幹なんだから！　あんたはこの土地では死霊術が使いにくいって言ってたわよね？　それは、この大地に死霊術に適したマナがほとんど発生していないからでしょ？　でもこの世界魔法で他の星から必要なマナを取り出せれば、そういう欠けつ如じよしたマナという概がい念ねんはなくなる。それに、いまはマナが枯こ渇かつしてしまった大地に、マナの彩いろどりを取り戻もどすことだってできる！　世界は平等になるのよ！　これって、本当に素す敵てきなことじゃないかしら！」

「それは、カーライルっちゅう奴やつがそう言ったんやな、ピース？」

　ヨルが訊きくと、ピーシアは途と端たんに顔を赤らめた。

「え？　ええ、まあ……その、受け売りです……素晴らしいことだと思って……」

「なるほどなあ、大したやっちゃで」

「そ、そうなんです！　あの方は天才ですから！　いまも、第二魔ま導どう室ではカーライル先生がゼミを開いておいでになっています！　多分、学園のほとんどの生徒が詰つめかけていると思いますよ！　みんな、あの方の声を少しでも聞きたくて……」

「君も早く行った方がいいぞ。今日はカーライルのゼミに出るんだろう？」

　トランがそう言うと、いままでキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせて上じよう機き嫌げんだったピーシアは、途端に膨ふくれっ面つらになった。いつも思うが、本当にコロコロと表情の変わる少女だ。

「……何よ。私が他のゼミに出るのに、そんな態度でいいの？」

「何がだ？　最初からそういう約束だっただろう？」

　すると、ますますピーシアは不機嫌そうになる。

　わけがわからず、トランは混乱した。この娘むすめは、いったい何を怒おこっているのだ？

「別に！　そうね、私は今日カーライル先生のゼミに行くの。ひょっとしたら、明日も明後日も、その次の日もそうするかもね！」

「それはダメだ」

　トランが異を唱えると、ピーシアはぴくりと片眉を動かしてから、どこか得意そうな表情を浮かべた。

「……ふーん、ダメ？」

「ダメだ」と、トランは頷うなずく。

「なーんだ？　やっと素直になったってわけ？　やっぱり、あんたも──」

「私は、色々なゼミに顔を出せと言っただろう。カーライルのゼミにばかり出るな。他の教師の魔法も学びに行け」

「──わかったわよ！　あんたなんか、もう知らない！」

　そう吐はき捨てるように言って、ピーシアは大おお股またで部屋の扉に向かっていく。

「何を怒っているんだ？　おい、ピーシア！　ゼミを一いち巡じゆんして、まだ死し霊りよう術じゆつを学ぶ気があったら、ここに来い。昨日の続きを教えてやる」

　ピーシアはピタリと立ち止まり、ジロッとトランを睨にらみつけてから、「ふんっ！」と鼻息荒あらく部屋から出ていった。

「あいつ、どこかおかしいんじゃないか」

　ピーシアがいなくなってから、トランはヨルに問いかけた。

「……いや、アホなんは自分やがな。どうしようもないクソ野や郎ろうやでしかし」

「そ、そこまで言われるようなことがあったか!?」

「いや、もうええわ。アホらし。なんかやる気なくなってしもうたわ。カーライルっちゅうペテン師の話でも聞きにいこかな思っとったけどやめやめ。ワシ、寝ねるわ」

「おい、待て」

　トランは耳ざとく、その言葉に気がついた。

「ペテン師？　カーライルがペテン師だと？」

「せやで」

「いまのピーシアの話を聞いただろう？　それでもまだ、カーライルのことを信じられないのか？　お前自身、さっき奴のことを大した奴だとか言っていたではないか」

「大したほら吹ふき野郎やな、と思ったんや。世界魔法〝星〟に、この世界のマナを平等にする力なんてあるかいな。あれはむしろ、マナを乱す力やで」

　鼻をほじりながら言うヨルの態度からは、その発言ほどの重みが感じられなかった。

「いやいやいや、待て待て……!!　ど、どういうことだ？」

「そのまんまの意味やがな。そのカーライルっちゅうガキは〝星〟のことを何もわかっとらんか、あるいはわかった上で噓うそを吐ついとるか、って言っとるんや。どっちにしてもタチ悪いわな。まあ偽の魔導書を読んでても、流星群のマナを利用する魔法やっちゅうことくらいわかるやろうから、それで先走ったんちゃうか？　偉い大だいなるライノス・ストーメアさまさまのイメージを思い浮かべて、あとはそこからの連想ゲームや。世界魔法いうくらいやから、この世界の均きん衡こうを守る魔法に違ちがいない……せやから、いまマナが土地によって不均衡になっとるんは、この魔法が弱まっとるせいや……てな具合にな」

「……実際は違うのか？」

「せやから言うたやろうが。いまこの世界にあるマナの不均衡は、世界魔法〝星〟によって引き起こされたものなんや。そのことを理解せんと、何も始まらんで」

　世界に秩ちつ序じよを与あたえたと言われる世界魔法の一つが、マナの均衡を乱している？　ヨルの言っていることがまったくわからず、トランは混乱した。

　滅めつ亡ぼう主義者であるバスケスの話だと、この世界を支えているのは世界魔法だという。彼は、それを完全に消し去ることで──軽いノリで言うくせにとんでもない話だが──世界を滅亡に追いやることができると思っていた。しかし、ヨルの言葉はそれに反している。

　彼の言う通り、世界魔法〝星〟がマナを乱しているというのなら、その魔法こそがこの世界の秩序を破は壊かいしているということになるのではないか。

「……まるでわからん。お前の言っていることが事実なら、なぜライノス・ストーメアが伝説の竜りゆうなどと言われて英雄視されている？　マナの不均衡を引き起こしたような奴が」

「自分はほんまにアホやな。そうする必要があったってことやんけ」

「はあ？」

「人間にとっては、世界のマナが不均衡であった方がよかったっちゅうことや。不均衡というより、分化されとる状態ってことやな。ええか？　未分化のマナは、この世界に何を引き起こすかわからんかったんやで。カオスな状態のマナのせいで、突とつ然ぜん世界が氷河期になったり、人が住めんほどの熱を持ったりすることもあった。その度たびに、人間は世界を変えるほど強力な魔法──世界魔法を開発して事にあたっとったんや。世界魔法〝火〟は、氷河期を終わらせた。逆に、世界魔法〝氷〟は、世界の猛もう烈れつな熱を鎮しずめた。そのイタチごっこを終わらせたのが、ライノス・ストーメアの世界魔法〝星〟やねん」

　ヨルはごろんと横になり、尻しりをかきながら続ける。

「自分、昨日ピースに、人間の身体からだにあるマナの通り道のこと説明しとったやろ？」

「あ、ああ」

「左手中指、左ひじ、左ひだり肩かた、喉のど、右の胸、へそ、股こ間かんやったか？　要所要所を辿たどるようなマナの道。根本的にはこれと同じやねん。ライノスは、この世界の各所に要所を置くことで、マナの流れ、通り道を作ったんや。そのために利用したのが、まったくの異界から取り出した星のマナやな。ライノスは開発した世界魔法を使って、大地のいろんなところに、星々から取り出した巨きよ大だいなエネルギーを突つき刺さした。すると川の中にある杭くいの周りに渦うずができるみたいに、その異質なマナの周りにそれぞれ特定のマナが集まったんや。これが、いま世界のマナが分化して不均衡な状態になっとる理由や」

「つまりそれは良い行こう為いだということか？　ライノスは英えい雄ゆうにやはり相応ふさわしいと……」

　トランが訊くと、ヨルはしかめっ面になった。

「何でそんなことを気にするんや？」

「いや、ピーシアやライ＝ムラートの一族が失望しないで済むなら、それにこしたことはないと思っただけだが……」

「この世界からしたら大悪党やで。ライノスのオッサンは、この『世界』っていう巨木の仕組みを、根本から作り変えよったんやからな。元々あった理ことわりを乱されたいまの世界は、細分化された根っこでしかマナを吸い上げられん。でもまあ……生物や人間が生きるためには、そっちの方がええんちゃうか？」

「……そうか、そうだな。私たちはどうしても人間の都合で物事を考えるからな」

　トランは腕うでを組み、しばらく考えてから口を開いた。

「もし、いま……誰だれかが世界魔法〝星〟を唱えたらどうなる？」

　ヨルは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そら、ライノスのオッサンはストーメア流星群から取り出して、この世界に突き刺すマナの量を計算しとるわけやからな。また唱えでもしたらその量が過か剰じようになって、世界のマナは暴れ狂くるうやろ。最悪、ライノスの時代よりも前の、マナが未分化やった時代に逆戻りやろな。大変な世界になるで」

「カーライルはそのことをわかった上で〝星〟を唱えるなどと言っているのか……？」

「せやから、そいつは魔法を理解できてないっちゅうとるやろ！　もしくは、できた気になっとるだけや！　〝星〟を理解して唱えるような奴は、破滅論者だけやがな！」

「例えば、ジョージ・テンペスタのような？」

　トランがそう訊くと、ヨルは押し黙だまり、ジロッとトランの方に瞳を動かした。

「……何が言いたいねん？」

「災さい厄やくの魔術師なら、世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにするような魔法を躊ちゆう躇ちよせず唱えるのではないかと思ってな。……ん？　しかし、テンペスタは五つの世界魔法を封ふう印いんしようとしたのだったか……どういうことだ？」

「……自分はほんまにマ抜ぬけやな。本名はマトランとかトマランとかちゃうんかいな。で、マが抜けてトランになったんや。あ、これひょっとして傑けつ作さくちゃう……？」

　ヨルはどこからか『ネタ帳』と書かれたメモ帳を取り出し、ペンを動かし始めた。

「トマランやって……クックック……トマラン・スピン・タアーッ！　ト。回り過ぎやがな……止まらんかい……クックック……あかん、やばい、腹よじれるわ」

　ヨルは床ゆかを拳こぶしで叩たたきながら、ヒィヒィと笑い続けた。

「何がそこまで面おも白しろいかわからんが……」

「……考えてみい。歴史は誰が作るんや？」

　突然、ヨルはそんなことを言い出した。

「歴史？　それは事実の羅ら列れつだろう。誰が作るわけでもない。強しいて言うなら、そのときに生きた人間と、後世の社会か」

「だから自分はマ抜けやっちゅうとんねん。歴史は都合が作るんや。立場の強い人間や、もしくはより多くの人間にとっての都合がな。英知に対する愚ぐ行こう。五大魔法の封印を見てそう感じた奴が、災厄の魔術師なんてレッテルを貼はっただけやろ。多くの魔法使いにとって、理り屈くつとかそういうことは重要やないんや。理屈で考えたら〝星〟以後、世界魔法は不要になった。だが魔法を使わないのと、使えないのとでは話が変わってくるんや」

　トランは息を吞のんだ。それは、自分がピーシアにした話とまったく同じだったからだ。

「ということは……ということはだ……ジョージ・テンペスタは、バスケスが信しん奉ぽうするような悪人ではなかったということか……？」

「ん？　ああ、そういや、あのガキもショック受けとったな。『オウ、神は死ンダ！』とかなんとか。だがな、ワシは安心しろ言うたったわ！　ジョージ・テンペスタは悪人やで。それも、極ごく悪あく人にんや」

　ヨルはニヤリと笑い、「……この世界からしたらな。星が落ち、マナの理が乱れた状態を、そのまんまにしようとしとるんやから」

　そこまで言ってヨルは腹ばいになり、トランに向けてくいっくいっと指を動かした。

「勉強になったやろ。授業料やで。腰こし、マッサージしてくれや。凝こっとんねん」

「……仕方のない奴やつだ」

　トランはヨルの言う通りにしてやった。別に、この竜のことを見直したわけではない。彼らの時代には、まだライノスの業績が明確なままだったのだろう。彼らの時代の常識を知っていたからと言って、それは別段この竜が優すぐれていたということにはならない。

　ヨルの腰を押すと、たるんだ肉がぶよぶよした。気持ち悪いな、おい……。

　トランが、そんなことを考えているときだった。

「親分、不出来なワタシをお許しくだサイ。もののアワレ……」

　噂うわさをすれば影かげ。顎あごをがくがくさせたバスケスが、すうっと第十三魔ま導どう室に現れたのだ。
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「おい？　随ずい分ぶんと久しぶりではないか。いままでどこに行っていたのだ？」

　トランは、バスケスに声をかけた。

「オウ、我が主あるじ！　久方ぶりデス！　親分はどこデスカ？」

「親分？」

「ワシやがな」

　そう言ったのは、マッサージを終え、すかさずトレーニングのためにピエロが乗るような球の上でバランスを取って座るヨルだった。

「これ、腹筋鍛きたえられるわあ。まあ、ワシ、そんなことせんでもスリムやねんけどな。意識高い系男子っちゅう奴やつやな。ワシが雌めすやったら、ワシみたいな奴は放ほうっておかんわ」

「親分！　バランスボールで遊んでいる場合ではありまセン！」

「遊んどるわけやない！　こういった地道な努力が、モテ男を作るんや！　で、どうや？　本物の魔導書の手て掛がかりは何か見つかったか？」

「それが、皆かい目もくデンネン……」

「おい、何の話だ？　いや、そもそも何でお前らはそんなに親しげなのだ」

　わけのわからない会話を続ける二人の死し霊りようの間に、トランは割って入った。

「何でって……そらワシぐらい偉えらい男の言うことは聞くもんやろ。自分ぐらいやで？　殴なぐったり、蹴けったり。ほんま信じられんわ」

　トランがまた拳をぎゅっと固めると、ヨルは手を揉もみ合わせた。

「じょ、冗じよう談だんですがな！　ときに天に日は二つあってもええねん！　ワシと自分、二人とも偉いってことで手を打とうや！」

「そんなことはどうでもいい！　いったいバスケスに何を調べさせていた！　お前もだぞ、バスケス！　お前は私の身辺警護をするということで、この国に連れてきたのではないか！　任務を忘れて、こんな放ほう蕩とうドラゴンの言いなりになるとはどういうつもりだ！」

「エロウ、スンマヘン」

「お、その発音やで！　ようやく竜語がわかってきたやんけ！」

「話を聞けええええええええ！」

　頭の血管が切れるかと思った。確かに、どちらも手に余る死霊だということはわかっていたが、まさかダブルパンチの威い力りよくがここまでとは！　何という無む駄だなシナジー……。

「うっさいやっちゃなあ……ワシは善意でやったんやで。ええか、小こ僧ぞう。こいつにはな？　本物の魔導書の場所を探させとったんや」

　鼻をほじりながら言うヨルの言葉に、トランは眉まゆをひそめた。

「……本物の魔導書だと？　それは世界魔法〝星〟の、ということか？」

「せや」

「それはお前のせいで失われてしまったんだろう。鋳い潰つぶされたライノスの像の中に隠かくしていたせいで」

「あの魔導書がそんなことでダメになるかいな。ワシの次ぐらいに魔法の才能があるライノス・ストーメアの魔導書やで？　並の奴では解かい呪じゆできん固定魔法エターナリアがかけられとるよ。ワシかて手を焼いたんや。せやから他ほかの奴に、あの魔導書をどうにかするなんて絶対に無理やと思うで」

「手を焼く？　お前はあの魔導書を盗ぬすむために、そっくりの偽にせ物ものを作っただけだろう？」

　トランが訝いぶかしんで言うと、ヨルは呆あつ気けにとられたような顔になった。

「はあ？　自分、まさかまだ気付いとらんのかいな？　さっきの会話で、ワシは自分を中々見所ある奴やなと思ったのに、肩すかしかいな。名前まで出とったのに。ワシがあの魔導書を盗んで何をしたかったか、ほんまにわからんと？」

「いや、だから盗んで金にでも……」

　と、言って、そのことをこの前ヨルが否定していたことを思い出す。

　やっていいことと悪いことの判断はついている──確かそんな内容を言っていたはずだ。

　だが、それではなぜヨルは魔導書を盗んだのか？　思えば、トランはいままでそのことを考えなかった。盗んで金にする気はなかったらしい。かといって盗んだ後に隠して手放すくらいだから、コレクターが持つような収集欲のためでもなかったのだろう。

　そのとき、たった一つの答えが降ってきて、トランはピタリと固まった。

　ありえない、と思ったからだ。

　その答えは、確かにヨルの盗みに筋道だった理屈を与あたえたが、彼の普ふ段だんの態度からはとても想像できないような内容だった。

「ワシがその魔導書を盗んだのは、世界魔法を封印するためやで」

　トランの思考を読んだかのように、ヨルは言う。

「ふ、封印？　封印だと？　お前などにできるわけがないだろう！　いや、する必要がない！　なぜなら、その魔法はすでに災厄の魔術師に封印されているからだ！」

「はあ、ワシは災厄の魔術師なんて知らんなあ。それにワシ以前に、世界魔法を封印しようと考えた奴がいたなんてことも聞いたことがないわなあ」

「ヨルギス。冗談はそこまでにしてあげないと、我が主が可哀かわいそうデスヨ……」

　バスケスはヨルを諫いさめてから、トランの方に向き直った。

「我が主。紹しよう介かいしまショウ……この方はヨルギス・テンペスタ。ワタシやあなたの国の発音では、ジョージ・テンペスタと呼ばれる方デス」

「……ジョージ・テンペスタ……？」

　トランはポカンと口を開いたまま、再び固まった。

「そうデス。そしてヨルギス親分は、ワタシが誤った思想に取り憑つかれていることを𠮟しかり、もう一度ワタシに機会を下サッタ。聖ジョージ修道院は、いまこの方の理想から遠くかけ離はなれた教えを発信しているのデスヨ。聖ジョージは世界を絶望に陥おとしいれたかったのではナク、世界を維い持じするために汚お名めいを被かぶったのデス……」

　ジョージ・テンペスタは世間から悪魔であるかのようなレッテルを貼られている。だが、どうやらそれは、世界にあるべきではないものを排はい除じよした結果らしい。

　世界魔法という、かつて世界を救う力だった魔法。

　そして、いまでは過剰な現象を引き起こすだけの魔法。

　いつしか歴史は歪ゆがみ、世界魔法はその善性だけが語られるようになり、反対にジョージ・テンペスタはその仇きゆう敵てきという位置づけになった。

　五つの竜りゆうの力を殺した災厄の魔術師。竜殺しのジョージ。

　トランも、そのことを疑わなかった。このヨルに話を聞くまでは……。

「なんやねん、その目は？」

　ヨルはトランをじろりと睨にらんで言った。

「い、いや、お前、竜ではないか。お前がジョージ・テンペスタだとしても……なぜ竜が竜殺しなどと言われてるのだ……？」

「はあ？　人間だって人間を殺すやんけ。的外れな質問すんなや。あとな、ワシは別にあのオッサンらを殺したわけちゃうで。魔法を封ふうじただけや」

　ぽりぽりと頭を搔かき、

「とはいえライノスの〝星〟だけは封印することができんかった。それが問題をややこしくしとってな。ワシがこのガキに本物の魔導書の手て掛がかりを探させとったんも、そのせいや」

「どういうことだ？」

「ライノスのオッサンは自分の魔法に、他の人間では手出しできん要素を組み込んだんや。ひょっとすると、一番賢かしこい方法かもしれんで。その方法のために、ワシは〝星〟の魔法式自体に干かん渉しようすることができんかった。できたんは、魔導書の表面に、何の意味もない噓うその文字を付け加えるくらいのもんや。他の四つの世界魔法はな、もう無理や。魔法式を完全に滅め茶ちや苦く茶ちやにしたったから、誰だれが魔導書に触ふれても魔法は発動せえへん。せやけど魔法式がそのままの〝星〟だけは、流石さすがのワシも魔導書を隠すゆう手段しか取れんかった」

「確か、さっき魔導書は外付けの魔法とか言っていたか？　それと何か関係が……」

「いや、いや、ちゃうよ。それは〝星〟に限った話やない。この〝星〟が厄やつ介かいなのは、特定の人間にしか魔法式に触さわることができんような仕組みが、最初から組み込まれとったことなんや。ライノスが残したそういう仕組みについて、自分にも心当たりあるやろ」

　トランは頭を捻ひねり、すぐにその答えに辿たどり着いた。

「そうか！　名前か！」

「せや。ライノスのオッサンは、自分の名前に魔法を込めて、それを受け継つがせていったんや。だからあの名前は、単に伝統とか格式とかのためにあるんちゃうで。完全に実務のためやがな。〝星〟の魔法式、魔ま法ほう陣じんを書き換かえられるのは、〝ライ〟の名前を持つ一族だけなんや。ワシがあの魔法に手出しできんかったんは、そのせいやねん」

　ヨルはトランを見て、それから再びバスケスを見た。

「おい、バスケス。そんなビクビクした顔すんなや。別にワシは怒おこっとらんよ。それにちょうど、調べてきて欲しい場所がでてきたんや。昨日、どっかのガキが『星』を復活させたとかヌかしおったらしくてな？　ないとは思うが、万一ってこともあるやろ？　本物をそいつが持ってるかもしれん」

「まさか、カーライルが……!?」

　トランは驚きよう愕がくした。

「わからん、可能性の話やがな。おい、小僧！　お前がこれからすべきことを教えといたるで。まず、〝星〟は絶対に唱えたらアカン魔法やっちゅうことを世間に公表すること。あとは星降りの夜に、ピースたちライ＝ムラート家の一族を、カーライルとかいうガキに近付けんことや。〝星〟を唱えられるのは、あの娘こらだけなんやからな」

　目め眩まいがしそうな話だった。しかし、トランは、ヨル──ジョージ・テンペスタの言葉に、しっかりと頷うなずきを返した。
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　翌朝、トランはさっそく行動を起こした。あまりにも規模の大きすぎる話だが──世界魔法『星』の秘密と、その魔法の詠えい唱しようが世界に及およぼす影えい響きようについて、世間に正しい理解を持たせなければならない。

　しかし一つ目に訪おとずれた新聞社で、記者はトランを煩わずらわしそうにあしらった。

「旦だん那な。こっちは、そういう作り話をされても困るんでね……」

「作り話？　違ちがう！　これは事実だ！　世界がとんでもないことになるんだぞ！」

　すると、記者は顔を怒いかりに歪め、

「トマス・カーライルが〝星〟を解読したって発表してから、こっちはあんたみたいな人間の話を、耳にタコができるくらい聞いてんだよ！　このほら吹ふき野や郎ろうめ！　どいつもこいつも、話題に乗っかろうと必死だ！　こっちは、正しい情報を報道する義務がある！　いま正しい事実は、カーライルが王宮魔導師協会の協力と許可のもとで動いてるってことだ！　あんた、国に背そむく気か？」

「カーライルは噓を言っている！　王や協会はそれに騙だまされているのかもしれない……〝星〟はマナを潤じゆん沢たくにする魔法だと。しかし、それは事実に反している！」

「おい、誰か、このペテン野郎をつまみだせ」

「待ってくれ！　私は、災さい厄やくの魔術師ジョージ・テンペスタに話を聞いたのだ！」

「テンペスタ？　フンッ、寝ね言ごとは寝て言え！」

　トランはエントランスから追い出されると、別の新聞社を求めて広い街かい道どうを歩いた。

　しかしどの新聞社も対応は同じようなものだった。どうも、根も葉もない噂うわさが多過ぎて、トランの話もその一つと捉とらえられているらしい。

　輝かがやかしく栄光ある道を進んできたカーライルと、落ちこぼれで何の信用もないトラン。世間が、どちらの言葉を受け入れるかは明白だった。

　何とかしなければならないと、気持ちばかりが焦あせった。トランはローブを内側から握にぎり締しめると、職場である学園へと向かった。

　学園に帰ってきたトランが足を向けたのは、ピーシアたちの教室だった。いま、そこでカーライルは授業をしている。

　突とつ然ぜん現れた仮面の男に、教室がざわついた。

「ちょっと！　あんた、いまは授業中よ！」

「あ、先生ではないですか！　どうしてここへ！」

　ピーシアとフェリシスが声を上げたが、トランは無視して教きよう壇だんのカーライルに近付いた。

「カーライル先生。お話があります。いま少しだけ、お時間をいただきたい」

　切せつ迫ぱくした態度のトランを前にしても、ハンサムな青年は余よ裕ゆうたっぷりだった。

「いいでしょう。スピンタート先生とのお話が終わるまで、みんなは少し自習をしていて下さい。なるべく早く戻もどりますからね」

　ざわついた教室を出ると、カーライルはにこやかに口を開いた。

「いけませんね、スピンタート先生。我われ々われ教師の本分は、生徒に知識を与えることですよ。それを邪じや魔まされるのでは」

「ライ＝ムラートの屋や敷しきにある〝星〟の魔導書は偽にせ物ものだ。知っているか？」

　単刀直入に、トランは切り出した。すると、カーライルの眉まゆがピクリと動いた。

「……突然、何を言うんです？　ずっとライ＝ムラート家のみなさんが保管してきた、全すべての魔術師たちの宝に向かって」

「あの魔導書とにらめっこしていても、絶対に魔法は解読できない。唱えることなど尚なお更さら不可能だ。お前は本物の魔導書を見つけたのか？」

「……何をおっしゃっているのかわかりませんね。スピンタート先生、あなたと話したことはほとんどなかったと思いますが、あなたはぼくの何を知っているというのです？　もっとお互たがいを知り合う機会が必要だというのなら、今度夕食でもどこかに食べに行って、そこでゆっくりと話をすることにしましょう。いかがです？」

「とぼけるなよ！」

　トランはカーライルの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「お前が解読したと思い込んでいるだけならいい！　だが本当に解読しているなら、その魔法を絶対に唱えてはならない！　〝星〟は世界に恵めぐみをもたらす魔法などではない！」

「あんた、何してるのよ！」

　そのとき、廊ろう下かに大声が響ひびいた。声の方を見ると、教室の扉とびらが開かれ、そこからピーシアが厳しい眼まな差ざしでトランを睨みつけていた。

「いまは授業中よ！　わざわざカーライル先生と喧けん嘩かするために邪魔したの!?」

　そう言って二人に近付くと、カーライルの胸倉に伸のびていたトランの手を振ふり払はらう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　カーライル先生？」

「ん？　ああ、ぼくなら何の心配もいらないよ。スピンタート先生、〝星〟について聞きたいのなら、授業のないときで。それでは」

　扉がピシャリと閉まり、トランは一人、廊下に取り残された。
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　星降りの夜が近付くにつれて、都市オルフェの熱気は加速していった。

　魔法の技術革新には準備期間というものがなく、本当に突然、一人の才能がたった一日で世界を変えてしまうこともありうる。今回の出来事が、まさにそれだった。

　都市オルフェから、ウェザーランド島の全域へ──そこから全てのセルスニーズ群島へ──さらに大陸へ、全世界へ──次し第だいに拡散されていった情報は、いまやセルスニーズ群島の中でも片かた田舎いなかという扱あつかいが主だったウェザーランド島を、ひと際きわ有名な場所へと押し上げていた。そこには世界中から多くの人間が訪れ、みな一目でいいからと、若き天才魔術師トマス・カーライルの姿を求めた。そして、みんながみんな彼の人物像にあることないことを付け加え、都市には様々な噂が蔓まん延えんしていた。

「カーライルの名前にも〝ライ〟が入っているだろう？　どうやら、彼の家も名受けの一族だったようだ。ライノスの名前をもらったのは三家と伝えられているが、三家だけとは言われていないからな」

「どうやらあの方は王族の血を引いているらしいですわ！　ほら、セルスニーズはリアクロス朝のとき、もめにもめたでしょう。そのとき取り潰つぶしになった何なに某がしかが、あの方の家の先祖のようなのです。ええ、これは確かな筋の情報ですわ！」

「いや、奴やつを英えい雄ゆう視するのは危険だぞ。なぜなら、あいつはどうも聖ジョージ修道院に通っていた過去があるらしい。学園を卒業してから、遊学期間のほとんどを、そこでの修しゆ行ぎように費ついやしたんだよ。わかるかい？　奴は災厄の魔術師の危険思想を受け継いでいるんだ」

　そんな根も葉もない噂の数々を聞くたび、ピーシアはカーライル先生がきっといま感じているであろう精神的な負担を思い浮うかべ、心を痛めることになった。

　人々はときに英雄のように、ときにペテン師のように、彼のことを好き放題に語り合った。それはピーシアにも経験があることだった。

　トランがライ＝ムラート家の屋敷に忍しのび込んだ例の一件のとき。

　あのときは自分も色々な噂を立てられて閉口していて、励はげましの言葉をかけてくれたのがカーライル先生だった。だから今度は自分の番とばかりに、少しでも彼の役に立てることがあればいいと思った。しかし、あのことと今回のことでは規模が違い過ぎるし、いまや国で一番有名になってしまった天才魔術師の支えになれるような力は自分にはないと、結局ピーシアは気き後おくれしてしまうのだった。

「ピース、浮かない顔をしているね」

　お昼休みのこと、校舎の窓からぼんやり湖を眺ながめていると、後ろから誰かに声をかけられてピーシアは振り向いた。そこにはトランが立っていた。

「……何よ？」

　言いながら、彼から目を背ける。自分でもよくわからないけれど、何だかカーライル先生のことを考えているときにトランに会うのは、トランに悪いことをしているような気持ちになったのだ。

　また、トランがカーライル先生に摑みかかっているのを止めてから、ピーシアは彼とあまり話をしていなかった。トランはそれまでの引きこもり状態が噓うそのように何かあくせくと動き回り、たまに見かけてピーシアが声をかけても生返事をするだけで、ちっとも話をしてくれなかったからだ。

「ふんっ、今日は暇ひまなわけ？　それとも怒おこってたの……？　でも、どんな理由があっても授業を妨ぼう害がいするのは悪いことだと──」

「ちょっと来て欲しい」

　トランは、まごつくピーシアの手を引いて歩き出した。

「ちょ、ちょっと！　何なのよ？」

「いいから」

　強ごう引いんなトランは、空き教室にピーシアを連れていくと、誰だれもいないことを確かく認にんしてからガチャリと鍵かぎを閉めた。

「え……？」

　トランと二人っきりになり、ピーシアは狼ろう狽ばいした。顔に血が上ってくるのを感じる。

　こいつ、何のつもり？　こんな誰もいない部屋に連れてきて……。

　トランはじっとピーシアを見つめてから、仮面に手をやり、ゆっくりとそれを外した。

　しかしそこにあったのは、一度だけ見たことのあるトランの素す顔がおではなかった。

「え、か、カーライル先生!?」

「やあ、ピース」

　そこにあったのは、にっこりと微笑ほほえむカーライル先生の顔だった。

「驚おどろかせて済まないね。何せ、ぼくにはいま自由がなくって！　誰かの振りでもしないと、学園内を歩き回ることさえできないんだ。スピンタート先生には悪いと思ったんだけどね、君と話したかったものだから」

「わ、私とですか？」

「そうとも。ひょっとして、君に迷めい惑わくをかけているかもしれないと思ってね。ぼくが〝星〟を解読したと言ったものだから、ライ＝ムラートの屋敷も色々と皆みなの注目の的になっているだろう？　何せ、あの魔ま導どう書しよは君たちの一族が管理してきたものなんだからね」

「いえ、そんな……平気です。カーライル先生の心労に比べたら……」

「ぼくの？　いや、ぼくに心労なんてないさ。ただまあ、早く星降りの夜を迎むかえたいという気持ちはあるね。どうせいま騒さわいでいる彼らも、お祭りが終われば静かになるんだから」

「だといいですけど。でも……でも、私は、きっと周りのみんなはしばらくカーライル先生のことを詮せん索さくすると思います。私だって気にするし……」

「ぼくのことを気にしてくれるの？」

　そう言われて、ピーシアは真っ赤になった。

「べ、べべ別に、深い意味があるんじゃありません！　魔法を志す人間なら、魔法の才能のある方に惹ひかれるのは当然だって言ってるんです！」

「そう？　残念だな。君には魔法の才能じゃなく、ありのままのぼく自身を見てもらいたいんだけどな」

「へ……？　それはどういう……？」

「そのままの意味だよ。ピース、もうぼくのことをカーライルと呼ぶのはやめてくれないか？　トマスと呼んで欲しい。君にだけは、そう呼んで欲しいんだよ」

　ピーシアは、いま自分の目の前で起こっていることが理解できなかった。顔に体中の血が集まっているのではないかと思うほどで、頰ほおが火ほ照てり、目め眩まいすら覚えた。

　どういうこと？　ご自分をファーストネームで呼ばせるなんて……。

　友人の間なら、そういうことはよくある。また教師もピーシアのことを、「ピース」とファーストネームの愛あい称しようで呼ぶ。だが、それは姉と区別を付けるためだ。

　カーライル先生のような人をファーストネームで呼べる生徒などいないし、それはつまり、彼がこの学園で敬愛され尊敬されつつも、職務とプライベートをしっかり管理できる人物だという指標にもなっていた。なのに、どうして私にはそれを許すの……？

「ピース」

　真しん剣けんな表情で、カーライル先生はピーシアの手を握った。

「大事な話があるんだ。君と、ぼくの将来の話さ。ああ、嫌いやだな！　ぼくはなんて自うぬ惚ぼれ屋なんだ！　君や、君の家が承しよう諾だくしてくれると決まったわけでもないのに……。でも、聞いて欲しい……」

　これは夢？　どうしてこの人は私みたいな小こ娘むすめに、こんなことを言うの？

　ピーシアは夢ゆめ見み心ごこ地ちで呆ほうけたまま、目の前のハンサムな男性を見つめた。

「……ああ、でも、いまは良くないね。ぼくは、とても臆おく病びような男だから。自分に自信がついてからでないと、君に話を切り出すことすらできない。星降りの夜には、きっとぼくは栄えい誉よある男になれるだろう。全てはそれからのことだ。ピース、その日、ぼくの屋敷に来てくれるかい？　君たちライ＝ムラート家のみんなに招待状は送っていると思うけど」

「も、もちろんです……姉がその日どういう状態かわかりませんけど、家族みんなでお伺うかがいする予定です……」

「多くの魔法使いたちを呼んでいるんだ。そこで、いまの話をするよ。みんなの目の前ででね。君と君の家族は、その日の主役だ」

「とんでもありません！　主役はカーライ……」

　そこまで言って、ピーシアは口ごもった。

　カーライル先生は優やさしく微笑み、ピーシアの肩かたに手を置いた。

「トマスだ。言ってごらん、ピース」

「と、トマスです。星降りの夜の主役は、あなたに決まってます……」

「あるいは、そうかもしれないね。いいかい？　ピース、必ず来て欲しい。そのときに、ぼくの気持ちを聞いてもらいたいんだ。もちろん君だけではなく、君の家族みんなに」

　ピーシアは口をパクパクさせるだけで何も言えず、ただ首をコクリと縦に動かした。

　カーライル先生はにこりと笑ってから、教室の扉の鍵を開け、ピーシアに向かって小さく手を振った。

「それじゃあね、ピース。星降りの夜を楽しみにしているよ」

　彼が立ち去ってからも、ピーシアは真っ白な頭のまま、しばらくそこに立ち呆けていた。

　突とつ然ぜん降りかかった出来事が、中々自分の中で消化されなかったのだ。

　ひょっとして、とピーシアは頰に両手をあてて思った。

　私はいま、カーライル先生から告白されたのでは……？

　いやいやいや、そんなことはありえないわ！　落ち着くのよ、ピーシア！　と、必死になって自分を諫いさめる。常識的に考えて、彼みたいに素敵な男性が、私みたいな小娘に言い寄ることがある？　それは都合のいい思い込みなんじゃない？

　あるいは、ライ＝ムラートの名前のせいかしら……？　それにしたって、だったら私じゃなくてお姉ちゃんに告白すればいいんじゃない？　いやでも、もしかしたらお姉ちゃんは競争相手が多いから、私の方がいいと判断したのかもしれないわ……。

　ピーシアはようやく回るようになってきた頭をフル回転させ、カーライル先生の行動の真意を理解しようと努めた。彼はこれまでも、ピーシアに優しく接してくれた。ただ、それは何も自分だけに限った話ではなく、彼はみんなに優しかった。

　世界魔法〝星〟の解読チームに選ばれた彼がライ＝ムラートの屋や敷しきによく来るようになってから、確かによく会話をする機会は増えたが、別に込み入った話をするようなことはなく、ほとんど挨あい拶さつ程度だったと思う。しかもピーシアは彼と話すとき、いつもしどろもどろで、良い印象を与あたえたはずがないとも思った。

　考えは一向にまとまらない……。ひょっとしたら！　と希望が生じたかと思えば、いやでも……と否定が入り、いつまでもピーシアは一人で混乱し続けた。

　そこでとりあえず、ピーシアは仮に──いや万が一！　──自分がカーライル先生に好かれるようなことがあったとしたら、自分はどれだけ幸福なんだろうと考えてみた。

　あの方は将来のこともおっしゃっていたわ……。それって、つまり……その、私と一いつ緒しよになって、ライ＝ムラートの家に入るってこと……？

　だとしたら、きっと素晴らしいことよね……。あれだけ才能溢あふれる方が、家の一員になってくれるのなら、お父さまもお母さまもきっとお喜びになるもの……。

　しかしピーシアには、彼の横にいる自分が想像できなかった。カーライル先生は憧あこがれの存在であって、お付き合いするとか、そういうことを考えられるような人ではなかった。

　さらに悪いことに、ピーシア自身に恋れん愛あい経験がないということが、問題を難しくしていた。誰かを異性として好きになるというのは、どういうことなのだろう？

　カーライル先生のことが好きかと訊きかれれば、間ま違ちがいなく好きだと答えるだろう──それは自信をもって言える──ただ、恋愛対象として見ることができるかと思えば、そうではないような気がする。

　気付けば、彼のさっきの思わせぶりな言動を、素直に喜べない自分がいた。

　どうしてこんなに不安なの……？　ピーシアは、自分の胸の奥底から湧わき上がるモヤモヤの正体がわからず、思わず眉まゆをひそめた。嬉うれしいはずなのに！　カーライル先生のような方に、あんなことを言われるなんて、望んだってできないことなのに……。

　ピーシアが煩はん悶もんしている内に、胸の中のモヤモヤはいつの間にか、ある男のかたちを形成していた。

　仮面とローブの男。トラン・スピンタート。

「……なんで、あんな奴やつのことをいま思い出すの！」

　ピーシアは一人、小声で毒づいた。

　きっとカーライル先生が、あいつの姿を真ま似ねしていたからよ！

　そう自分を納なつ得とくさせようとする。

「……あいつは傲ごう慢まんで、空気が読めなくて、変態で、犯罪者なんだから！」

　……でも少しだけ良いところだってある、と思い直す。例えば……、

「それは私のことかね？　ピーシア」

　背後から突然声が飛んできて、ピーシアは飛び上がった。

　振ふり向くと、そこにはさっきと同じような姿の人物が立っている。

「ひゃああ！　な、何よ驚かせて！　あんたなんて年中肝きも試だめしでもしてればいいんだわ！」

「はあ？　君は何を言っている？　ピーシア、君に少し話がある」

　男は仮面を少し押し上げた。

「ほ、本物よね……？　今度は本物……？」

「本物？　私に偽にせ物ものなどいるのか？」

「こ、こっちの話よ！　……で、何？　私、忙いそがしいんだけど！」

　腕うでを組み、ぷいっとそっぽを向いてやる。

「実は星降りの夜のことなのだが」

「私、カーライル先生のお屋敷にお邪じや魔まするのよ。言ってたでしょ？」

「そうだ。確かに言っていた。だが、行かないで欲しい」

「へ？」

　トランの言葉に、ピーシアは目を丸くした。

「星降りの夜、カーライルのところに行かないで欲しいと言っているのだ」

「そ、それってどういう意味……？」

　ピーシアはまた顔が熱くなってくるのを感じた。

　こいつ、ひょっとして、何か誤解しているんじゃ……。

　大事な人と過ごすのが星降りの日の慣例だ。そこから、トランはピーシアとカーライル先生の仲を勘かん違ちがいしているのかもしれない。いや、確かにさっきのこともあるが、少なくともまだ自分と彼は全然そういう仲ではない。

　でも、仮にトランがそういう誤解をしているとして、カーライル先生のところに私が行くのを嫌がるっていうのはどういうこと？　ひょっとしてこの人、私のことを……？

「べ、別にカーライル先生のところには、私一人で行くわけじゃないわ。家族みんなで行くの。それに、他ほかの人たちだって大勢くるんだから」

「そのことはわかっている。だが、行くな。これは忠告だ」

「せっかくのお祭りの日に、私は家でお留守番していなさいってこと？」

　ピーシアは素知らぬ振りをして、そう切り出した。

「それとも、他に私の予定を埋うめたがるような人でもいるのかしら……？」

　急に心臓が飛び跳はね、妙みような期待感で胸が一いつ杯ぱいになる。なぜかはわからないけれど、カーライル先生を前にしたときの緊きん張ちようと、いまのドキドキは違うもののような気がした。

　ピーシアは、ぎゅっと胸むな元もとを押さえてトランの言葉を待った。

「生徒たちの事情は私にはわからん。私はずっと第十三魔導室にこもっているからな」

「ふーん？　まあ、私も友だちに誘さそわれたりはしてないけどね……」

「そうか」

　それ以上何も言わないトラン。そこで、ピーシアは水を向けてみることにした。

「あ、あんたは予定あるの？　星降りの夜に」

「いや、ない」

「そうなんだ」

　また沈ちん黙もく。なんだか、イライラしてくる。

　どういうつもり？　私を誘いたいんじゃないの……？

「ふーん、暇ひまなのね？　せっかくの星降りの夜なのに……」

「私の予定のことは関係ないだろう。いまは君の話をしているんだ」

「あ、あんたが！」

　ピーシアは意を決して、口を開いた。

　なんで私がここまでしなきゃいけないの？　と、思いながら……。

「あんたが、どうしてもっていうなら、カーライル先生のところに行くのを考え直してあげてもいいわ。あの方のお話を聞けないのは残念だけど、他の人から教えてもらえばいいもの。カーライル先生には、体調が優すぐれなかったって言ってあげる」

「そうか。なら、そうしてくれ」

「でも、その日、私に予定がないのはダメ」

　ここまでお膳ぜん立だてしてやれば、このトウヘンボクでも言い易やすくなるはず……。しかし。

「なら、予定を作ればいいだろう。とにかく、カーライルのところにだけは行くなと言っているんだ。わかったな」

　頭ごなしにそう言って、トランは踵きびすを返す。

　遠ざかっていく黒いローブの男を、ピーシアは茫ぼう然ぜんとした思いで眺ながめた。そして自分の中にあった淡あわい期待感のようなものが、まったく見当違いなものだったと悟さとり、羞しゆう恥ち心しんで真っ赤になった。

「何よ！　私が星降りの夜に何をしても、あんたには関係ないでしょ！　馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　死ね！　変態！　不能！　童どう貞てい！」

　するとトランは振り返り、何が起きたのかわからないとばかりに口を半開きにして、ピーシアの方をまじまじと見つめた。

　そんな様子に、ますます苛いら立だちが募つのる。

　ついにはじわりと涙なみだが浮うかんできて、ピーシアはその場から走り去った。




　それからというもの、ピーシアは一週間たっても第十三魔導室を訪おとずれなかった。

　ライノスさまのことは気になったものの、それ以上にトランの姿を見たくないという気持ちが強かったからだ。

「ピース、今日も先生に会いに行かないんですか。私は行きますからね？」

　楽しそうにそう言うフェリシスを、ピーシアは睨にらみつけた。

「私はライノスさまに会いに行ってたのよ！　あんなトウヘンボクに会いに行った覚えはないわ！」

　同時に、カーライル先生のゼミにも顔を出さなくなった。しかし彼はトランと違って、自分の部屋を中心に活動しているわけではないので、学園の中で何度もすれ違うことがあった。その度たび、彼はピーシアに手を振って笑いかけ、ピーシアを激しく赤面させた。

「いよいよ、明日から連休に入ります。連休明けにはゼミの本受講が始まりますので、きちんと受講するゼミを決めておくこと。いいですね？　よし、じゃあ、ピース」

　終礼の挨拶を促うながすときでさえ、カーライル先生は、他の生徒には向けないような飛びきりの笑え顔がおを、ピーシアのためだけに作るのだから困りものだ。

「起立」

　言いながら、ピーシアは動どう揺ようを悟られないようにと、彼から目を逸そらすのだった。
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　第十三魔導室で、トランは死し霊りようたちと、いま直面する問題について話しあっていた。〝星〟の詠えい唱しようを最悪の事態と想定し、星降りの夜を迎むかえるまでに、それを防ぐ手段を模も索さくしなければならない。マスコミを使って外部から圧力をかけるのも無理、カーライル本人にあたっても、のらりくらりとかわされるのでは、別の方法を用意するしかなかった。

　あと三日──ストーメア流星群が夜空を駆かけるまで、あとたった三日しかない。

　カーライルが本物の魔導書を持っているかを調査するために送り込まれたバスケスは、何の成果もなくトンボ返りしてきた。というのも、カーライルの屋や敷しきはガードが固く、霊れいであるバスケスさえも潜くぐり抜ぬけられない結界が張られていたらしい。

「これは逆に黒ということになりまセンカ？　何も後ろ暗いところがないというのなら、ここまでガードを固める必要はないハズ……」

「いや、確かなのは、カーライルが死霊術に多少なりとも理解があるということだけだ。死霊が存在するということを知っている魔法使いは、多少手がかかっても相応の結界を用意しなければ気が済まなくなるものだからな」

「おい、小こ僧ぞう！　そんなことよりピースにはきちんと言ったんか？　星降りの夜の当日に、カーライルのところに行ったらアカンってことを！」

「言った……が、納得したかどうか。よくわからんが、何やら彼女は怒おこっていたからな。それに、こちらの事情を全すべて話すことはできないし……」

「はあ!?　なんでやねん！　全部話さんとわかってくれるわけないやろ！」

「何を馬鹿な！　彼女はお前のことをライノス・ストーメアだと思っているんだぞ！　いまさらそれが噓うそだなどと言っては、より傷付けることになるだろう！　こんな中年太りの汚きたならしい竜りゆうを甲か斐い甲が斐いしく世話していたのは、全て彼女の視界にストーメア・フィルターがかかっていたからだ！」

「ちょ、ちょっと言い過ぎちゃう？　それに別にワシはライノスのままでもええやんけ。〝星〟の秘密を話して、あの娘こらがその場にいなければ〝星〟は唱えられんことを伝えるだけやったら」

「いや、それは根本的な解決にはならん。名受けの一族は三つあるのを忘れたか？　ライ＝ファルナは没ぼつしたとはいえ、最後の一つのライ＝ドルト家には招待状が届いているだろう。それは、私たちではどうにもできん。だからいまは詠唱者ではなく、魔導書そのものの証しよう拠こを押さえるべきだ」

「おお、そうか。意外と自分も頭回るやんけ」

「いいから、お前も知ち恵えを絞しぼれ！　いま、世間はみなカーライルの味方だ！　私たちに力を貸してくれる死の住人たちも、どうやらあいつの屋敷には忍しのび込めん……いや、待てよ」

　トランの頭に、ひらめきが走った。

「……動物の霊ならいけるかもしれんな」

　人の死霊と動物の霊では、根本的に構成が異なっている。並の死霊術師の魔法なら、人の死霊にしか対処できないはずだ。エイネのところで死霊術を学んでいたときも、人間以外の霊を扱あつかうのは非常に難しいと教えられていた。トラン自身は、わりとすぐその術を身につけたので、いまいち難しさが理解できていないのだが。

　そんなことを考えていたときだった。

「失礼、トラン・スピンタート先生はいらっしゃいますか？」

　ドアがノックされ、聞いたことのない低い声が響ひびいた。何事かと扉とびらを開くと、そこには鳶とび色いろのローブをまとった男が立っている。

「失礼。約束もなく訪問したことをお詫わびいたします」

「どなたです？」

　彼は少し右みぎ肩かたをすくめて見せた。そこにあるバッジがキラリと光り、それが彼の身分を明らかにしていた。

「……王宮魔導師協会？　それは王宮魔導師協会のバッジでは？」

「そのとおりです。スピンタート先生というのは？」

「私ですが」

　若じやつ干かん気け圧おされながら、トランは答えた。いったい魔導師協会が自分に何の用だ……？

「少し噂うわさを聞きましてな。トマス・カーライルと、彼の解読した世界魔法について、あなたが世間と少し違ちがった意見を持っているという噂を」

「それは、どこから？」

「我われ々われには大きな情じよう報ほう網もうがあります。この国のことは、どんな些さ細さいなことでも知っておかなければいけませんからな」

　男は口の端はを持ち上げ、小さく笑った。

「どんな危険にも、対処して対処し過ぎるということはない。あなたの意見では、カーライルの魔ま法ほうは世界を危機的な状じよう況きように陥おちいらせるものであるとか」

　それを聞き、トランはハッと息を吞のんだ。

　こいつは僥ぎよう倖こうというやつかもしれんぞ！　カーライルの詠唱を阻そ止しするのに、王宮魔導師協会ほど相応ふさわしい組織はあるまい！　思わず身を乗り出し、

「そうなのです！　カーライルにあの魔法を唱えさせてはならない！　あの男があなた方にどのような報告をしているのかわかりませんが、〝星〟はとんでもない魔法なのです！」

「……詳くわしくお聞かせ願えますか？」

「もちろんです！　どうぞ中へ……」

　そうしてトランは、ことの経緯いきさつを語った。

　ジョージ・テンペスタとまで言えば、逆に突とつ拍ぴよう子しもない話と受け取られる可能性があると考え、自分がラプランドで死霊術を学んだ死霊術師であると前置きしてから、極きわめて力ある死霊を呼んだということ、そしてその死霊が〝星〟の全てを教えてくれたことを語った。そして魔導書には偽にせ物ものと本物があり、ライ＝ムラート家にあるのは偽物である、とも。

　王宮魔導師協会の男は、困ったように眉まゆを寄せ、手で顎あごをさすった。

「うーむ、にわかには信じがたい話ですな……」

「いえ、いえ、もちろん全てを信じてもらえなくても結構です。しかし、カーライルが本物の魔導書を持っているかどうかだけは調査した方がいいでしょう。見れば、あなた方もすぐにわかるはずです。ライ＝ムラート家で散々見てきたのですから。その贋がん作さくを用意した男は、細心の注意を払はらって、それを外見だけは本物とそっくりに仕上げたのです」

「……わかりました。カーライルの屋敷を調査することにしましょう」

「時間がありません！　すぐにでも事にあたるべきです。あと、たった三日しかない。私にできることなら、何でもおっしゃって下さい」

「あなたの協力には感謝いたしますよ、スピンタート先生。ですが、あとは我々にお任せ下さい。何かわかれば、またご報告に伺うかがいますよ」

　男が部屋を出て行った後、トランは、とてつもない責任を自分だけで背負わなくてよくなったという安心感が、自分の心にじわりと広がっていくのを感じた。王宮魔導師協会は、これ以上ない味方と言えるだろう。急にどっと疲つかれを感じて、革かわ張ばりの椅い子すに身を沈しずみこませる。最近は、焦しよう燥そうに駆かられて動き回るばかりで、休む暇ひまもなかった。

「ギリギリだが、何とかなったか……？　世間では笑い話の種にされているが、王宮魔導師協会もまだまだ捨てたものではないな。これで、ひとまず安心だろう」

「……だとええがな」

　ずっと話を聞いていたにもかかわらず、ヨルは男の出て行った扉を胡う乱ろん気に眺ながめていた。










　第五章
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　ストーメア流星祭の当日となり、都市オルフェは明け方からお祭り騒さわぎだった。色とりどりの晴れ着を着た人々で街がにぎわい、露ろ店てんや屋台が石いし畳だたみを埋うめ尽つくしている。学生くらいの年とし頃ごろの少年少女が、集まって楽しそうにステップを踏ふんでいた。

　今年の祭りはいつもと違う──街中の人間が、そのことを理解していた。いま都市オルフェは、セルスニーズ群島だけでなく、世界中の注目の的だった。大陸にある多くの国々から大使が派は遣けんされ、世界魔法〝星〟の復活を盛せい大だいに祝う準備が整っていた。

　カーライル先生には、国境を越こえ三つの勲くん章しようが贈ぞう呈ていされる算段になっているらしい。街のそこら中で、ひっきりなしにカーライル・コールが起こっている……。

　朝早くに目が覚めたピーシアは、ライ＝ムラートの屋敷の窓から、そんな賑にぎやかな街の様子をぼんやりと眺めていた。

　せっかくの晴れの日だというのに、一向に気分が優すぐれない。しかし、それは今日だけではなかった。トランに恥はじをかかされてからというもの、ピーシアはずっと塞ふさぎ込んでいた。

「そろそろ気持ちを切り替かえなきゃ……」

　そう自分に言い聞かせる。

　だって、今日はカーライル先生のお屋敷に行く日なんだから……。

　しかしそう思えば思うほど、ピーシアの気持ちはますます沈んでいった。あの方は、みんなの前で何をお話しになるつもりなんだろう？　私たちの将来のことって何……？

　あれからピーシアは、折を見て、両親にカーライル先生の意味深な言葉を伝えてみた。するとやはり、父も母もピーシアと同じ感想を抱いだいたようだった。

「それは間違いなくプロポーズでしょう！　なんて素す晴ばらしいのかしら！　ああ、ピーシア！　あなたの可愛かわいらしさに気付いていたのは、私たちだけではなかったのね！　そう言えば、あの方はあなたと話すとき、すごく楽しそうだったもの！　それに、熱っぽい目をしていて……ええ、そうね！　いまから思えば、あの方はあなたに夢中だったわ！」

「ダメだダメだダメだダメだ。そんなのはダメお前はまだ子どもなんだぞ学生なんだだからそんな話は絶対に認めないしどうしてもというなら父さんがカーライル君を殺さなければならんだろうなあ……」

「いやだわ、あなた！　当然、すぐに結けつ婚こんという話ではありませんよ！　まず婚約して、社交界に知っていただかなければいけないですから！　これから、忙いそがしくなるわね！　でもまだ秘密ですよ？　そういうことは、きちんと男性の口から言わせてあげてから、周りも盛り上げてあげないといけませんからね！　あなたもそう思うでしょう？」

「思わない」

「また、そんなへそ曲がりなことを言って……トマス・カーライルさまほど素晴らしい方はいらっしゃいませんわ！　あの方、魔法の才能だけじゃなくって、見目も麗うるわしいでしょう。まるで、昔のあなたを見ているようだわ！　だから、ね？　いいでしょう？」

「やだ！」

　やだって……。

　子どものように拒きよ絶ぜつし、父はおいおいと泣き叫さけんだ。娘むすめは誰だれにも嫁よめにやらない、と。

　態度は対照的とはいえ、二人ともカーライル先生がピーシアに求婚するのは間違いないと考えているらしい。

　しかし、そんな二人を見て、ピーシアはより一層の不安を募つのらせるようになった。

　もし本当に、彼からプロポーズされるような事態になったらどうしよう……？

　ピーシアは自分の気持ちがわからなかった。いっそ他ほかに恋こい人びとでもいたら……。そこまでは行き過ぎだとしても、せめて星降りの夜を一いつ緒しよに過ごせるような人がいてくれたら……。

　そんなとき、なぜか必ずトランの顔が浮うかんできて、ピーシアはまたイライラを募らせるのだった。




　あっと言う間に夕刻になり、ピーシアは両親と一緒にライ＝ムラートの屋や敷しきを出発した。姉は体調が優れないと外出を断り、パーティー用の華はなやかなドレスに着き替がえたピーシアに向かって、一言だけ「おめでとう」と言ってキスをしてくれた。

　ちっともおめでたくなんてない！

　賑やかな街を歩きながら、ピーシアはますます気分が悪くなっていった。

　三人がカーライル先生のお屋敷に到とう着ちやくすると、塀へいを取り囲むようにして外に溜たまっていた人々は、みんなで万ばん歳ざい三唱を始めた。

「いやあ、おめでとう！　ライ＝ムラート！　今日はきっと歴史的な日になるだろう！　あなた方ライ＝ムラート家と、英えい雄ゆう、カーライルに乾かん杯ぱいだ！」

「よく来て下さいました！　ライ＝ムラートのみなさま！」

　庭で談だん笑しようしていたカーライル先生が、野や次じ馬うまの騒ぎを聞きつけてピーシアたちに気付いたらしく、満面の笑えみで駆け寄ってきた。

「ぼくは今日という日を生しよう涯がい忘れないでしょう！　世界魔法が復活するのです！　天のライノス・ストーメアもきっと喜んで下さる！」

「そんなことより。事と次し第だいによっては、私は君に決けつ闘とうを申し込まねばならん」

　父が、ずいっと凄すごむ。

「あら、いやですわ、あなた！　ごめんなさいね、トマス。この人ったら、あなたに魔導書を解読されたことが悔くやしくてたまりませんの！　魔導書は、ライの名を受け継つぐ人間が解読すべきだったという考えなので！　でも、まあ……あなたなら、大だい丈じよう夫ぶですわ。ええ、事情はわかっておりますとも！　ほら、ご覧になって！　私の自じ慢まんの娘のピースです！」

　母は父を押しのけ、ピーシアの腕うでを取って自分の傍そばにぐいっと引き寄せた。

「どうです？　とても可か憐れんでしょう？　この子ったら、今日のことが楽しみで、この一週間ずっと夢ゆめ見み心ごこ地ちだったんですよ！　ピース、ほら！　トマスにご挨あい拶さつなさい！」

　母の露ろ骨こつな態度に居心地の悪さを感じながらも、ピーシアは礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「こんにちは、と、トマス……」

「やあ、ピース。今日は一段と綺き麗れいだね」

　にこりと微笑ほほえむカーライル先生は、正装しているせいか、何だかいつもの彼とは違って見えた。ピーシアは頰ほおが赤くなるのを感じた。

「カーライル君、これは仮にの話なんだが、もし君が魔法で死亡する場合、どんな魔法がいいか考えたことがあるかね？　私も、由ゆい緒しよある魔ま法ほうの大家ライ＝ムラート家の人間であるからして、一通りの攻こう勢せい魔法は取り揃そろえているわけだが……」

「いやだわ！　この人ったら、いまジョークを勉強していますのよ！　いままでは堅かた物ぶつと評判を立てられていましたから、ちょっとイメージチェンジをはかりたいと思っておりますの！　いまのは、中々面おも白しろかったのではないかしら？」

「おい、グロリアーナ。ちょっと黙だまっていてくれないか」

　すると母はくるりと父の方に振ふり返り、カーライル先生から見えないところで表情を一変させた。目が据すわっている。

「……黙るのはあなたよ」

「……はい」

「みなさん、ぼくは少し屋敷の中で準備がありますから、どうぞ時間までおくつろぎください。料理もたくさんありますから、是ぜ非ひ！」

　カーライル先生は、そう言って三人のもとから去っていった。

「ああ、素敵。ピース、あなたはとても幸運だわ。でも、いい？　殿との方がたというのは、いつまでも子どもっぽいところを残しているものなの。だから、私たちが支えてあげないといけないのよ。あの方も、魔法！　魔法！　魔法！　で家庭を顧かえりみなくなるかもしれないから、しっかりとあなたが手た綱づなを握にぎっておくの。いいわね？」

「まだ、私が結婚するなんて決まったわけじゃないでしょ！　もう、そうやって先走るのはやめてって言ってるのに！」

「ピース、いつまでも子どもではいられないのよ。あなたはもうレディなんだから、自覚を持たないといけません。周りを見み渡わたしてご覧なさい、みんながあなたを見ているわ。誘さそいたくてうずうずしているけど、私たちが横で目を光らせているから様子見しているの。わかる？　あなたは今日、とても綺麗よ」

　社交界の達人である母に言われてハッとなり、ピーシアは少し視野を広げてみた。

　周りには多くの男性がいたが、確かに母の言葉の通り、ピーシアに熱っぽい視線を向ける人は一人や二人ではなかった。

　もし、ここにトランがいたらどうだろう？　と、ピーシアは、そんな馬ば鹿かげたことを考えた。あいつも、私を見る……？　誘いたいと思ったかな……？




　　　　　２




　そのころ、トランは都市オルフェから少し離はなれた灯台へと向かう馬車の中にいた。

　実はその日の朝、少し前に自分のもとを訪おとずれた王宮魔導師協会の男が現れ、トランの同行を求めたのだ。どうやら、カーライルについてわかったことがあると言う。

　街かい道どうを走っていた馬車は、いつの間にかオルフェを抜ぬけ、いまは海に沿った細い土面の道を進んでいる。

　灯台に何があるというのだろう？　まさか、そこにカーライルが本物の魔導書を隠かくしているのだろうか？　しかし、トランがいくら訊たずねても、男は安全に話せる場所まで何も話すことはできないの一点張りだった。

「死し霊りよう術じゆつを使えるあなたならわかると思うが、どこに魔法使いの目があり、耳があるかわかりませんからな」

　そう言われると、トランは口をつぐんだ。というのも、平然とした顔で座る男の前には、バスケスと中年太りの竜りゆうが座っていて、男を見ながら「こいつ、絶対モテへんやろな」とか「顔に無能と書かれてマスネ……」とか、適当な罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけていたからだ。

　彼は死霊の存在を恐おそれているのだろうか？　死霊は密みつ偵ていとして役立ち、ラプランドなどではその対たい抗こう策を講じることは一いつ般ぱん的だが、セルスニーズでは最近まで死霊術が認められていなかったこともあって、死霊への防ぼう御ぎよ意識が高くなかった。それを急に恐れ出すとは、どういうことだ？

　信用──ということだろうか？　まさか彼がいま恐れているのは、自分の死霊……。

　と、そこまで考えたとき、突とつ然ぜんバスケスが叫び声を上げた。

「ちょ、ちょっと待って下サイ！　我が主あるじ、親分！　ワタシはこの先に進めません──」

「は？」

　バスケスはパントマイマーのように、まるで見えない壁かべに妨さまたげられているかのように動きを止めた。馬車は構わず進行し、バスケスをその場に置き去りにする。

　思わずトランが馬車の後ろを振り返ったとき──

「やはり、死霊を連れていたようですな」

　隣となりに座る男が、ニヤリと笑った。

「……どういうことです？」

「塔とうの周りには、死霊の侵しん入にゆうを防ぐ結界を張っていたのですよ。トマス・カーライルの屋敷に張っているのと同種の結界です。急きゆう遽きよ、大陸から魔法商品を取り寄せましてな」

「なぜ、そんなものを!?」

「もちろん、あなたが死霊術以外の魔法を何も使えないと聞いていたからだ。いま死霊術を取り上げてしまえば、あなたは何もできない無能に成り下がる」

　トランはそのときになってようやく、自分が騙だまされていたことをハッと悟さとった。

「……もとより、あなたはカーライルの命令で動いていたのか？　三日前の訪問は、カーライルを調べるためではなく、私を調べるためだったと……？」

「どこから情報を仕入れたのか知らんが、お前は知り過ぎている。それが、あのときわかった。星降りの夜には、必ず邪じや魔まな存在になるとも」

　馬車が止まると、男はトランを外へと蹴けり出した。

「安心しろ！　殺しはしない。ただ、今日という日が終わるまで、ここにいてもらう。今日、歴史が変わる。世界が変わる。それをここから見届けようではないか」

「お前たちはカーライルに騙されている！　王宮魔導師協会の魔法使いともあろう者が、何という体ていたらくだ！」

「騙されてなどいないとも。私たちを、他の魯ろ鈍どんな協会の人間と同じように見てもらっては困る。私たちはこの日を待っていた。世界魔法が復活する日をな」

「……私たち？」

「同志たちだ。遥はるか太古より集つどい、この世界を相応ふさわしい姿に戻もどす方法を探してきた友愛の徒。いまや、世界中に我われらの同志は存在する。偽いつわりの秩ちつ序じよの中で息をひそめ、いつの日か訪れる栄光の日を待ちながら、知識を蓄たくわえてきた者たち。カーライルも、その一人だ」

「あの魔法は世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにする！　わかっているのか！」

「滅茶苦茶ではない。それこそ、人間本位の見方というものだ。世界には、原初の荒あら々あらしい姿を取り戻してもらう。いまのマナを分化された世界は、随ずい分ぶんと大人しすぎると思わないかね？　世界を支配すべき法は、秩序ではなく力であるべきだ。ライノス・ストーメアは随分と鬱うつ陶とうしい枷かせを世界に嵌はめてしまった。それを外す……私たちがな」

　男の言葉とともに、近くの岩場の陰かげから、一人、また一人と魔法使いと思われる人間が現れ、トランを取り囲んだ。

「……用よう意い周しゆう到とうということか」

「ようやくわかったかね、無能な死霊術教師くん？」

　男は笑った。彼の言うとおり、死霊を呼べない自分は無力極きわまりない。これほどの人数を相手にすることなど、とてもできないだろう。劣れつ等とう生せいの落ちこぼれ、そのレッテルを貼はられていた学生時代から、何も変わっていないのだから──

「……何や、こいつ。世界が云うん々ぬんとか、中二病か？」

　しかし自分の近くで声がして、トランはぎょっとその方向を見つめた。

　そこには、最初からここにいましたとばかりの平然とした様子で、ヨルが立っている。

「は!?　ちょ、おま──何で!?」

「え？　何でって。自分も言うとったやろ。動物の霊れいなら、カーライルの屋敷の結界をすり抜けられるかもしれんって。ワシ、人間ちゃうし。竜やし」

「──軽っ!?」

　トランの態度を見て、周りを取り囲む魔法使いたちの目が警けい戒かいの色に変わった。

「まだ死霊がいるのか!?」

「うろたえるな、はったりだ！　私たちに死霊が見えないのをいいことに、演技をしているだけにすぎん……!!」

「死霊以外が必要にゃら、オレが相手をしてやってもいいにゃあ」

　味方はヨルだけではなかった。いつの間に現れたのか、そこにはフェリシスがいて、身体からだから溢あふれたガス状の霊気が猫ねこ耳と尻尾しつぽを形作っていた。いや、こいつはフェリシスではなく──

「──シャムシャム！」

「トラン、いま帰ったにゃ。久しぶりのシャバだったから、ちょっとはしゃいで遅おそくなっちゃったにゃあ。ごめんにゃ」

　そう言ってから、シャムシャムはフェリシスの顔で、可愛かわいらしくニシシと笑った。

「お前の言うとおりだったにゃ。あの、カーライルっていう奴やつの屋や敷しきには、変な古い本があったにゃ」

「な、何だ、この小こ娘むすめ！　どこから現れた!?」

　魔法使いの一人が、声こわ高だかに叫さけんだ。

「どこって、街から走ってきたに決まってるにゃ。トランの匂においは覚えてるし。あ！　トラン、フェリシスには気をつけた方がいいにゃ。お前の留守中に、こいつシャツを盗ぬすんでるにゃ。『素す敵てきファッションを研究するのです！』とか言って」

「え、噓うそ」

　そう言えば、最近着き替がえがすぐなくなるので、洗せん濯たくのローテーションが早い気がする──というか、そんなことより！

「おい、シャムシャム！　いまの話は本当か!?　カーライルが本物の魔導書を持っているのを確かく認にんしたと!?」

　トランも馬鹿ではない。王宮魔導師協会に任せきりで、自分は何もせずにのほほんとしているほどの間抜けでも。トランはあれから化け猫の霊シャムシャムを解き放ち、カーライルの屋敷を調べさせていたのだった。とはいえ、霊の姿のままでは言語的なコミュニケーションが成り立たないため、そこは仕方なくフェリシスに協力を仰あおいだ。すると彼女は、

「先生のためだったら！」

　と、再び霊に憑ひよう依いされることを快かい諾だくしてくれたのである。

「オレにはそれが本物かどうかわからにゃいけど、すっごく厳重にしまわれてたから、きっとあれがそうだと思うにゃあ」

　シャムシャムの言葉を聞いた周りの魔法使いたちの表情が、さっと一変する。

「……妙みようなことを、妙な口調で口走る小娘だ。こいつも捕とらえてしまえ！」

「にゃははあ！　できるもんにゃらやってみるにゃあ！」

　シャムシャムはフェリシスの身体を低くかがみこませると、次の一いつ瞬しゆんで、力を解放されたばねのような勢いで敵の一人に飛びかかった。飛び蹴りを受けたその男は、勢いよく吹ふき飛んでいき、道を越こえて海に落ちてしまう。

　人間離ばなれしたシャムシャムの動きに、トランは目を瞠みはった。

「お、おい、あまり乱暴なことはするなよ！」

「あれ、こいつらやっつけちゃダメにゃ？」

「こいつらはいいが、その子を手荒に扱あつかうことは許さんと言っているんだ！　フェリシスは私の生徒だぞ！」

「ああ、そういうことにゃ」

　次の対象に飛びかかりながら、獰どう猛もうな笑えみを浮うかべるシャムシャム。

「やりすぎないようにやってやるにゃ！　手加減してても、人間に負けるもんか！」

「な、なんだこの小娘……!?　動物相フアウナか!?」

　そんなどよめきが上がる。

　動物相フアウナとは、獣けものの血を引いた人間のことで、もともと純じゆん粋すい種の人間以外に差別的な政策を取っていたセルスニーズ群島ではめったに見られない種族だ。海を隔へだてた大陸には傭よう兵へいや質の高い労働力として動物相フアウナを優ゆう遇ぐうする国が多数あり、トランも失意のバックパッカー時代にその種の人間を何人か見たことがある。

　いまシャムシャムに憑依されたフェリシスの動きは、敵の言うとおり、まさに動物相フアウナそのもの。凄すさまじい俊しゆん敏びん性と筋力を誇ほこり、生身の人間ではとても敵かなう相手ではない。

　特に魔法使いは肉体の鍛たん錬れんを怠おこたっている場合が多い。魔法は手足の延長という感覚で、日常的に頼たより切ってしまう傾けい向こうにあるからだ。

「氷の網スカジ・ネツト！」

「おっと！　ちっちっ、そんな攻こう撃げきに当たるかにゃ！」

　敵の放った魔法をかわし、シャムシャムはさらに加速する。岩から岩へと飛び移ったと思った次の瞬間には、すでに相手の背後に回っており、強きよう烈れつな打撃を与あたえてすぐに違ちがう場所に移動している。

　敵は完全にシャムシャムにかく乱されていた。

「おい、小こ僧ぞう！　あの化け猫が頑がん張ばってるうちに、自分も敵になんかぶっぱなせや！　こういうときは協力が大事やろ！」

　ぼうっとシャムシャムの奮ふん闘とうに見とれていたトランの意識を現実に引き戻したのは、ビシビシと短い脚でローキックを飛ばしてくるヨルだった。

「そ、そのとおりだ！　こうしてはおれん！　私も参戦しなければ！」

「よっしゃ！　行ったれや！」

「よし！　では行け、ヨルギス・テンペスタ！」

　トランは戦場をビシリと指差し、大声で叫んだ。

　……しばらく、そこには沈ちん黙もくがあった。

「……は？　ちょっと待って？　いま何て言った？」

「いや、お前に『行け』と命じたのだ。早く行け。お前は私の死し霊りようだろう」

「はあ!?　ふざけんなや！　なんやねんその他力本願！　根こん性じようが腐くさっとる！　もっと自分でなんとかする魔法があるやろ！」

「いや、ない。私は死霊術以外の魔法が使えないと言ったはずだ。そしていま私が扱える死霊はお前をおいて他ほかはない。ゆえに、お前が何とかするしかない」

　すると、ヨルは顔にぶわっと大おお粒つぶの汗あせをかき始めた。

「え？　ええええ？　いや、それはアカンのちゃう？　ほら、ワシってド偉えらい魔ま法ほう使いやし？　そんな簡単に動くんはおかしい思うわ……」

「リマナなら、いくらでもお前の魔力に変へん換かんしてやるぞ。いまこそ大ナタを振ふるえ、災さい厄やくの魔術師」

　ヨルは突とつ然ぜん、中年太りの腹に手をやり、

「あ、あいたたたた、ちょっと待って。ワシ、急に腹いたなってきたわ……」

「なんなら私に憑依するか？　その状態で私に自我を明け渡わたせば、お前の力を私が使うことができるようになる。ニスカヴァーラ死霊術が誇る奥おう義ぎの一つだ。ちょうど、いまのフェリシスとシャムシャムの逆だな。霊自身の意思を無視する可能性もあるので好まん方法だが、それでもいいと言うなら私が戦おう」

「そういう問題やないねん。ていうか、そんなことしても結果は同じや……」

　奥歯にものが挟はさまったようなヨルの言い方に、トランはイライラし始めていた。

「どういうことだ？　はっきりしない奴だな」

「……後こう悔かいせんか？　ほんまにワシが戦っても？　ワシ、細かい魔法使えんから、こっからやったらオルフェまで吹き飛ぶくらいの戦略範はん囲い魔法しか用意できひんけど……」

「……戦略範囲魔法？」

「知らんか？　この時代にはそういう概がい念ねんないんかな。地形変わるで、使つこうたら」

　それを聞いて、今度はトランがぶわっと汗をかく。

「……え、マジで？」

「……マジやで。生きとったとき、細かい魔法は他の人間が作った魔法玩がん具ぐに頼っとってん。どうしても無理なんよ、自分で魔法を使うたとき、その威い力りよくを調節するとかが。いや、魔法自体は普ふ通つうやねんで？　ただ、ワシが使うとどんな魔法もアホみたいな威力になりおんねん。周りから、よう怒おこられたわ」

　ひょっとしたら、自分はとんでもない化け物を召しよう喚かんしてしまったのではないだろうか？　こんな奴を相手に、いままで自分は拳げん骨こつを落としたり、蹴け飛とばしたりしていたのか？

　いまさらとは思いつつも、トランは頭を抱かかえたくなった。

　しかしどうする？　無用の長物とはまさにこのこと。投げる石を探していたら、この星はどうですかと言われたようなものだ。結果的には、役立たず……。

「にゃあ!?」

　そのとき、少し先の戦場で一人奮闘するシャムシャムが、素すっ頓とん狂きような叫び声を上げた。

「あ、足がつるつるするにゃ！　にゃにこれ!?」

「馬ば鹿かめ！　我われ々われが闇やみ雲くもに魔法を唱えていたとでも思ったか！」

　敵の氷魔法スカージは戦場に大きな影えい響きようを与えていた。地じ肌はだが見えないほどに氷に覆おおわれた大地は、シャムシャムの最大の武器である機動力を封ふうじてしまっている。

「そら！　かわせるものならかわしてみろ、小娘！　光の束縛マハル・バインド！」

　そんな一言とともに発せられた攻勢魔法が、ついにシャムシャムを捕とらえた。光り輝かがやく魔法の一撃は、直撃とともに幾いく重えにも分ぶん岐きし、フェリシスの身体を拘こう束そくする縄なわへと変へん貌ぼうする。

「うにゃあ……く、くそっ、くそっ」

　シャムシャムはもがいたが、暴れれば暴れるほど縄は身体に食い込んでいく。

「手こずらせやがって！　ガキの分際で俺たちにたてついたことを後悔させてやる！」

「ま、まずいぞ！　このままでは──」

　トランは決心した。

「仕方がない！　ヨル！　その戦略範囲魔法とやらを使え！」

「え……？　いやいや。自分、いまワシの話ちゃんと聞いてた？」

「撃うつのは街とは逆方向だ！　灯台を吹き飛ばせ！　幸いこの角度なら、向こうは海！　被ひ害がいはほとんど出ないはずだ！」

「そんなもん吹き飛ばしてどうするんや？」

「さっきの男が言っていただろう！　この結界は魔法商品だと！　ならば、かならず媒ばい体たいがあるはず──灯台を中心に設置された結界ということは、隠かくされているのは灯台の中に違いない！　それを吹き飛ばす！」

「ほう、なるほどな。それやったら、ま、ええか」

「どれくらい詠えい唱しように時間がかかる!?　それほど強力な魔法なら──」

「え？　そらもう、いますぐやで？」

　言いながら、ヨルは灯台の方に向けてパカッと口を開いた。途と端たんに、自分の体内を巡めぐるリマナが、急激に吸われていくのを感じる。こいつ!?　やっぱり本当に!?

　次の瞬間、開かれたヨルの口の前に魔ま法ほう陣じんが浮かび上がった。若じやつ干かんいまの時代のものとは違うが、魔法陣に描えがかれた模様を見る限り光マ魔ハ法ルの一種だろう──

「な、何事だ!?　この力の奔ほん流りゆう──大気の震ふるえは!?　す、ストーメア流星群がもう降り始めたのか!?」

「おい、お前たちも衝しよう撃げきに備えろ！　死にたくなければな！」

　トランは土面を覆う氷を踏ふみ締しめてフェリシスのところまで何とか走ると、彼女の身体からだに覆い被かぶさった。

「ヨルギス・スペシャル────超ちよう・ゲップ砲ほううううう!!」

　世界が、真っ白な光に包まれる。暴力的な風が辺りに吹き荒あれ、トランと、彼の腕うでの中にいるフェリシスを吹き飛ばした。近くの岩に背中を強く打ちつけたが、なんとかフェリシスを抱だき締め、彼女の無事だけは確保する。

　遅おくれて、辺りに世界の終わりすら連想させる轟ごう音おんが響ひびいた。

　永遠のようにすら感じる時間の中、トランはこの嵐あらしが去るのを待った。

　辺りがやっとシンと静まりかえり、トランが恐おそる恐る目を開いたとき、視線の先にはとても信じがたい光景が広がっていた。

　こちらに背中を見せ、向こうを向いたまま腰こしに手を当てる中年太りの竜りゆう。

　──彼が立つ大地の、その先がなかった──

　先ほどまでそこにあったはずの灯台は、すっかりと消え失うせてしまっている。海すらない。しかししばらくすると、遥はるか向こうから大量の水が波となって押し寄せ、急造の崖がけに当たって水しぶきを上げた。

　ヨルがくるりと振り返り、トランにドヤ顔を向ける。

「ま、ざっとこんなもんや！　どや、小僧、すごいやろ！」

　トランは引きつった笑いを浮かべた。もはやこれは「すごい」とかそういうレベルで語っていい威力ではない……。

「お、お前、どうもないのか……？　あんな馬鹿みたいな魔法をぶっ放して……」

「喉のどがちょっと痛いわ。喉アメ欲しいな。自分こそ、どうもないか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶだ。フェリシスも……」

　と言いかけて腕の中にいる少女の顔を覗のぞき込むと、彼女は顔を真っ赤にして、トランを見つめ返していた。猫ねこ耳と尻尾しつぽが消えているところを見ると、シャムシャムは彼女の奥へと引っ込んでしまったらしい。

「こ、これはどういう状じよう況きようです？　どうして私が先生に抱っこされてるのですか……？」

「意識が戻もどったか！　しかしすまない、君の身体には随ずい分ぶんと負担をかけてしまった……」

「こ、これは好機なのです！　既き成せい事じ実じつ！　生徒に手を出す変態教師ということにして脅おどせば、先生は一生私から逃にげられないようになるはず！」

　フェリシスはわけのわからないことを口走って、腕をトランに巻きつけようとしたが、すぐに顔を苦痛に歪ゆがめた。

「あれ、身体のいろんなところが痛い……？」

「全すべて私のせいだ。君とシャムシャムには助けられた。本当にすまない」

　そう言って、トランは頭を下げた。

「先生が私を傷物に……？　これはことによると、むふふ……」

「おい、小僧……教えといたるけどな？　世の中には弱みを見せるとこれ幸いに、たかることしか考えん人間がおるんや。その娘むすめが、まさにそれやぞ。気をつけんと、ずっと同じネタで揺ゆすられるはめになるで」

　ヨルは、自分のトラウマでも見るような目でフェリシスを見ていた。

「……ま、ええわ。二人とも無事で、ひとまずは何よりや。でも、小僧。自分は大分リマナっちゅう力を消費したんやないか？　まだ戦えるか？」

「問題ない」

「ほお……」

　ヨルは感心したように目を細める。「ワシが生きとったときは、魔法を使うと結構……っていうか、かなり魔力を使うたんやけどな。死霊術は門外漢やし、魔法の変換式がどうなっとるんか知らんけど、自分、結構やるやんけ」

「かもしれんな」

　適当な相あい槌づちを打ってから、辺りを見回す。

　敵は、トランが思っていた以上の壊かい滅めつ状態に陥おちいっていた。辺りに吹ふき荒れた暴風に吹き飛ばされ、気を失っている者。無事だが、ほとんど腰を抜ぬかしてしまっている者。

　彼らはヨルが見えず、それはつまり、あの魔法の衝撃に対して準備も心構えも取れなかったということだ。そしてさらに、いまは目の前の信じられない光景を、自分たちの中にどう落とし込むのか必死に頭を巡らせていることだろう。逆の立場なら、トランは自分が正常な思考力を保っていられる自信はない。

「い、いったい何なのだ、いまのはあ!?　と、灯台はどこへ行ったあ!?」

　敵の一人が絶ぜつ叫きようし、トランに手の平を向けた。彼の顔には、理解できないものに対する恐きよう怖ふが、ありありと浮うかんでいた。

「き、貴様の仕し業わざか、死し霊りよう術じゆつ師しぃ!?　こここの化け物めえ!!」

　男は狂くるったように叫さけんで、火炎魔法プロムを放つ。

「──反デ火・炎プ魔ロ法ム」

　死霊の声を聞ける者にしか認にん識しきできない声がその場に響き、男の魔法はかき消えた。

「な、なああ!?」

　指一本動かさないトランに魔法を打ち消され──彼からはそう見えたことだろう──男はガタガタと震え出した。

「な、何が起こっている？　死霊は封じたはず……それなのに……」

　そう言って頭を抱える彼の姿からは、もはや戦意は感じられない。トランがもう一度辺りを見み渡わたすと、その視線の先にいた魔法使いたちは、みなビクリと身体を震わせて小さくなった。

「もはや戦せん闘とうは無意味だ。私は街に戻らなければならない。邪じや魔まさえしなければ、こちらからこれ以上の攻こう撃げきを加えることはない」

「我が主あるじ、見えない壁かべが消えマシタ！　いったい何があったのデス!?　辺りに漂ウただならぬ雰ふん囲い気き──間に合ったノカ、間に合わなかったノカ！」

　バスケスが、そんなことを口走りながら、すうっと平行移動してくる。もちろん、いましがた反デ火・炎プ魔ロ法ムを唱えて敵の戦意をへし折ったのは、このバスケスだ。

　トランはフェリシスの身体を抱き上げ、ここまで乗ってきた馬車に目をやった。馬は無事のようである。

「……オルフェにＵターンだ。間に合うかどうかは、これからの話……シャムシャムによると、事は想像以上に深刻らしい」

　もう辺りは暗くなっている。空に星が降り始めるのはもうすぐだ。
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「お集まりのみなさん！」

　二階のバルコニーに現れたカーライル先生が大きな声を出し、庭でパーティーを続ける聴ちよう衆しゆうの意識を引きつけた。

　辺りは暗くなり、いつ空から星がこぼれても大丈夫なほど準備は整っている。

「本日はぼくのためにわざわざご足労いただき、どうもありがとうございます。そして特別の感謝をセルスニーズ国王陛下、王宮魔導師協会のみなさん、ライ＝ムラート家のみなさんに捧ささげたい。この方々のおかげで、ぼくは今日、歴史に名を刻むことができる」

　多くの魔法使いたちが、彼の言葉に拍はく手しゆを返した。

「世界魔法の解読には、ぼくの青春の全てを捧げました。幼いころからの夢だと言えるでしょう。ぼくがこの魔法に取り憑つかれた理由を知っていただくためには、ぼくの家のことをみなさんに話さなければなりません。まずは見ていただきたいものがあります。ライ＝ムラート家の三人の中で、いま魔導書を持っておられるのはどなたですか？　まず、それをいまこの場でみなさんに披ひ露ろうしていただけませんか」

　カーライル先生が言い、みなの視線がピーシアたちの方に集まる。

　今日この場にライ＝ムラート家が世界魔法〝星〟の魔導書を持ってくるというのは、父とカーライル先生との間で取り交かわされた約束だった。父がカバンから魔導書を取り出して掲かかげると、周りの人々から「おお……!!」と歓かん声せいが漏もれ出た。

「それが、ライ＝ムラートの一族がずっと守り続けていたものです。ライノス・ストーメアから託たくされ、一度ジョージ・テンペスタなる異端児によって、封ふう印いんされたとされる魔法──その全てを記している魔導書。……と、世間に信じられているものです」

「信じられている？」

　父が、怪け訝げんそうな声を出す。

「それはどういう意味だろう、カーライル君？　信じられているもなにも、これはずっと我が一族の家宝として、ライ＝ムラートの名前とともにあったものだ。言いがかりのようなことはやめてもらいたいな」

「いいえ、それが違ちがうのです。ぼくが見せたいといったものはこれです。どうぞ、みなさん注目してください！　その魔導書をよく見てから、これをご覧になってください！」

　カーライル先生は満面の笑えみを浮かべ、懐ふところから一冊の本を取り出した。

　また観衆がどよめいた。彼の手に握にぎられていたのが、いま父の手にある魔導書と瓜うり二ふたつの、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした書物だったからだ。

「これは本物の世界魔法〝星〟──その魔導書です！」

　すると、途端に父が怒いかりを露あらわにする。

「馬ば鹿かな！　な、何という茶番だ！　言うに事欠いて、私たちの魔導書が偽にせ物ものだと？　君は私たちをこけにするために、ここに呼んだのかね？　付き合ってられんな！　私たちは帰らせてもらう！」

「待って下さい！　あなた方がここにいることが何よりも重要なのです！　ぼくの話を最後まで聞いていただきたい！　そして、許可をいただきたいのです！」

　ピーシアはハッと息を吞のんだ。カーライル先生が以前に言っていた言葉を思い出したからだった。ああ、嫌いやだな！　ぼくはなんて自うぬ惚ぼれ屋なんだ！　君や、君の家が承しよう諾だくしてくれると決まったわけでもないのに……。

「許可？　何の許可だね？」

　父が訊たずねた。

　母は瞳ひとみを輝かがやかせてピーシアに目をやってから、再びカーライル先生に視線を移す。

　しかし彼が続けたのは、ライ＝ムラート家の誰だれもがまったく想像していない内容だった。

「……我が家の復興の許可です。この本を、なぜぼくが持っているかをお話しすればきっと理解していただけるはずです。この魔導書は、ずっとぼくの家が守り続けてきたものですが、手に入れたきっかけは、世界が巨きよ大だいな戦せん禍かに巻き込まれたところにあります。みなさんはご存知でしょう？　かつてこの都市にあった、ライノス・ストーメアの像のことを」

　観衆はざわめき、顔を見合わせた。いま、高いバルコニーにいる天才魔術師の演説がどのような方向に行くのか、誰も予想できていないようだった。

「この魔導書は、その像の中に隠かくされていたのです！　いったい、なぜそのような事態になったのかはわかりません！　ですが事実として、我が一族はそれをライノス・ストーメアの像から手に入れました！　まさに運命だと言えるでしょう！　そう、みなさんは知っているはずだ！　あの像！　あの神聖なるライノス・ストーメアを模して造られた像を取り潰つぶす際に、ライノスの怒りを避さけるために取られた方法を！　名受けの三家の一つに、その役目が課されたということを！」

　カーライル先生の顔には、依い然ぜん笑みが浮かんでいたが、それはいま見る者を戦せん慄りつさせるような迫はく力りよくを備えていた。

「……ライ＝ファルナ家のことかね？」

　父が静かに訊ねた。

「……そうです。ときのビオンテン・ライ＝ファルナが、あの像を鋳い潰つぶし、そのときに得られたのがこの魔導書です。そして既すでにお察しの方がいらっしゃる通り、ぼくが──」

　カーライル先生は周りをぐるりと見回し、

「その後、本物の魔導書を守り続けてきた一族、ライ＝ファルナの末まつ裔えいだということです」

「ライ＝ファルナの？　ライ＝ファルナは、途と絶だえたはずだが」

「途絶えたと周りに信じさせる決断をしたのです。全すべては、ライ＝ファルナがこの魔導書を手に入れたところから狂ってしまった。あなた方のところには、どうやら本物と周囲から信じられる魔導書があるらしい。ビオンテンは、あなた方ライ＝ムラートの屋や敷しきにその魔導書を見に行ったこともあるようです。しかし魔法の才能を持つ者なら否いやが応でも、その物に宿る魔力というものを感じてしまうものだ。そして、二つを見比べたビオンテンは、自分がライノスの像から得た魔導書の方こそ、本物だと確信してしまった」

「馬鹿馬鹿しい！　みなさんは、この若者の言う話を信じたりはしないでしょうな！　私たちの持つ魔導書が偽物だと！」

「聞いて下さい、ライ＝ムラート！」

　カーライル先生は、父の言葉で動どう揺ようし始めた観衆の注目を、再び引きつけた。

「いや、聞かなければならない！　ぼくたちの一族が世間から身を隠す選せん択たくをしたのは、あなた方にこそ責任があるからだ！　ライ＝ファルナはまさに、いまあなたがしたような行こう為いを恐おそれた！」

「……何だと？」

「どちらの魔導書が正しいのか世間に問えば、誰しもあなた方に味方するでしょう。正統な権利者はあなた方なのだから。ゆえに我が一族は、誰の目にも明らかな証明をする以外になかったのです。そしてその日が来るまで、世間の注目を浴びることのないように、この魔導書を自分たちごと抹まつ消しようしました。わかるでしょう？　ライノスの像に魔導書が隠されていたということは、隠した者がいるはずなのです。その者からすれば、ライ＝ファルナが本物の魔導書を持っていることは自明なのですから。だからこそライ＝ファルナは、栄光ある名を消し、日ひ陰かげ者ものとして、この魔導書の解読を続けてきたのですよ。いつか、あなた方にこの魔導書こそが本物であると認めさせるために……」

「しかし……しかし、仮に本物の魔導書を所有しているならば、君の行動に整合性がない。君は〝星〟の調査チームに所属し、定期的に私たちの屋敷を訪おとずれていたではないか……」

「それこそ簡単な疑問ですね、ライ＝ムラート」

　カーライル先生は笑った。まるで、物わかりの悪い生徒を教え諭さとす、いつもの彼と同じような調子で。

「ぼくの持つ本物の魔導書には、簡単なジャミングがかけられているのですよ。おそらく、これがジョージ・テンペスタの施ほどこした封印という奴やつでしょう。本物の内容を理解するには、偽物であるとはいえ、精せい巧こうな出来の複製品との比ひ較かくが必要だったのです。どうやら、このジャミングはあなた方の持つ複製品ができた後にかけられたものらしい。つまり、いま書かれている情報だけならば、その複製品の方が正しいのです」

　カーライル先生は続けた。

「あなた方の本を頼たよりに、ぼくはこの本物の魔導書の中から不必要な情報を取り去った。そして、複製品にあった筆ひつ跡せきをつぶさに調べ、偽物の製作者が意図的に隠そうとした、情報の書かれた順番をあぶり出したのです。それこそが、世界魔法〝星〟の復活に必要なこと。ぼくはいま、完全に世界魔法を掌しよう握あくした！　この、トマス・ライ＝ファルナが！」

「君の話は面おも白しろい！　実に！」

　観衆の一人が叫さけんだ。ピーシアはその紳しん士しを知っていた。同じ名受けの一族──この場にいながら、ずっと話題から締しめ出されていたライ＝ドルト家の当主だった。

「だが残念ながら、やはりいまの話を証明する手段はない！　百歩譲ゆずって、その魔導書が本物だったとしても、君が失われたライ＝ファルナの末裔だというのは少し出来過ぎてはいないかね？　ライ＝ファルナから、君の先祖が強ごう奪だつしただけかもしれんぞ！」

　彼の茶ちや化かすような物言いに反応した何人かが、声を上げて笑った。

　すると、カーライル先生の顔が憎にく々にくしげに歪ゆがんだ。あまりにも急激な変化……そこにはもう、聡そう明めいで理知的なトマス・カーライルはいなかった。

「よくも、よくもそんなことを！　あなた方はいつもそうだ！　いつも才能ある人間を妬ねたみ、足を引っ張って、自分たちと同じ領域にまで落とそうとする！　恥はじを知れ！」

「な、何だと、この若造！」

「黙だまれ、身の年輪しか誇ほこることのできない老害め！　我われ々われの一族にあった絶望、生まれながら背負わされた不幸も知らずに！　いいでしょう！　あなた方はまだ信じられないかもしれないが、ぼくはいずれこの魔ま法ほうの仕組みを公開するつもりだ！　そうしても大だい丈じよう夫ぶな理由がある！　この魔法は名受けの一族しか唱えることができないのだから！　そうとも、ぼくが今日この魔法を唱えると言ったのは、つまり、みなの前でライ＝ファルナであることを証明したかったからなのですよ！」

　カーライル先生は嘲あざ笑わらうような表情になって、ピーシアの方を見つめた。

「ピース！」

　呼ばれたピーシアは、びくりと身体からだを震ふるわせた。自分の視線の先にいるのは、もはやピーシアの知る優やさしいカーライル先生ではなかった。

「ぼくが君に、カーライルと呼んで欲しくないと言った理由が、これでわかっただろう？　ぼくはライ＝ファルナだ！　君と同じ名受けの一族なんだよ！　どうです、ライ＝ムラートのお三方？　そして、ライ＝ドルト！　ぼくが世界魔法を唱えた暁あかつきには、ぼくをライ＝ファルナと認めていただけるでしょう？　そして、今後はぼくを〝カーライル〟などと馬鹿にしたりせずに、正式な名前で呼んでもらいたいものだ！」

「馬鹿になんて、していません……」

　ピーシアは震え声を出した。

「カーライル先生は、とても才能ある方です……私、一度だって先生を馬鹿になんて……」

「君が──ライ＝ムラートである君が──ぼくをライ＝ファルナ以外の名前で呼ぶことが、侮ぶ辱じよく以外の何物でもないんだ！　カーライル先生、カーライル先生、カーライル先生！　君が馬鹿な質問をしにくる度たび、ぼくは腸はらわたが煮にえくり返る思いだった！　ぼくはずっと我が慢まんしてきたんだよ！　偽物の魔導書を持った君たちが、大きな顔をしている一方で！」

　ピーシアは堪こらえ切れず、涙なみだを流した。

　咄とつ嗟さに抱だき締めてくれた母の胸で、ピーシアは嗚お咽えつを漏もらした。

「あんな男だとは思わなかったわ！　ピース、可哀かわいそうな子……!!　ああ、そんなに泣かなくても大丈夫よ！　あなたは私たちが守ってあげる。ええ、誰にも渡わたすものですか……!!」

　そのとき──

「……小物、小物！」

　聞き覚えのある声が背後から響ひびき、ピーシアは自分が泣いているのも忘れて振ふり返った。

「……そんな程度の苦難で絶望できるとは、カーライル。お前は小物だ！　天才、天才と言われているが何のことはない、そこらの魔法使いと変わらぬ凡ぼん才さいではないか！」

　涙で滲にじんだ視界では、彼の姿をよく見ることができず、ピーシアはごしごしと目をこすって、視界をクリアにした。

「……トラン・スピンタートか？」

　言ったのはカーライル先生だった。

　その言葉の先を確かめるように、みなの視線が、庭の垣根の向こうにいる男に注がれる。

　黒いローブと、顔の半分を隠す仮面。

　その男、トランは肩かたで大きく息をしながら────勢いよくしゃがみこんだ。

「……おい、君、大丈夫かね？　ずいぶん息が上がっているが、ローブを脱ぬいだ方がいいんじゃないか」

　トランに心配そうに近寄った紳士が、そう提案した。

「いえ……ぜいぜい……ここまで全力で走ってきたので……はあはあ……止まったら急に苦しくなって……」

「おい、誰かこの青年に水を持ってきてやれ」

　給きゆう仕じの持ってきた水を一気にあおったトランは、しばらく楽な姿勢で息を整えたかと思うと、すっくと立ち上がった。

「お前は小物だ！　カーライル！」

「やり直すのか……」

　誰だれかの呟つぶやきは、トランによって無視された。

「お前の姿は滑こつ稽けい極きわまりない！　才能にも地位にも恵めぐまれたエリートが、駄だ々だをこねているだけではないか！」

「ぼくが小物？　駄々をこねているだと？」

　カーライル先生は眉まゆをひそめた。それから、ニヤリと悪意に満ちた笑えみを浮うかべた。

「君に言われるとはね、トラン・スピンタート！　しかし当初の予定なら、いまここに君はいないはず……いったいどうやって、彼らの手を逃のがれた？」

「もっと質のいい仲間を用意しておけ。死し霊りよう術じゆつはもっとも優すぐれた魔法学問であり、私はそれを教える教師だ。あんな者たちでは相手にならん」

「死霊術！　死霊術か！　ハハハ、確かに君が習得したという死霊術は、ぼくの手には余るものだった。でも、やはりこの国で培つちかった卑ひ屈くつさは君の中から消え去ることはなかったようだね。君が教職に就ついてからこれまでの姿は、まるで哀あわれな犬コロだった」

「……ほう？　死霊術を？」

　トランは挑ちよう発はつよりも、その言葉に興味を引かれたらしい。

「お前の屋敷を守っていた結界を見て、私はお前にも死霊術に対する多少の心得があると思っていた。やはり、どこかで学んだことがあるのだな？」

「そうとも。いま、君の傍そばにたたずむ一人と一いつ匹ぴきも、ぼくには見えている」

　カーライル先生の言葉を聞いて、ピーシアはハッと息を吞のんだ。

　初めてトランが死霊術を教えてくれたとき、彼はピーシアに見える程度にまで死霊の存在を濃こくしていると言っていた。どうやら、いまはその力を抑おさえているのだろう。

　ピーシアは自分に唯ゆい一いつ使える死霊術の初級魔法、霊エ認ン識ゴ魔ー法スを唱えた。すると、

「いてこましたるデエ！　舐なめとったら、アカンノヤ！」

「……あかん、ワシ……もう無理や。なんで馬車の車輪が壊こわれんねん……こんなに走らされるなんて聞いてへんし……これやったら、フェリシスと壊れた馬車でお留守番の方がよかったわ……」

　気き炎えんを吐はくバスケスと、肩で息をするライノスさまが浮かび上がる。

　そんな二人にふん、と鼻を鳴らしてから、カーライル先生は続けた。

「魔導書を解読するのに、ぼくはライノスさまを呼ぼうと思ったのさ。ぼくの一族に、名前を授さずけてくれたあの方をね！　だが、どうやらそのためにはぼくでは力量が足りなかったらしい。遊学期間には、密ひそかに色々な国の死霊術師たちを訪ねたが、彼らでもダメだった。ライノスさまはどうも気難しい方のようだよ」

「なるほど？　凡才にしては、目の付けどころ自体は悪くない」

　大衆の面前で、言葉をぶつけあう二人。

　しかし、ピーシアはそのとき気付くことがあった。あれ？　と。

　そう言えば、カーライル先生の魔導書が本物で、ライ＝ムラート家の魔導書が偽にせ物ものだとしたら、その本を霊れい媒ばいにしてでてきたあのライノスさまはいったい何なのだろう？　と。

　ピーシアが当とう惑わくして、じっとその竜りゆうを見つめると、竜はすっと視線を逸そらした。

「ぴ、ピース！　自分、泣いとるやんけ！　あのガキの仕し業わざか！　これは許されへんで！」

「ライノスさま！　せめて私の目を見ておっしゃって下さい！」

　すると竜は地に突つっ伏ぷし、トランの方を指差して騒さわぎ出した。

「ワシが悪いんやないんやあ！　全部、この小こ僧ぞうに唆そそのかされたんやあ！　ライノスの振りをせえって……悪魔の囁ささやきやったよ！　ワシは何度も断った！　でも、こいつはしつこかったんや！　わかってくれえ！」

「おい……お前、即そつ決けつ……」

「でも、ピース！　ワシが自分を思う気持ちに変わりはないねん！」

　戸と惑まどうトランの言葉を無視し、竜はガバッと顔を起こした。

「不幸な過去はあった！　でも、人はいくらでもやり直せるんや！　お互たがい、いままでのことは水に流そう！　そしてこれから一いつ緒しよに、頑がん張ばっていくんや！」

「……あんた誰よ」

「うわああああああああああ！」

　竜は地面をのたうち回って叫んだ。「ワシにまでツンツンしたら、自分はいつデレるんやああああ！　ワシはそんなツンデレなんて認めへんでええええええ！」

「やかましい！　ちょっと黙っていろ！」

　トランは竜を一いつ喝かつし、ピーシアの方を見ると、おほんと一つ咳せき払ばらいした。

「この馬ば鹿かの正体はあとで教えてやる。だが、いまはあの小物を止めねばならん。世界魔法〝星〟を唱えさせるわけにはいかないからな」

「ちょ、ちょっと！」

　トランは庭を横切り、カーライル先生の屋や敷しきの方に向かっていく。

　ピーシアの傍を通り過ぎたとき、トランは彼女にだけ聞こえるような小さな声で呟いた。

「……ピーシア、何事もなくて本当によかった。俺は君がカーライルに利用されるんじゃないかと心配したんだ。あとは俺に任せておいてくれ」

「え……？」

「止める？　君などにぼくが止められるわけないだろう！」

　カーライル先生が二階のバルコニーから身を乗り出し、さっと杖つえを振り上げた。光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんが、彼の身体の前に浮かび上がった。

「君だけじゃない！　ここにいる誰にも、ぼくを止めることなんてできやしない！　君がいま対たい峙じしているのは、世界魔法すら掌しよう握あくした天才、トマス・ライ＝ファルナだぞ！」

　魔法陣から放たれた火炎魔法プロムは、トランに直ちよく撃げきしようかというときに打ち消される。

「──な、何!?」

「我が主あるじに手出しできるとは思わぬコトダ！」

　トランの傍で、死霊のバスケスが対たい抗こう呪じゆ文もんの魔法陣を描えがいていた。

　破は壊かいされた火球が大きな音を立て、集まった人々が口々に悲鳴を上げた。

　当然だ。いくら魔法が彼らに見慣れたものでも、死霊や、死霊の放った魔法までは見えないのだから。彼らの目には、突とつ如じよ空間が爆ばく発はつしたように見えたはず。

　そしてバスケスがお返しとばかりに放った魔法に、観衆はまた絶ぜつ叫きようした。

「パーティーは中止だ！　さあ、とっとと出ていけ！　そして明日の新聞には、英えい雄ゆうの凋ちよう落らくを知らせる記事でも書くといい！」

　トランが大声を出し、人々はそれに従うように逃にげ惑った。

「ピーシア！　君もだ！　早くここから離はなれろ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　ピーシアが色々なことに困惑して動けずにいると、トランは両親の方に向き直った。

「彼女を連れて逃げてください！　ここはいま、もっとも死地に近い！」

「何せ、二人も死霊がいますカラネ！」

　バルコニーからカーライル先生が連発する魔法を、バスケスは難なく打ち消し続ける。しかしやはり、彼の姿は他ほかの人に見えていないらしい。

　人知れず虚こ空くうが歪ゆがむのを見て青ざめた父は、トランに向かって何度も頷うなずいた。

「わ、わかった……ピース！　グロリアーナ！　ここを離れるんだ！　カーライルは不当な名めい誉よ欲で狂くるった！　だが、きっとこの青年になら任せられるだろう！　自信があるようだし……君、名前は？」

「トラン・スピンタート。私の先生よ」

　答えたのはピーシアだった。

「先生？　聖オルフェの？」

「学園では、まだそう認める者の方が少数ですがね！　さあ、早く！」

　父に腕うでを引かれ、人の波に吞まれるようにして、ピーシアはその場を離れた。

　そのとき、横にいる母は緊きん張ちよう感かんのない調子で、ぺらぺらと喋しやべりまくっていた。

「ピース！　あの方と随ずい分ぶん親しげだったじゃない！　ああ、素す敵てき！　あの方が颯さつ爽そうと登場したときは痺しびれたわ！　それにあの仮面は中々クールね！　やはり男性はミステリアスでなくてはいけないわ！　私も、この人と会ったのは仮面舞ぶ踏とう会でのことだったのよ！　ひょっとして、あの人はあなたの好いい人なの？　ああ、そういえばあなたは今日をあまり楽しみにしていないようだったものね？　あんな人がいるんじゃ、カーライルと会いたくないというのもわかるわ！」

「お、お母さま！　あの人はそういうのじゃないわ！」

「いいえ、わかってます！　みなまで言わないで！　ピース、私は自分の娘むすめに恥はずかしい思いなんてさせたくないの！　照れくさいのよね？　でも、応おう援えんするわ！」

　ピーシアは赤面した。

　誰にも渡わたさない、私たちが守る。母のさっきの言葉はどこに消えたのか。

「グロリアーナ！　あれはピースの先生だよ！　君はいつも早合点する！」

「あなたに女心はわからないでしょう！　この子があの人を見る目を見た？　まるで宝石のようにキラキラと輝いていたわ！　ピースがあんなに情熱的な目をしているところを見たのは初めてよ！」

「やめて、お母さま！　トランに聞こえちゃう！」

　思わず、ピーシアは振ふり向いた。しかしそんな心配は杞き憂ゆうだったらしく、トランはカーライル先生との戦いに集中していた。彼の隣となりで、バスケスは降りかかる呪文を打ち消しながら、

「我が主……我が力をどうぞお使い下サイ。ワタシの全すべてをあなたの途と方ほうもないリマナで使えば、あんな小物には決して負けマセン！」

「……わかった。出し惜おしみしていて手て遅おくれになる方が、いまは何よりも不ま味ずい！」

　そのときピーシアは、ぎょっと目を瞠みはることになった。トランの身体からだから放出されるリマナの量が、あまりにも膨ぼう大だいだったからだ。

　それは死霊のバスケスに注がれていたかと思うと、次し第だいに彼の輪りん郭かくを溶とかしていき、それからゆっくりとトランの身体の中へと戻もどっていく……。

「見せてやるぞ、ニスカヴァーラ死霊術の真しん髄ずいを──」

　言葉とともに、トランの身体に様々なマナの経路が走って行く。それらは、明らかに死霊術を唱えるために必要になる霊経路カスケードではない。ピーシアは息を吞んだ。

「そんな、噓うそ……死霊術以外の魔法を……？」

「──憑ト依ラ魔ン法ス！」

「は、はったりを！」

　カーライル先生は光マ魔ハ法ルを放つ。ピーシアから見ても、迅じん速そくかつ強力な一撃──しかしトランが手を一振りするだけで、その魔法は一いつ瞬しゆんのうちにかき消されてしまう。

「た、対抗呪文……？　どうして魔法の使えないお前が……？」

「何もできんが、あらゆることができるのが死し霊りよう術じゆつだ！　いま私は、デニス・バスケスの力を、彼よりもさらに強力な力で扱あつかうことができる。もはやお前に勝ち目はない！」

「デニス・バスケスだと!?　その死霊が……？　しかし、そんな旧時代の遺物を引っ張り出してきても、世界の進化は止められやしない！」

　バスケスのファーストネームをピーシアが知ったのは、これが初めてだった。デニス……デニス・バスケス！　歴史の授業でしか聞かないような英雄の名前である。三百年以上前にここから海を隔へだてた大陸であった解放戦争で、名を馳はせた魔法使いの偉い人じん──。

　あんな変人の骸がい骨こつ男が、そのデニス・バスケス!?

　しかしもっと驚おどろくのは、トランがそのバスケスをずっと従えていたこと。そしてさらには、いまやその力の全てを自分のものとしていることだった。

　トランとカーライル先生の二人は魔法の撃うち合いをやめ、そのもととなる魔力をぶつけ合っていた。魔法となることで、魔力は強力な現象として世界に影えい響きようを及およぼすが、その方法を知る者同士では完全に無力と化す。対抗呪文という魔法の存在によって。

　ゆえに、魔法使いの戦いというのは、どちらかが敵の知らない魔法を先に探し当てるか、その過程でどちらかの魔力が尽つきるか、あるいは魔法となる前の魔力をぶつけ合うことでしか決着がつかないと言われている。

　いまだ魔法となっていない魔力の状態なら、お互いに打ち消すことはできない。その方法は、単純な力比べ以外の何物でもない。

　トランはカーライル先生と、この魔力の力比べをしていた。

　空中でお互いの魔法が拮きつ抗こうし、蓄ちく積せきされたエネルギーがどんどんと膨ふくらんでいく。暴風が吹ふき込み、いつその魔力の渦うずが解き放たれてもおかしくない状態だった。

「魔導書を渡せ！　それはお前には過ぎた代しろ物ものだ！」

「何を言う！　ぼくほど、この魔導書に相応ふさわしい人間はいない！　ずっとこの本の解読に明け暮れてきたんだ！　そして、これまでのライ＝ファルナができなかったことを成し遂とげた！　誰だれにも邪じや魔まはさせない！」

「その魔法を本当に理解しているのか！　この世界が滅め茶ちや苦く茶ちやになるんだぞ！」

　すると、カーライル先生は表情を歪めた。

「……ライノスさまが〝星〟を唱える以前にも、世界は上う手まくやっていたさ。必要に応じた世界魔法を利用することでね。だから、必要となれば、また他の世界魔法を復活させればいい！　誰にもできないなら、ぼくがやって見せようじゃないか！」

「お前が余計なことをしなければいいだけの話だ！　正気に戻れ！　カーライル！」

「ぼくをカーライルと呼ぶんじゃない！　お前のような奴やつがいるからこそ、ぼくはこの魔法を唱えないといけないんだ！　ぼくはライ＝ファルナだ！　世界魔法〝星〟を唱えることが許された、選ばれた一族なんだよ！」

「わからず屋め！」

　トランは叫さけび、さらにリマナを魔力へと変へん換かんした。死霊術をかじった程度のピーシアでは、トランの力の全ぜん貌ぼうを捉とらえきれない。彼の霊経路カスケードは、まるで底なし沼ぬま……。

　次の瞬間、二人の間で拮抗していた力のバランスが崩くずれ、空中で蓄積されていた全ての魔力がカーライル先生に向かって暴走した。

　巨きよ大だいな爆発が起き、バルコニーが吹き飛んだ。カーライル先生は咄とつ嗟さに身をよじって直撃を逃のがれたものの、足場を失って庭に転落し、激しく身体を打ちつけた。

「うう……」

　落下したカーライル先生が、くぐもった叫び声を出す。

　その瞬間、周りの観衆がどっと沸わいた。

「おお！　やったぞ！　どうやらあの仮面の闖ちん入にゆう者がカーライルを止めたらしい！」

　トランはカーライル先生に近付き、彼の傍そばに投げ出されている魔導書を拾い上げた。

「……残念だったな。相手が悪かったと諦あきらめろ」

　カーライル先生は苦く悶もんの表情を張り付け、庭の上でごろりと仰あお向むけになった。

　しんと大気が静まり返る。天を見上げたまま、彼はぽつりと「……ストーメア流星群だ」と呟つぶやいた。

「何？」

　次の瞬間、空に輝きが訪おとずれた。真昼になったのではないかと錯さつ覚かくするほどの明るさ。

　どよめきが起こり、そこにいる誰もが空を仰ぎ見る。

　みなの視線の先にあったのは、四年に一度訪れる天の祭りだった。幾いく筋すじもの巨大な光が、夜空を滑すべって行く──

　ピーシアの頭の中は、一瞬にして真っ白になった。

　ストーメア流星群だわ……！　いよいよ始まった……！

　またたく間に、光の爪つめ痕あとが無数に夜空を引き裂さいて行く。

　流星は無限を思わせた……線に過ぎない光は、束となって面を覆おおい始める。

　いまや空間には光が満ち溢あふれていた。それは定められた規則を破り、昼が完全に夜を征せい服ふくした瞬間だった。ピーシアはうっとりと空を眺ながめ、身を震ふるわせた。

　空を埋うめ尽くす圧あつ倒とう的てきな光の量に、言葉も思考も奪うばわれ、やがて徐じよ々じよに空と大地が一体になるような感覚が体中に満ちてくる──

　どこまでも天は美しく、ピーシアはただただ放心していた。ゆえに、これは奇き跡せきと言ってもよかった。呆ほうけていた頭で、ピーシアがそれに気付けたのは──

　怒ど涛とうの光に照らされる中、地上を這はい回る影かげがあった。

　影はよろよろとトランに近付いて行く。

「と、トラン！　気を付けて！」

　うごめく影──トマス・カーライルは、頭上に気を取られるトランの腕から魔導書をひったくると、屋や敷しきの入り口に向けて一目散に駆かけ出した。

「な!?　お、おい！　待て！」

　トランはカーライル先生を追いかけ、屋敷の中に入っていく。

　自然と、ピーシアは自分の身体を彼らの行った方向へと動かしていた。何か大変な事態が起こりそうで──そして、その事態にトランが巻き込まれてしまいそうで、いても立ってもいられなかったのだ。




　　　　　４




　カーライルが入っていった部屋の前で、トランは悪態をついた。

「……往おう生じよう際ぎわの悪い！　おい、カーライル！　ここを開けろ！」

　ドンドンと鍵かぎのかかった扉とびらを叩たたいても返事はなく、トランは隣に立つバスケスを見やった。もう憑ト依ラ魔ン法スは解いている。

「おい、バスケス！　この扉を魔法でぶち抜ぬけ！」

「無理デスヨ……あなたはワタシをジョウロか何かと思っているデショウ……先ほどあれほど負ふ荷かをかけられたのデス！　とても魔法など使えまセン！」

「何だと!?　くそ、肝かん心じんなときに……!!」

　トランは今度、ヨルを見た。

「皆みなまで言うなや！」

　ヨルはさっとポーズを取る。

「……いや、お前はいい。街を吹き飛ばされても困る」

「ええから見とけ！　武ぶ闘とう派は魔法使い、ヨルギス・テンペスタ渾こん身しんの一いち撃げきを！」

　トランは自分の身体から、ずずっとリマナが引きだされるのを感じた。急激な脱だつ力りよく感が襲おそってくる。まさか、こいつ本当にこの辺りを吹き飛ばす気じゃないだろうな……!?

「お、おい！　やり過ぎるなよ!?」

「悪いな、小こ僧ぞう！　やっぱり加減はできへんのや！　行くでええええええ！　ヨルギス・スペシャル・ファイティ～ング─────!!」

　ヨルはさっと手を振り上げ、

「パーーーンチ！！！」

　という掛かけ声とともに叩きつけた拳こぶしを扉に撥はね返されて、もんどり打った。

「ああああああああ！　指！　指、脱だつ臼きゆうしたああああ！」

「何をやっとるんだ、この役立たず！」

　──扉は無傷だった──

「……私がやるわ！」

　突とつ然ぜん、声が聞こえて、トランはハッとその方向を見つめた。

「ピーシア！　なんで戻ってきた！」

　そこには、決意に満ちた表情のピーシアが立っている。

「いいから、どいて！　一刻を争うんでしょ！」

　そう言う彼女の前には、すでに魔ま法ほう陣じんが浮うかんでいた。

　トランは、慌あわててその場から飛びのいた。

　魔法陣から放たれた火球が、扉を消し炭に変える。

「……よくやった、ピーシア！」

　トランが称しよう賛さんの言葉をかけると、ピーシアは赤面してぷいっと顔を背そむける。

「た、頼たよりにならないんだから！　さっき、全部任せておけって言ったくせに！」

「すまない。何でもできるが、やはり何もできないのが死霊術だ」

「授業のつもり？」

「だとしたら、とんだ課外授業だな！」

　トランは笑い、部屋の中へと足を踏ふみ入れた。

　カーライルはいない。しかし上の階につながる階段を見つけ、急いで駆け上がった。

　突つき当たりには跳ね上げ戸が据すえ付けられていて、強ごう引いんに押して出ると、そこは屋上だった。外にはやはり、夜とは思えないほどの光の量が溢れている。

　一瞬目が眩くらんだトランは、思わず仮面を押さえた。

「スピンタート！　見ろ！」

　カーライルの声が響ひびいた。彼は天を仰ぎ、遥はるか頭上に浮かび上がる巨大な魔法陣を、恍こう惚こつとした表情で見つめていた。

「あれこそが世界魔法〝星〟の魔法陣だ！　ぼくはやったぞ！　ライ＝ファルナの悲願が達成された瞬しゆん間かんだ！」

「〝星〟やと!?」

　ヨルが、さっと顔を青ざめさせ、空を見上げる。

「アホが！　ほんまに唱えよったんか！」

「やった！　今日から新しい歴史が始まる！　新しい世界への扉がライ＝ファルナによって開かれたんだ！　ビオンテン・ライ＝ファルナよ！　そして彼から始まり、ぼくへと続いてきたライ＝ファルナの先達たちよ！　あの世で誇ほこるがいい！　今日が栄光の日だ！」

　ヨルはカーライルのところまで走って行くと、彼の頰ほおを思い切り殴なぐりつけた。

「アホたれが！　あの魔法陣をさっさと消さんかい！　自分がライの名を受け継つぐ一族やいうことはよくわかった！　もう十分やろうが！」

「……そういうわけにはいかない。ライ＝ファルナの名前は、みなの記き憶おくに残り続けないといけないんだよ。世界のマナが完全に変質するまで、まだ時間が必要なんだ」

　カーライルはヨルを見て、ニヤリと笑った。

「自分、死ぬ気か……!?　ライノスのオッサンはな、〝星〟を唱えたときに死んでしもうたんや！　強きよう靭じんな身体からだを持つ竜りゆうでもそうやったんやで？　あの魔法を解読した自分やったら、人間が唱えたらどうなるかくらいわかるやろうが！」
















「もちろん！　もちろん、そうだとも！　恐おそらく、ぼく一人ではこの魔法を唱えることさえできなかったろう。だが、少し考えればわかるはずだ。なぜぼくがここまで事を大きくしたか？　ぼく一人で唱えられるのならば、ひっそりと誰だれにも邪じや魔まされずに唱えてから、全すべての功績を発表する方法だってあった。それでも、十分ぼくがライ＝ファルナであることの証明になっただろう」

　言ってから、カーライルはピーシアに、さっと視線を移す。

「国を巻き込み、王を味方につけ、世界魔法の復活をことさら大きく宣伝した。それは、この場に名受けの一族を集めるためだ──特に、ピース！　君をね！」

「ピーシアを？」

　トランは、カーライルからピーシアを隠かくすように、一歩前へと踏み出した。

「ライノスさまの名前の力をもっとも色いろ濃こく受け継いでいるのが、いまこの世界ではそのピーシア・ライ＝ムラートということになるからさ。名前というものは、川の水のように下へ下へと受け継がれていく。そして現状において、彼女がそのもっとも下流にあたる」

　言いながら、カーライルはピーシアを指差す。

　そのピーシアは、ぶるぶると震えていた。表情も青ざめている。

　あまりにも急激な変化──

「ピーシア……どうした……？」

　トランは何が起こったのかわからず、啞あ然ぜんとしたままピーシアを見つめた。

「ここまで説明してもまだわからないか、スピンタート！　やはり君はどうしようもない落ちこぼれだとも！　あの魔法陣は、ぼく一人の力で作られているのではない！　この場にいる全ての名受けの一族の命を吸い、形成されているんだ！」

　カーライルは勝ち誇ったように叫さけんだ。

「とりわけピースの魔力は、天の魔法陣のお気に入りらしい。彼女の名前にはいま、もっともライノスさまに近い力が秘ひめられているのだから、それも当然だろう！　ああ、スピンタート！　君に死し霊りよう術じゆつ以外の才能があれば、彼女の身体から放出する膨ぼう大だいなマナの奔ほん流りゆうを見ることができたろうに！」

　カーライルが吐はき捨てるように言葉を言い終わったのと、ピーシアの身体がぐらりと揺ゆれたのはほとんど同時だった。

　トランは、慌てて彼女を抱だきとめた。腕うでの中にいるピーシアの身体は、凍こおりついたかのように熱を失ってしまっている。

「ピーシア！　おい、ピーシア！　しっかりしろ！」

「さ、寒い……私、なんで……？」

「ハッハッハ！　ごめんよ、ピース。巻き添ぞえのようになってしまったね！　でも、これはとても光栄なことなんだよ！　あの魔法陣はぼくたちの命を吸って、この世界に変革をもたらす……それはもう、誰にも止められない！」

　嘲あざけるようにそう言うカーライルの顔も、青白くなっている。彼は片かた膝ひざをついた。

　ヨルはカーライルのところまで歩くと、彼の胸むな倉ぐらを摑つかみ、何度も揺さぶった。

「おい、しっかりせんかい！　早く、あの世界魔法を中止するんや！」

　するとカーライルがごぼりと吐と血けつしたので、トランは慌ててヨルから力を奪い去った。

「お、おい！　ヨル、やめろ！」

　そんなやりとりの間にも、魔法陣はどんどん膨ふくれ上がり、天を覆おおい尽つくすような巨きよ大だいさを身につけていく。

「……ああ、美しい！　ぼくの生しよう涯がいをかけた傑けつ作さくだ。目を覆いたくなるような情けない人生の中でも、あの魔法陣への思いがぼくを支えてくれた。ぼくは絶望していたんだ。この世界に……運命に……でも、ようやく成し遂とげた」

「お前は恵めぐまれた人生を送っていたと思うがね。自分がどう思っていようと、お前はみなの羨せん望ぼうを受けていたではないか。そんな人間に、絶望がどうだと語られたくはないが」

「いや、トラン・スピンタート。ぼくは君と同じだ。みんなから虐しいたげられてきたんだ。君にはぼくの気持ちがわかるだろう？　絶望し、世を憎にくんだはずだ……あの魔法陣は、憎むべきこの世界をひっくり返す！　君にとっても望ましい結果だろう！」

「私はこの世界に絶望した覚えは一度もない！　お前のエゴに賛同する気もな！」

　天に唾つばを吐いても、自分に返ってくるだけ──そうバスケスに言った言葉を思い出す。

　だが──と、トランは天の魔法陣を一いち瞥べつした。

　こいつの吐いた唾は、世界に降ってくる……!!

　天が一度強く発光し、遠い海の果てに、魔法陣から放たれた光の柱が突き刺ささった。光が消え去ってから稲いな妻ずまのような轟ごう音おんが響きわたり、遅おくれて振しん動どうが伝わってくる。

「……いけナイ！　星の嵐あらしが始まったようデス！」

　バスケスが叫んだ。

　その間にも、ピーシアの身体はどんどん冷たくなっていく。顔は死人のように真っ白になり、唇くちびるは紫むらさき色いろに変色していた。

　とても直視できない光景を前に、トランは彼女を強く抱き締しめることしかできなかった。冷え切って行く彼女の身体に、少しでも熱を与あたえてやりたい一心で……。

「くそっ!!　私はいったいどうすればいい！」

「……方法はあるで」

　トランはその声の方に目をやった。

　声の主──ヨルはこちらではなく、じっとカーライルを見つめていた。その目があまりに冷たかったので、トランは一瞬、背筋にぞくりとしたものを感じた。

「……自分は死者を操あやつれる。そうやったな？」

「こんなときに何を言っている!?」

「ええから、答えろや！　ほんまはワシやこのバスケスも、思い通りに動かせる！　そうやろが!?　自分はそれをしてないだけ！　でも、するしないと、できるできないは別問題のはずや！　違ちがうか!?」

「……死霊の意思を第一に考えられない奴やつは、死霊術師として三流もいいところだ……」

「そんなことはどうでもええ！　できるかできないかで答えろ！　時間がない！」

　あまりの気き迫はくに気け圧おされたトランは、言い淀よどんだ。

「……で、できる。だが、私は……しない」

「いや、できるならええんや。できんならともかく、な。見み栄えや良識を取っ払ぱらって、実利だけを考えた死霊術を使えば、この事態を喰くい止めることができるわ」

　ヨルはそのときになって、やっとトランの方を向く。

「この場には、世界魔法を理解して唱えられる奴がおるやろ。そいつが死んだら、自分はその死霊を操って、対たい抗こう呪じゆ文もんを唱えさせる。これで、天の魔法陣は消え去る。簡単や」

「な、何を言っている……？」

「こいつ、な」

　言いながら、ヨルは、もはや立つ力もなくなった様子のカーライルを顎あごで示した。

「どうあっても死ぬやろ、このままやったら。それを少し早くするかどうかで、自分は世界を救うことができるんや。ワシが何を言っとるか、もうわかるやろ？」

　その瞬間、時間が止まったかのようだった。ヨルの言葉はトランの中で反はん響きようし、次し第だいに理解へと繫つながって行く。

「……か、カーライルを殺せと？」

「それしか方法はないやろ？　直接できんなら、ワシにものに触さわれるくらいのマナをよこすだけでええねん。ワシがやったるわ」

「ば、馬ば鹿かなことを言うな！　そんなことができるか！　早い遅おそいの問題ではない！　人の命をそんな風に考えられてたまるか！」

「冗じよう談だんやない！　このままやと、ピースも死ぬ！　偽ぎ善ぜん者ぶった正義感のつけを払うはめになるで！　あの魔ま法ほう陣じんを止めれば、最悪の事態は避さけられるんや！」

　ヨルは、トランの腕の中で震ふるえるピーシアを指差した。

「簡単やろ。カーライルだけ殺すか、カーライルとピースも殺すかやったら、自分がやるべきことはもう決まってるやんけ！」

「し、しかし……」

　トランはヨルから目を逸そらした。

　殺す？　人を殺すのか？　俺が……？

　死霊術というものに触ふれてから、トランのそばには常に死霊がいた。しかし彼らは死ではなく、トランにむしろ、その逆の生を感じさせた。彼らは物質的な肉体がないだけで、意識を持ったある生命として、この世に蘇よみがえっていたからだ。

　では、本当の意味での死とはなんだ？　死霊が──人の意識が──生を感じさせるというのなら、真の死とは何なのだ？

　トランの頭に、答えが降ってくる。

　それは、無だ──完全なる無……。

　それを俺が自分の手で、カーライルに与えるのか……？

　ぞくりと、身体の奥が冷えた。これは間違いなく、どんどんと熱を失っているピーシアの身体からだを抱き締めているせいではなかった。

「目を逸らすな、小こ僧ぞう！　自分が握にぎっとるんやで？　いまこの場で、世界の運命も、ピースの命もな！　死霊術でしかできんことがあるんなら、死霊術師としてそれをやれ──ワシがくだらん常識を無視して、魔法使いから危険な世界魔法を奪うばい取ったように！」

　トランがカーライルに目をやると、彼は力なくニヤリと笑った。

「ぼ、ぼくを殺す気か？　え、スピンタート……？　ハッハ！　なら、やってみるがいい！」

「で、できないと思うのか、私に！」

「お前は腰こし抜ぬけの落ちこぼれだ。たとえぼくを殺しても、ぼくの霊れいは絶対にお前程度の魔法に隷れい属ぞくなどしない！　ぼくの全ては、天の魔法陣とともにある！」

　そのとき天空の魔法陣が光り輝かがやき、また別の場所に光の柱を落とした。

　耳をつんざく轟音が響ひびきわたり、暴風が吹ふき荒あれる。

　その魔法陣のさらに上には、いまでも空を埋うめ尽くさんと走る星々の群れがあった。

「小僧！　急げ！　世界のマナが荒れ始めとるで！」

　ヨルが叫んだ。

　決断を下さなければならないときだった。トランは、自分の身体が震えているのに気がついた。そのとき──

「ダメ……ダメよ……」

　腕の中からか細い声が響き、トランはハッとピーシアの顔を覗のぞき込んだ。

　ピーシアは涙なみだを流していた。

「先生はそんなことする人じゃない……そうでしょ……？」

「し、しかし……」

「先生、最初の授業で言ったじゃない。死霊術は、人を傷つける魔法じゃなくて……命をなくした誰だれかに、新しい命を与える魔法だって。先生に死霊術の大きな才能があったのは、誰よりも優やさしかったからだわ……」

　ピーシアは弱々しく微笑ほほえんだ。その表情に、また心を締め付けられる。

「くそっ！　おい、バスケス！　火炎魔法プロムを唱えろ！　せめて彼女を温めてくれ！」

「……大だい丈じよう夫ぶ……とってもあったかいから……先生って、あったかいね……」

　トランの腕の中で、ピーシアはまた涙をこぼした。涙は、空からこぼれる星のように、つぅっと蒼そう白はくな頰ほおを走っていく。

　ピーシアは、震える手を伸のばし、トランの仮面をゆっくりと外した。

　仮面で隠かくそうとしていた涙が、一いつ斉せいに溢あふれた。

「……うん、やっぱり先生は、素す顔がおの方がいいと思うわ……無理に仮面で自分を隠す必要なんてない……学生のときはダメだったかもしれないけど、いまはとっても偉い大だいな魔法使いだもん……自信を持って……ね……？」

　そう言って、トランの頰を撫なでるピーシアの手からは、あまりにも冷たい感かん触しよくが伝わってくる。

「……偉大なんかじゃない。俺は何もできないダメ人間だ。自分じゃない何かになりたくて、こんな格好をしたけど、結局何も変わらなかった。誰かの力を借りて魔法の真ま似ねごとができるだけで、自分には何の力もない、ただの落ちこぼれのままなんだよ」

　ピーシアは首を横に振ふった。

「……『死し霊りよう術じゆつは最も優すぐれた学問だ』……先生は、ずっとそう言ってたわ……それは噓うそなの？　それも、先生が被かぶっていた仮面が、勝手に言っていたこと……？」

「そ、それは……」

　トランは口ごもった。自分の考えが、よくわからなくなっていた。

「……死霊術は、決して他ほかの魔法に劣おとるような魔法学問じゃないわ……それを教えてくれたのは、他の誰でもない先生よ。そんな先生が、自分のことを落ちこぼれだなんて言わないで……」

　ピーシアは、トランに言い聞かせるように、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「……私、先生に死霊術を教えてもらってよかった……」

　そんなピーシアの言葉に、トランはガツリと頭を殴なぐられたような気になった。

　ずっと感じていた葛かつ藤とう。彼女のような存在に、死霊術を教えていていいのか……？　死霊術を学ぶ時間は彼女の才能を、無む駄だにすることにつながらないだろうか……？

　自分は、なんという愚おろか者だったのだろう。不当な落ちこぼれをつくらない、と。死霊術で生徒を救うと口先で言いながら、その死霊術を軽視していたのは俺だった。

「もういい、ピーシア。もう喋しやべるな……!!」

　トランは、咳せき込むピーシアを強く抱だき締めた。

　そのとき。

　──トランの耳元で、小さな声が響いた。

　ピーシアは、もうやだよ──と。

「……お願い、私のこと、ピースって呼んで……？」

　緊きん張ちようしているような、それでいて甘えているような──そんなピーシアの声を、トランは聞いたことがなかった。

「……ピース……」

　意を決して口にしたその言葉は、震えていた。空の輝きは一層激しくなり、地じ獄ごくもかくやとばかりの轟音が鳴り響いていたが、トランとピーシアの間には一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがあった。

「嬉うれしい……」

　か細い声でそう返して、彼女はまた咳き込んだ。

「せ、先生……これ……これを持っていて」

　言いながら、ピーシアは、ドレスの胸むな元もとから何かを取り出す。

「……どうして、今日こんなものを持っているんだ……？」

　彼女の手の平に載のる物体は、黒い光こう沢たくを放っている──それは、トランが彼女に渡わたしたカメオだった。

「今日、ここにくるのが怖こわかったの……でも先生のことを考えたら、怖くなくなった……今日誘さそってくれなくてイライラして、でも、何だかドキドキして……。それはね、私のお守り……私の一番大事な人がくれた宝物……。ね？　やっと自分の気持ちがわかったんだもん……先生と一いつ緒しよにいさせて……」

「……一緒にいる？」

「それ、もらったのは最近だけど……いまでは私の一番の宝物……だから……」

　そして、ピーシアは絶望的な言葉を続けた。

「それを霊れい媒ばいにして、私を呼んで……？」

「──ッ──馬鹿な！　君は死なない！　ふざけたことを言うな！　いま、私があの魔法陣を消してやる！　た、たとえこの手を汚よごしてでも……!!」

「先生……お願い……先生が人殺しになるくらいだったら、私は死んだ方がまし……大丈夫、死ぬのなんて怖くない……先生なら魔法で私を呼べるでしょ……？　お願い、ずっと傍そばにいさせて……」

「ダメだ！　ピース！　俺は君を呼んだりしないぞ！　教えただろう！　死霊術では、大事な人は呼ばないと！」

「大事……？　嬉しいな……先生……」

　ピーシアはにっこりと微笑んでから、すっと瞳ひとみを閉じた。

「……好きだよ……」

「……ピース？」

　ピーシアの身体にかろうじて残っていた力が、がくりと全すべて抜け落ちた。トランの腕うでの中で、彼女はピクリとも動かなくなった。

「ダメだ！　ダメだ、ピース！　目を開けろ！　ピース!!」

　トランは必死になって彼女の名を呼んだ。

　ピーシアの身体から、何か光り輝くモヤのようなものが抜けていく。

　それは空中で彼女の姿をかたち取ると、トランに向かって寂さびしそうに微笑んだ。そして、空に向かって飛んで行こうとする。

「待ってくれ！　どうして君が死なないといけない！　噓だ、こんなの……」

　じわり、とトランの心に絶望が入り込んでくる。それは初めての感覚だった。

　なぜ？　と。どうして、同じ場所にいたにもかかわらず、自分のようなクズが生きて、彼女のように将来を期待される少女が死ななければならない？

　彼女に才能があったから？　世界を変え得る名前を生まれつき与あたえられていたせいで？

　いや──と、トランは目を見開いた。

　心に一瞬浮うかんだ黒い染しみが、消え去って行く。

「そんなことは認めない！　俺は絶対に君を死なせないぞ、ピース！」

　無我夢中だった。天てん啓けいのような理解が訪おとずれたのは、そのときだった。まるで目の前の暗くら闇やみを、空から落ちた流星の一筋が吹き飛ばしてしまったかのように──

　そうとも、なぜ気付かなかった！　まだ方法はある！　もっとも単純な方法が！

「君はまだこの世界で生きなければいけないんだ！　俺と一緒に！」

　トランは、ピーシアを抱く手に力を込めた。

「ピース、目を開けろ！　最初にゼミの真似事をした日、俺は君に約束したな！　ライノス・ストーメアの霊を呼び出してやると！　そして、世界魔ま法ほう〝星〟を蘇よみがえらせると！」

　あの日、ライノスを呼び出せなかったのは、ライ＝ムラート家にあった魔導書が偽にせ物ものだったからだ。結果、その偽物を作ったヨルが呼び出された。

　しかし、いまこの場には正しよう真しん正しよう銘めい、本物の魔導書があるのだ！

　トランが大おお股またでカーライルに詰つめ寄ると、彼は目を白黒させた。

「ぼ、ぼくを本当に殺すつもりか、スピンタート……？」

「間抜けめ！　俺は誰も殺しはしない！　ピースも、お前もな！　なぜなら、死霊術師とは死とともにある者ではなく──人の命を、魂たましいを、蘇らせる者だからだ！」

　トランはニヤリと笑った。

「お前にも罪を償つぐなう機会を与えてやるぞ、トマス・カーライル！　死んで楽になろうなどと、都合のいい話は俺が絶対に許さん！」

　そのまま、カーライルが大事に抱かかえ込んでいる魔導書をひったくった。

「そ、それをどうする気だ……？」

「こいつは霊媒だ！　ライノス・ストーメアを呼び出すためのな！」

「……呼び出す？　ライノスさまを？　で、できるわけがない……!!　選えりすぐりの死霊術師たちができなかったことを、お前如ごときが！」

「いいや、できる！　俺を誰だと思っている！　俺はこの国唯ゆい一いつにして最高の──死霊術教師だ！」

　トランは、魔導書を持つ手に力を込めた。

「──彼かの世の霊よ！　この魔導書を霊媒とし、現世に現前せよ！　召霊魔法ゲイト！」

　──言葉とともに、辺りに霧きりが漂ただよい始める。空を走る星のまたたきが消え、天の魔ま法ほう陣じんの起こす轟ごう音おんすら消えうせる。霧はヨルのときと同じように一点に集中していき、光を帯びた巨きよ大だいな竜りゆうのかたちを作り出す。

「りゅ、竜……!?　そ、そんな、まさか……!?」

「光竜ライノス……ら、ライノスのオッサンやんけ……ほんまに呼び出したんか……？　この小こ僧ぞう、マジでどうなっとんねん……」

　カーライルとヨルは、驚きよう愕がくの表情で光の竜を眺ながめていた。

「お、おい、久しぶりやんけ、ライノスのオッサン！　覚えとるか!?　ワシや、ヨルギス・テンペスタや！」

　ヨルの言葉に応こたえるように、竜が咆ほう哮こうする。

「俺は馴な染じみに会わせるためにお前を呼んだのではないぞ、ライノス・ストーメア！　あの魔法陣を消す！　お前の守ろうとした世界を、もう一度守るために……力を貸せ！」

　トランが命じ──

　──伝説の竜が応じた。

「──憑ト依ラ魔ン法ス！」

　そのときトランは自分の身体からだから、荒あら々あらしい力が迸ほとばしり出るのを感じた。

　その途と端たん、天に浮かぶ魔法陣の全てが理解できた。カーライルの作った〝星〟の魔法陣は、自身に憑ひよう依いしたライノスの目から見て、とても完全とは言い難がたい完成度だった。

　魔法陣は、怒いかり狂くるったように空を蹂じゆう躙りんしている。しかしトランには、それがカーライルの最後の悪あがきのようにしか捉とらえられなかった。もはや脅きよう威いではない……そのことがよくわかっていた。

　トランは天に右手を伸のばし、宣言するように叫さけんだ。

「〝星〟よ！　お前たちの力は、もうこの世界に必要ない！　帰るがいい！」

　そして、全ての力を天に向け放出する。

　魔力の竜が空へと羽ばたき、反転した魔法陣へと姿を変えた。

「──反世界魔法〝星〟コンポ・ステラ!!」




　耳をつんざくような轟音──その後、時間が止まったかと錯さつ覚かくする静寂──

　天に浮かんだ二つの魔法陣は対つい消しよう滅めつし、光の粒りゆう子しとなってキラキラと地上に舞まい降りた。

「や……やりおった……〝星〟の魔法陣が、空から消えおったで……」

　ポカンと呆あつ気けにとられたまま、ヨルは平へい穏おんの戻もどった空を見上げていた。

　しかしトランの意識はそんな竜のことなどではなく、腕の中にいるピーシアに全て持っていかれていた。

　ピーシアの身体から抜ぬけ出し、トランに向かって寂しそうに微笑ほほえんだ光の霊体は、雲うん散さん霧む消しようしてしまっている。それがどこにいったのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　もちろん、死の世界ではない。蒼そう白はくだったピーシアの頰ほおに、しっかりと赤みがさしている。彼女の身体にじわりじわりと熱が戻ってくると、今度は胸が上下に動き出した。

「……や、やったのか……？　ピース……？　い、息をしてるぞ！　やった！　やったぞ！　よ、よかった……!!　ピースに息が戻った……!!」

　トランは、ぎゅっとピーシアの身体を抱き締しめた。

　細い身体からドキン、ドキンと、しっかりとした心臓の鼓こ動どうが伝わってくるのを聞いて、安心のあまり、地面へとへたりこんでしまう。

「し、信じられまセン……」

「ああ、なんちゅうやっちゃ。おい、小僧……」

　二人の死し霊りようは、驚愕の眼まな差ざしをトランに向けていた。

「小僧、いま自分が何したかわかっとるか……？」

「そんなことは後にしてくれ！　よかった、ピース……」

「こんなもん後回しにできるかいな！　自分、身体は何ともないか……？　自分が唱えたんは、過去ライノスのオッサンの命を奪うばった魔法やで？　それを唱えたカーライルとか、ピースがどんな目にあったか見とったやろ！」

「死霊術は力を借りるだけだからな。何もできんが、何でもできるのが死霊術だ。文句があるなら、またお得意の封ふう印いんでもしてみるか？」

　トランは、まだ涙なみだを抑おさえられなかった。くしゃくしゃ顔のまま、ヨルに憎にくまれ口をきく。

「……そんなこと言いたいんやないがな。ま、まあ無事ならええねん。小物や小物や思っとったけど、自分、ほんまはとんでもない魔法使いなんかもしれんな……」

　ヨルがまじまじと言った言葉も、いまのトランにとってはどうでもよかった。

　ただ、腕の中で静かに寝ね息いきを立てる少女の顔を見ているだけで、トランは自分にできたことを誇ほこらしく思った。

　まだ空は大量の流星で溢あふれ返っている。ピーシアとこの美しい光景をゆっくり見ることができなかったことだけが、トランの胸にある唯一の心残りだった。










　終章




　英えい雄ゆうの凋ちよう落らくは、新しい英雄の誕生でもあった。

　星降りの夜が生んだ英雄、トラン・スピンタート！

　その日にカーライルの屋や敷しきを訪れていた多くの人々の証言と、その屋敷に残されていた膨ぼう大だいな量の研究ノートの調査、さらには彼に協力していた王宮魔導師協会所属魔導師の自白によって、世界魔法〝星〟が世界に引き起こそうとしていた現象が明らかになった。

　人々は震ふるえ上がり──同時に、その危機に勇ゆう敢かんに立ち向かい、ライ＝ファルナの末まつ裔えいであるというカーライルの野望を阻そ止ししたトランの活かつ躍やくを、手放しで褒ほめ称たたえた。

　例によって例の如く、世間は好き勝手にトランの過去を捏ねつ造ぞうして、様々な噂うわさをばらまいていき、一度うやむやになった、ライ＝ムラートの屋敷に忍しのび込んだという一件でさえ、トランの英雄的人物像をかたち作るために利用されるはめになった。

　トランは最初からライ＝ムラート家にあるのは偽にせの魔導書だと見当を付けており、それを確かめた瞬しゆん間かんから、トマス・カーライルとの対決を決意するようになったという如い何かにも都合のいい話を、信じがたいことに誰だれしもが信じていた。

　トランの学生時代の無能っぷりを指し摘てきする者は嘲ちよう笑しようされ、英雄は英雄的行こう為いをするまでは英雄でないのだという至し極ごく簡単な理り屈くつで反はん撃げきされた。

　トラン自身はといえば、多くを語ったつもりはない。

　過熱する報道に嫌いや気けがさしていたので、自分自身は世界魔法に対して無力だったこと、呼び出した死霊こそ称しよう賛さんされるべきであること、そして最後に、世間が抱いだいているジョージ・テンペスタへの印象が、まるで間ま違ちがっていることだけを強調した。

　最後のテンペスタに関する言げん及きゆうに対しては、世間は一考の余地があると判断したようだった。というのも、世界魔法の恐おそろしさが明らかになったのだから、それを封印しようとしたテンペスタは悪人であるはずがないと、徐じよ々じよに人々の中で意識の変へん換かんが起こりつつあるようだった。

　しかしその他の二つについては、トランの言葉であっても世間は無視した。

　まず英雄は、トランでなければならなかった。

　混乱し狼ろう狽ばいする世間には、目に見えたわかりやすい英雄が必要だったのだ。認にん識しきすることのできない死霊では、世界に混こん沌とんを招こうとしたカーライルの対たい抗こう者として相応ふさわしくないと世間からは判断されたらしい。

　こんなところでも歴史が都合によって作られることに、トランは溜ため息いきをついた。




「わしはもちろん、トラン・スピンタートに天才的な魔法の才能があることを見抜いていましたとも。そうでなければ、彼を取りたてたりしませんよ。彼には学園内の一室を与あたえ、自由にくつろいでもらっています。家具も全すべて学園が用意しましてね。ええ、普ふ通つうの者にはそんな待たい遇ぐうはしませんとも。わしは彼を尊敬しているんです。彼がわしを尊敬するのと同じくらいに。わしとトラン君は、家族同然と言えるぐらいの特別な絆きずながあるのですよ」

　学長は、ここぞとばかりに自分の手しゆ腕わんを吹ふい聴ちようして回った。

　しかし、彼は質問がトマス・カーライルのことに及およぶと、途端に勢いを失った。カーライルを採用していたのも聖オルフェ魔法学園であり、学長なのだから。

「トマス・カーライルは……天才でした。これは間違いありません……しかし、世界魔法を解読するという偉い業ぎようを成し遂とげたことで、その名めい誉よ欲に狂ったのでしょう。学園は、第二、第三のカーライルを出さぬよう、魔法の技術だけでなく、崇すう高こうな精神を生徒に宿らせるべく尽じん力りよくすべきでしょうな。そのための人材にも見当がついております。つまりは、彼の後あと釜がまということですが。正式な発表まで名前は控ひかえますが、きっとみなさんも驚おどろかれる人物ですよ。彼女は──ああ、しまった！　いえ、いえ──ここは記事に書かないで下さいよ？　ああ、オホン！　その人物は、わしのお気に入りです！　やはり家族同然と言って差し支つかえないでしょうな！　いずれ、この国の魔ま法ほう使つかいたちのトップに君臨するのではないかとも噂される人物ですよ！　ええ、期待していただきたい！」

　失敗から世間の目を逸そらそうとする学長の狙い通り、翌日の記事には「聖オルフェ学長の剛ごう腕わん！　教職員に王宮魔導師協会の人材を採用か？」という文字が躍おどった。




　十日が過ぎ、トランは星降りの夜の激動があってから初めて、ライ＝ムラート家の屋敷の中に入ることを許された。

　これまでピーシアの具合が気になって何度も訪おとずれてはいたものの、顔面蒼白なまま「君にだけは来てもらっては困る……」と言う家主によって、追い返されていたのだった。

　思えば、彼らもピーシアほどではないとはいえ、カーライルの魔法に巻き込まれた被ひ害がい者しやだった。トランは、このライ＝ムラート家の全員がまだまだ本調子ではないのかもしれない、と自分を納なつ得とくさせて引き下がっていたのである。

　しかしその日トランを出で迎むかえたピーシアの母親は、元気そのものだった。

「まあ、よく来て下さったわ！　今日も相変わらず、素す敵てきな仮面ですこと！　いままでにも何度も足を運んで下さっていたと聞きました……本当に申し訳ないことをしたと思います。でも、それはお互たがいのためですから……」

「お互いのため？」

「実は今日、パールがいませんの。ああ、パールはご存知ですわね？　話に聞くところによると、あの子とあなたは同級生だったとか……」

「知ってはいますが、なぜ彼女がいないとお互いのためになるのです？」

「え……いえ……あの子、ちょっとあなたに対抗心があったみたいで……あなたがここに来ていると言うと狂ったように暴れ……そ、そんなことはどうでもいいですわ！　あなたにとって気になっているのはパールではなく、私の可愛かわいいピースのことでしょう？」

　ずいっと迫せまられ、トランは首を縦に振ふることしかできなかった。

「もちろん。もちろん、そうです。彼女の容体はどうですか？」

「ああ、やっぱり気になるのね！　そうでしょうとも！　あなた方二人の間にあることは、全部理解しているつもりですわ！　あの子は元気ですよ。愛いとしいトランがお見み舞まいに来たと言ったら、どれだけ喜ぶかしら！」

「は、はあ……」

「あの子に早く顔を見せてあげて下さい！　さあ、どうぞ、こちらにいらして……」

　手を引かれるまま二階に上がり、高級そうな木材作りの扉とびらの前まで案内された。

「ここがピースの部屋ですわ。ピース！　入るわよ！」

　ノックをしてから、ライ＝ムラート夫人は大声を出す。そして輝かがやくばかりの笑え顔がおをトランの方に向けた。

「さあ、お入りになって！　邪じや魔まはいたしませんから、どうぞごゆっくり……」

　トランはピーシアの部屋に入った。

　するとすぐに、ベッドの上で本を読む彼女の姿を確認できて、思わずほっとする。

　何度かここを訪れていたヨルから、「ピースは無事や！」と聞いていたが、トランがあの夜から、意識を回復した彼女を見るのはこれが初めてのことだった。

　パジャマ姿のピーシアはトランの方を見て「お母さま──」と言いかけ、そこにいるのがトランだとわかると、顔を真っ赤にして布ふ団とんにくるまった。

「おい、ピーシア？」

「か、かかか帰って！　体調が優すぐれないの！」

「そうか？　なら、また日を改めるか。だが君がわりと元気そうで安心した。昨日からもう学園の休きゆう暇かも明けたことだし、君が早く普通の生活に戻れるように祈いのっているよ」

「ま、待って！」

　踵きびすを返していたトランは、ピーシアの制止の言葉を聞いて振り返った。

「す、少しくらいなら……お話できるわ……こっちに来て……」

　布団から出てきても、相変わらず彼女の顔は真っ赤なままだ。

　トランはピーシアの方に歩いていき、ベッドの傍そばに置いてある椅い子すに腰こしかけた。

　沈ちん黙もく。どういうわけか、空気が非常に重苦しい。

「い、一応言っておくけど、私があの日の夜に言ったことは全部噓うそだから……」

　目を逸らしたまま、ピーシアはそう切り出す。

「私……私、どうかしてた……お、思ってもないことを言うなんて……で、でも……」

「でも？」

　気まずそうなまま、ピーシアはちらりとトランの方を見た。

「……先生が言った『一いつ緒しよにいたい』って言葉だけは嬉うれしかったかな……？」

「そんなことは言っていない」

　トランは、仮面の奥で顔をしかめた。

「言った」

「言っていない」

「言った！　私があのとき、意識がなかったと思ったら大間違いなんだから！　ちゃんと先生を見てたわ！　何が何だかわからなかったけど、自分の身体の外から……」

「や、やはり記き憶おくが混こん濁だくしているようだな。私は一度もそんなことを言っていない……」

「最低！　自分の言葉に責任も持てないの？」

　語るに落ちるとはまさにこのことだと思うが、そう言った瞬間、ピーシアはしまったとばかりに、バツの悪そうな表情を浮うかべた。

「わ、私は、もちろん先生のこと、魔法使いとして尊敬してるっていう意味で言ったのよ……その……すきって……ほ、本当の意味で言ったんじゃないもん……」

　ごにょごにょ言ってから、両手で顔を覆おおう。

「……お互い、つらいことがあった。あの夜のことは忘れよう、ピーシア」

　トランがそう提案すると、ピーシアは顔を手で隠かくしたまま呟つぶやいた。

「……どうしてピーシアに戻もどってるの……？」

「は？」

「私のことはピースって呼んでって言ったのに……」

　言われてうろたえる。愛称で呼ぶのが恥はずかしいなどとは口が裂さけても言えなかった。

「私と君は教師と生徒だからな。やはり、親しき中にも礼れい儀ぎありという言葉があるように、一線を引くべきだと思ってな。そうだ、確かに私も君の指摘した通り、あの星降りの夜、君に『私と一緒にいろ』という旨むねの言葉を言った気がする……。だがそれはもちろん、生徒としてだ。教師は誰かにものを教えて初めて、教師になれるものだからして……」

「もういい！　ばか！」

　ピーシアは枕まくらでトランを叩たたいた。

「もう帰って！　知らない！　目が覚めてから、わ、私が、どんな気持ちでいたかも知らないで！」

「す、すまん！　私は帰る！　帰るから枕を振り回すな！」

「どうしてそこで帰ろうとするの！　ばか！」

　理り不ふ尽じんこの上なかった。やはり彼女はまだ意識がはっきりしていないのかもしれない。

「やっと……やっと、お姉ちゃんがお屋や敷しきにいなくて、先生が来てくれたのに……」

　涙なみだぐむピーシア。トランは話題を変えようと思って、咄とつ嗟さにその言葉を拾い上げた。

「そう！　お姉ちゃんだ！　それ以外、いまする話などないと思われる！　そう言えば、今日パーレイアはどうした？」

「聞いてないの？」

　ピーシアは、すぐにきょとんとした表情になって訊たずねてくる。

「何を？」

「お姉ちゃん、聖オルフェでまた教師として教えることになったの。人員が欠けちゃったから、その代理ってことで……」

「え？　代理って……ああ、カーライルの代わりか」

　カーライルは聖オルフェの教職を解かい雇こ処分され、いまは首都の監かん獄ごくに捕とらえられているという話だった。特級の魔法犯罪者として、裁判を待つ身らしい。

　トランの言葉を聞いて、ピーシアはつらそうに目を伏ふせた。

　当然だろう。彼女はカーライルを慕したっていた。そして、裏切られたのだから。

「……今日はお姉ちゃん、聖オルフェにその内示を受けに行ってるの。すごく張り切ってた。もうすっかり本調子って感じだったし」

「本調子？　彼女はどこか悪かったのか？」

「それも知らないの？　お姉ちゃんは教職に就ついた先生に嫉しつ妬としてたのよ。だって、先生のこと、自分よりも才能がないと思ってたから。それでずっとイライラして、家に引きこもって……。でも、目が覚めてから私はちゃんとお姉ちゃんに言ったわ。先生に才能がないなんて思い違ちがいだって！　記事でも散々先生の活かつ躍やくが書かれてたから、それにはすぐに納得してくれたの。でも今度は……」

　トランはごくりと喉のどを鳴らした。

　まさか、自分がパーレイアの恨うらみを買っているとは夢にも思わなかったのだ。

　しかも、聖オルフェでまた働くだって？　つまりは同どう僚りようってこと？

　下へ手たをすると、俺は殺されてしまうんじゃないだろうか？　トランは学生時代パーレイアから受けた、教育の名を借りた過か酷こくな仕打ちを思って身み震ぶるいした。

「こ、今度は？　今度は何だ？」

「お姉ちゃんって、その……シスコンだから……私が先生のことを庇かばえば庇うほど、私を取られたと思ったみたいで、目の敵かたきにし始めたの……」

「そ、そんなの全部、君のせいじゃないか！　どうしてくれるんだ！」

「私は先生を庇ったのよ！　どっちに転んでも、お姉ちゃんは先生を許さないわ！」

「もうちょっと彼女のご機き嫌げんを伺うかがいつつ、ソフトに伝える方法とかなかったのか！」

「なかったわ！」

「……なかったか」

　トランは頭を抱かかえた。

　どうしよう？　どれだけの時間そうしていただろうか──突とつ如じよ、妙みよう案あんが思い浮かび、顔をガバッと持ち上げる。

「いいことを思いついたぞ！　彼女からこれ以上恨みを買わない方法だ！　君が彼女のゼミに入ればいい！」

「へ？」

「そうすれば彼女の面目は保たれるし、君が私のことを信しん頼らいしているなどという馬ば鹿かげた思い込みも消え去るだろう！　これ以外にない！」

「嫌いやよ。私は先生のゼミに入るの」

「子どものようなことを言うな！　君はパーレイアのゼミに入れ！　私の命に関かかわる問題だぞ！　四の五の言わせん！」

「ダメ！　大体、先生のゼミには人がいないじゃない……わ、私だって、本当は違うゼミに興味があるもん……でも、仕方なく入ってあげるって言ってるんだから、それを拒きよ否ひするなんておかしいわ……」

「ああ、その話だがな。もう大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　トランが満足げに言うと、ピーシアは意表を突つかれたようだった。

「……大丈夫？　何が？」

「実は、フェリシスを正式に私のゼミに迎むかえることになった。いままでは小間使いのようなことしかさせてこなかったが、そろそろ教え始めてもいいと思う。ハハハ、やっぱりあいつはダメだな！　他ほかの魔法の才能がまるで感じられない。昔の私にそっくりだ！」

　すると見る見るうちに、ピーシアはむすっとした表情になっていく。

「……へえ……そう……」
















　ベッドから降りると、彼女は窓まど際ぎわまでゆっくり歩いた。

「……私、明日には学園に行くことにするわ。もう体調も良くなったし、勉強で後おくれを取るわけにはいかないもの。学年首席のピーシア・ライ＝ムラートが何日も学園を休んでちゃ、周りにも示しがつかないわよね……」

「ん？　いや、周りのことは気にするな。君は棺かん桶おけに片足どころか、頭から突っ込むくらいにひどい状態だったんだから、いまはしっかり療りよう養ようして──」

「行くの！　絶対！」

　ピーシアが食い気味に言葉を被かぶせてきて、トランは続く言葉を失ってしまう。

「……え、あの……はい」

「それで明日から正式に死し霊りよう術じゆつのゼミに通うことにする。よろしくね、スピンタート先生」

「いや、だからそれは困るな……パーレイアの怒いかりを買うことに……」

「お姉ちゃんは関係ない。私だって、もうお姉ちゃんの陰かげで生きていくのはやめにするの！　私は私のしたいことをする！」

　そう言ってピーシアは不敵に笑い、胸むな元もとから例のカメオを取り出した。




「ほら、受講証！」










　　　あとがき







　初めまして、降おり次つぎ飛とび行ゆきと申します。

　この本は第29回ファンタジア大賞にて入選をいただきました「その死し霊りよう術じゆつ教師、小物」という作品を、出版可能な水準まで改かい稿こうしたものとなっております。

　小物な主人公を始めとして、彼の生徒として振ふり回まわされるヒロインたち、そして一ひと癖くせも二ふた癖くせもある死霊たちの活かつ躍やくを、少しでもお楽しみいただけたのなら、これ以上嬉うれしいことはございません。

　ファンタジア文庫のホームページには、作品ごとのアンケートページがありますので、そこで忌き憚たんのないご意見ご感想等をいただけると幸いです。




　この場をお借りしまして、私事ではありますが謝辞を。

　本作に目をかけていただいただけでなく、根気強く改稿にお付き合いいただきました担当編集の尾お野の畑はたさま。

　本編の拙つたない描びよう写しやから、圧あつ倒とう的な想像力とすばらしい画力で、作品の魅み力りよくを引き出していただきましたイラストレーターのヤッペンさま。

　誤字脱だつ字じや、表記揺ゆれに目を光らせていただきました校こう閲えつさま。

　装丁やタイトルなど、本作を美しく仕上げていただきましたデザイナーさま。

　貴重な紙面を使って本作を紹しよう介かいしていただきましたドラゴンマガジン編集部の皆みなさま。

　そしてＫＡＤＯＫＡＷＡファンタジア文庫編集部御一同さまを始めとする、この本の出版、営業、販はん売ばいもろもろのお仕事に関わっていただきました全ての方々。

　本当に、ありがとうございました。




　そして何より、この本を手に取っていただいた読者の皆さまに、最大の感謝を申し上げます。

　また近いうちにお目にかかれることを、心より祈いのっております。





降次　飛行










降次飛行

●おりつぎとびゆき



第29回ファンタジア大賞入選作の本作にてデビュー。

大阪在住。資金洗浄を行うアライグマの裏金融ものを投稿しようとしていたら、関西弁で話すドラゴンが出てくるファンタジーになっていた。

結果的にそれでよかったと思いつつも、アイデアとの一期一会感を大切にしていきたい今日この頃。


















カバー・口絵・本文イラスト／ヤッペン

カバーデザイン／アフターグロウ










死し霊りよう術じゆつ教きよう師しと異界召喚ユグドラシル








降おり次つぎ飛とび行ゆき
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